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【巻頭言】 「大学スポーツ」という経営資源を束ねるＵＮＩＶＡＳへの期待

副会長 丸 山 悟（日本福祉大学）

個々の大学が大学のスポーツに「ヒト」、

「モノ」、「カネ」、「情報」を投入（投資）

している以上、「大学スポーツ」（高校までの

学校スポーツやプロスポーツ、クラブ型スポー

ツと区別された、大学教育や大学公認の部活動

として行われるスポーツ）は、今や二つの意味

で"立派な"経営資源である。

スポーツが文化・教養面や専門分野の一つと

して学びの対象となることは論を俟たない。ま

た、学生が学びを継続・深化させていく上で、

その基礎条件とも言える肉体的・精神的な「健

康」（平静）状態を保つための、重要な行動手

段の一つとなっていることも明確である。従っ

て、スポーツを正課授業（カリキュラム）の中

にしっかり据える必要がある。同時に、正課外

の部活動の中で行われるスポーツでは、激しい

トレーニングや切磋琢磨した練習・試合経験を

積むことで、やり抜く力（意欲・忍耐力）や自

信・協調性・誠実性といった、人間性教育に必

要な非認知能力＝社会的・情動的な能力が大き

く伸ばされることも広く認識されてきている。

この中でも特に「やり抜く力」や「誠実性」は、

認知能力である専門的な「学び」を深めていく

上での内的な駆動力になっていることも分かっ

てきている。つまり、大学におけるスポーツは、

正課、正課外を問わず、極めて教育的価値の大

きいもので、この取組みの全体を適切にマネー

ジ（＝「経営」）することが求められている。

しかも今は、大学は極めて厳しい競争的環境下

にあり、スポーツは大学の認知度向上（マーケ

ティング)やイメージアップ(ブランディング)

に貢献する「資産」として高い価値を持つもの

になってきている。投資のボリュームも大きい。

スポーツの持つ全体的な教育効果や成果を見る

意味でも、大学の存続や発展に関わる投資効果

（コストパフォーマンス）を計測する狭義の経

営・財務管理の点でも、大学スポーツ全般を経

営資源として位置づけ、マネージすることが重

要になっているのである。

では、以上を踏まえて、重要性が増している

今日的な経営課題は何か？

一つは、「行き過ぎ」を回避すること、二つ

目は、教育における情動的価値を過度に"情動

的に"（情にほだされて）評価しないこと（比

較可能なアセスメント指標を持つこと）、最後

の三つ目は、より効果的・効率的なマーケティ

ングができるようにすることである。

最初の「行き過ぎ」回避とは、経営資源の過

剰投資を回避したい意図を含むが、より重要な

ことは、行き過ぎて怪我やハラスメントなどの

危害に及ばない「安全・安心」を担保する、保

険や指導者教育を含む総合的な措置を講ずるこ

とを言う。二つ目のスポーツの教育的効果を高

める課題については、トップアスリートの育成
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という国策的課題に応えることを含めて、指導

法・練習法の刷新が必要となるが、成功事例か

ら学ぶことや「研究」の進化が必要であり､「教

育」という枠組みに拘った「共同」が欠かせな

い。同時に、「大学スポーツ」のカテゴリーを

定めて、しっかりとした倫理意識と規範の下に、

異次元の「スポーツ」を交じり込ませないコン

トロールが重要になる。三つ目の効果的・効率

的マーケティングのためには、スポーツマネジ

メントの専門性とともに、資金力や組織力をベ

ースにした、「舞台演出」を含む高いプロデュ

ース能力が必要となる。この三つは、相互に密

接に関連している。

ここにおいて、本年(2019年)３月誕生の「大

学スポーツ協会」（ＵＮＩＶＡＳ）の存在意義

がくっきりと現れてくる。

私は、競技スポーツとしての「大学スポーツ

」の魅力は「高潔性」にある、と考えている。

最高学府である大学に通う人たち、多様な進路

を考えながら、地域の「知」の拠点の役割を果

たす「学び舎」に集い、学びつつ多様な活動を

している学生たちが取組むスポーツとして、あ

らゆる意味で真摯で挑戦的な試みをするもので

あってほしい、と思っている。

この「高潔性」を貫き、「大学スポーツ」の

魅力を引き立て、価値を高め世に「流通」させ

て、各大学スポーツの存続を支えるコントロー

ルタワーの役割を、ＵＮＩＶＡＳには果たして

もらいたいと思う。

ＵＮＩＶＡＳよ、意気揚々と立て！

【事業報告】 平成30年度の事業報告と今後の活動方針

理事長 久保田 豊 司（大阪国際大学）

本連盟の主催事業である「文部科学大臣杯第

53回全日本大学男女ソフトボール選手権大会」

は、石川県協会のご協力のもと、男子は小松市

スカイパークこまつ翼、女子は金沢市専光寺ソ

フトボール場で実施されました。小松市は、加

賀前田家三代利常公によってもたらされた茶道

をはじめ、華道、曳山子供歌舞伎など伝統的な

文化が今に受け継がれており、絹織物や九谷焼

などの伝統産業、建設機械や情報機器に代表さ

れる近代産業にも恵まれたまちであります。金

沢市は、藩祖前田利家から明治の廃藩置県にい

たるまで、加賀藩前田家十四代の城下町として

発展しました。城のまわりに形成された武士の

まち、活気あふれる商人のまち、城下を守るよ

うに配された寺のまちなど、城下町の風情が今

も残り、日本の文化が美しく息づいているまち
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であります。

試合は男女共に日本体育大学が、男子は２年

連続30回目、女子は14年ぶり19回目の優勝を飾

りました。男子の準優勝には早稲田大学、３位

には中京学院大学と国士舘大学が、女子の準優

勝には園田学園女子大学、３位には東北福祉大

学と東京女子体育大学が入賞しました。優勝チ

ームには、チャンピオンエンブレムをユニホー

ムの袖に付けてプレーする権利が与えられ、優

勝チームとしての名誉は基より、連盟の模範チ

ーム、選手としての活動、さらにはソフトボー

ル競技の普及、発展への活動等、リーダーとし

ての多くの期待が込められています。

共催している東日本・西日本大学選手権大会

は、東日本男子は富山県富山市、女子は東京都

町田市で開催され、男子は国士舘大学が女子は

日本体育大学が優勝しました。西日本男子は高

知県高知市の開催予定でしたが、雨天のため残

念ながら大会は中止となりました。女子は徳島

県徳島市で開催され、園田学園女子大学が２年

連続の頂点に立ちました。また、後援大会につ

いても各大会と同様に雨に悩まされ２つの大会

は中止となりましたが、関東・北信越・東海・

近畿の４つの地区で８大会が開催されました。

これらは、大学ソフトボールのレベルアップや

底辺拡大に役立ててもらうためのものであり、

各種大会において確実にその成果はあがってい

ます。

国際関係では、男子は昨年度より持ち越され

た第10回アジア男子ソフトボール選手権大会が

開催され、強豪国のフィリピン、大会で勢いに

乗ったシンガポールを破り全勝で見事な優勝を

成し遂げました。女子は、第７回東アジアカッ

プ女子ソフトボール大会と第２回アジア大学ソ

フトボール選手権大会に出場しました。東アジ

アカップは、全勝で予選リーグを突破し、決勝

トーナメント初戦で台湾に敗れましたが、決勝

では雪辱を果たし優勝を勝ち取りました。アジ

ア大学選手権は、予選リーグは全勝でしたが、

決勝トーナメントでは中国・台湾に惜敗し３位

の戦績でありました。本連盟は、これからも積

極的に国際大会に参加する予定です。

本連盟の今後の活動方針としては、大学ソフ

トボール界を今まで以上に発展させるべく、競

技人口の拡大・競技力の向上・知名度の向上を

目指しています。そのために、全日本大学選手

権大会の開催について、平成31年度より新たな

展開を致します。これまでの各地区での開催か

ら、「大学ソフトボールのブランド構築」「選

手が憧れる舞台の創出」のために、５年間の拠

点化として男子は富山県富山市、女子は愛知県

安城市で開催します。さらに、男女共に普及・

強化・交流（国際）をキーワードに事業を立ち

上げ展開したいと考えています。

最後になりましたが、本連盟の主催・共催・

後援大会の開催にあたっては(公財)日本ソフト

ボール協会、また各地の都道府県協会をはじめ

多くの関係者のご支援のおかげであります。こ

の場をお借りして厚くお礼を申し上げます。次

年度の事業においても、本年度の反省を踏まえ

大学連盟は、より一層の発展のために全力で取

り組む所存であります。今後とも、関係者の皆

さまの絶大なるご支援・ご尽力をお願い申し上

げます。



【特別インタビュー】 ソフトボール界からプロ野球の門をたたいて

-大嶋匠選手（元.日本ハム）へのインタビュー-

全日本学連事務局長 森田啓之（兵庫教育大学）

この度、昨年10月にプロ野球から引退した大嶋

匠選手に、久保田理事長とともにインタビューを

する機会を得ることができた。ソフトボール経験

者として初めてプロ野球の世界に飛び込んだプレ

イヤーとして、今どのようなことを感じ考えてい

るのかについて語ってもらった。

［プロフィール］

新島学園中学校（群馬県）からソフトボールを

始め、新島学園高校時代には高校総体、国体で優

勝。その後は、早稲田大学に進学し、2008年には

U-19日本代表の四番打者として国際大会（世界男

子ジュニア選手権大会）で３位、及び東京都大学

リーグや全日本大学選手権においても輝かしい実

績を残した。３年生の後半からは硬式野球の道を

意識し始め、４年生から社会人野球チームのセガ

サミーで練習を積むようになる。そして、2011年

10月27日に行われたプロ野球ドラフト会議で、北

海道日本ハムファイターズから７位指名を受けて

入団。2012～2018年の７年間、プロ野球選手とし

て過ごした。

《森田》７年間のプロ野球生活、お疲れ様でした。

さっそくですが、ソフトボールと野球の違い（技

術的なこと、文化的なことなど）、あるいはソフ

トボールから野球に転向した際に感じたことなど

についてお話しいただけたらと思っています。

《大嶋》そうですね。正直なところ、ソフトボー

ルから野球に変わってスムーズに移行できたもの

は何一つなかったです。プロ野球というレベル自

体の高さが問題というのもありますが、まず、野

球を一日中したという経験がないですよね。入団

してすぐにキャンプインして朝から晩まで練習。

キャンプが終わってシーズンインしてからも10月

終わりまで、ほぼ毎日試合がありました。大学時

代までソフトボールを一日中やったことはないで

すし、さらに大学生なら全日本インカレや全日本

総合、国体といったメインのいくつかの大事な試

合があり、そこに向けて心身ともに「山（ピー

ク）作り」をしていけましたが、プロ野球ではほ

ぼ毎日試合で、それを一年間通して維持していく

ことは本当にきつかったです。

《森田》解説者が、シーズン序盤に高校・大学野

球のトップ選手が活躍している姿を見て、「これ

が１年間キープできていければいいのですが…」

とよく話しています。私たちには全く実感できな

いことですが、一年間の勝負に耐えうる体づくり

とコンディショニングは本当に大変なのでしょう

ね。

では、私が最も興味があることを質問させてく

ださい。それはバッティングでして、ソフトボー

ルのから野球にスムーズに適応していけましたか。

例えば、１年目の大嶋さんはどんな感じでしたか。

《大嶋》１年目は全くでしたね。今だから色々と

説明できますが、当時は自分が動いている時の感

じ・感覚を言葉にすらできなかったので、コーチ

にも説明できませんでした。もちろん、それに加

えて基礎的な体力も筋力も足りなかったので、技

術の前に問題があったのは実際のところですけど

ね。

《森田》ソフトボールと野球は投手間距離が違う

ことが大きい訳ですが、「間（タイミング）の取

り方」などは違いましたか。どちらが難しいと思

われますか。

《大嶋》ソフトと野球でどちらが難しい/難しくな

いではなく、全く別物と考えた方がいいと思いま

す。

《森田》そこに慣れてきたのは、だいたいいつ頃

ですか、新しい体の使い方がわかってきたのは。

《大嶋》プロ野球としてのバッティングに慣れて

きたのは３年目か４年目になって、何となく分か

７
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ってきたという感じです。というよりも、ちゃん

と出始めたのが４年目くらいからですからね。

《森田》次に、捕手という視点からはどうですか。

《大嶋》全然違います。大学では投手はたいてい

学年に一人、多くて二人ですが、球団に投手は30

数人いて、それぞれの投手に応じたサインと出し

方があります。さらに、野球では守備シフトのサ

インもあって、それらを全部覚えなければなりま

せんでした。もちろん攻撃のサインについてもで

す。

《森田》いま学校や教育の場では両者はベースボ

ール型として括られていますが、共通性みたいな

ものは感じましたか、いいこと、そうでないこと

含めて。

《大嶋》うーん。

《森田》物の考え方だとか、集団としての行動の

仕方だとかはどうですか。もちろん学生とプロと

いう違いはあると思いますが……少し表現を変え

て言うと、ずっと野球やってきた人とソフトをや

ってきた大嶋さんの共通性みたいなものはありま

したか。

《大嶋》それはあまりなかった。そういう意識で

は見ていなかったですね。両方を比較して捉えて

も、あまり繋がるものはないかなと思います。先

ほども言いましたが、両者はまさに別競技として

考えるべきではないかと。ソフトにはソフト独自

の技術、野球には野球独自の技術があるかなと思

います。

《森田》少し話を変えますね。世間では、運動部

活動の練習時間のことが大きく話題になっていま

すが、ベースボール型の練習時間などについてお

話ししてもらえますかね。

《大嶋》私はファイターズのことしか知らないの

ですが、日本ハムの練習はすごく短いです。キャ

ンプでは全体練習は午前中の２時間半程度、午後

は個人練習を個別にやるわけで、休む人は休むし、

やりたい人がやると言うスタイルです。選手によ

る個人差は当然あります。

《森田》プロ野球の世界は確実に合理的になって

いるということですね。その考え方が青少年のス

ポーツ指導にも良い波及効果を及ぼしてほしいで

すね。

《久保田》私は野球経験者なのですが、日頃の指

導は女子の指導をしています。今年度のアジア男

子選手権に大学生チームが派遣された際にリーダ

ー的立場で、初めて男子ソフトを継続的に体感し

ました。今までインカレ等で試合は見ていました

がね。その中で女子と男子ではソフトボールの様

態が全く違うことを認識しました。その一つがパ

ワー・スピードです。先ほど、野球とソフトでは

全く競技が異なるという話がありましたが、野球

とソフトではパワー・スピードという点で何が違

うと思われますか。

《大嶋》逆に僕は、ソフトはバッティングに関し

てパワー・スピードはないかなあとも。特にソフ

トはバットが良いので、バットの性能でかなりの

飛距離が出ますしね。今は規制が入って少し飛ば

なくなっていますが、私が大学生の頃は無茶苦茶

飛びましたからね（笑）。

《久保田》ということは、木のバットで飛ばすの

は相当な技術とパワーが必要ということですかね。

ただ、代表大学生のスイングを見ていると、彼ら

に硬式ボールを打たせたらどれくらい飛ぶだろう

かという想像みたいなものも膨らむわけです。男

子では90mくらい飛ばしますよね。

《大嶋》確かにフリーバッティング程度では気持

ちよく打てると思います。ただ、プロ野球でもそ

うですが、そこに変化球を混ぜられたら、そう気

持ちよくは打てなくなりますよね。

《久保田》ソフトボールでも変化球、「動くボー

ル」という表現が使われるようになっていますが

……変化の度合いは違いますか。

《大嶋》野球の方が変化の幅が大きい気がします。

ソフトは上下か奥行きが中心で、上の変化のライ

ズボールは振らなければほとんどボールですしね。

野球は、縦割れ、スライダー、ツーシームという

ように変化の種類が多く、それが野球のバッティ

ングの難しさかと思います。

《久保田》ところで、大学４年の時にセガサミー

に練習に行ってましたが、その前後で変わったこ
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とはありましたか。

《大嶋》セガの方々に大変可愛がっていただき、

色々と練習の仕方やバッティングに関するアドバ

イスをもらえました。それを意識して打つことで、

実際に13試合連続ホームランも出ましたね。

《久保田》どんなアドバイス？

《大嶋》僕は左バッターですが、押し込む側の左

手が弱いことを指摘されて、そのための練習を徹

底的にしました。

《久保田》セガでの練習やトレーニングは「スポ

ーツ科学」という視点ではどんな感想を持ちまし

たか。

《大嶋》とにかくトレーニングの選択肢の多さに

驚きました。例えば、大学生の私なら、筋トレと

いえば大まかですが、セガサミーではたくさんの

メニューがあって、楽しんでやれました。

《久保田》それを早稲田でも試したかな。反応

は？

《大嶋》「こんなことをやってたよ」と仲間には

伝えました。ただ、「絶対それが良い」という言

い方はしませんでした。選択肢は多くあった上で、

ひとまずやってみるという姿勢は大事かもしれま

せんね。

《久保田》話を少し戻して、ソフトボールでは内

野守備はスピードが不可欠ですが、野球において

ソフトをやっていたことが活きたことはあります

か。

《大嶋》捕手なので、バント処理、特に一歩目の

速さくらいですかね、それが唯一かな。その他の

動きは全然違います。投手の球筋が違う。スロー

イングも違う。ソフトではブロッキングしたこと

はなかったですしね。さらに、ミットも違いまし

た。

《久保田》最近、子供が減ってきて、種目間で取

り合いになっていますが、私は子どもの頃は様々

なスポーツに触れさせることが必要と考えていま

す。ちなみに、ソフトの良いところは、野球の良

いところをどうアピールしたらよいでしょうかね。

《大嶋》そうですね。サッカーもプロはあります

が、野球が一番人気のプロスポーツであり、かつ

将来的なこと（給料など）に関しても夢があるの

は特徴的ですよね。一方で、ソフトが良いなあと

思うのは、「生涯スポーツ」として捉えると、一

生涯通じてできるスポーツだということです。学

校期が終わったとしても、社会人、壮年、実年と

歳をとってもできる体制や環境が整っていること

です。野球に比べると、手軽に選択・入っていけ

るかもしれません。

《久保田》日本ハムなどは選手の育成がうまいと

よく言われていますが、どう思いますか。先ほど

の「自分の練習をする時間が設けられている」と

いうことと関係しますが、日本ハムでは「時間を

与えてくれる」、「疑問に答えてくれる」のどち

らですかね。

《大嶋》両方ですね。ファイターズでは、コーチ

からはあれこれ提示されません。自分で練習を組

まないと先に進めません。コーチは、聞いて初め

てアドバイスしてくれる存在です。

《久保田》最後に、セカンドキャリアということ

に関して聞かせてください。

《大嶋》縁あってファイターズにお世話になった

ので、そこで成功しなければ意味がないと思って

いたので、引退と同時に野球界からは離れようと

決心しました。ただ、自分がなぜプロ野球選手に

なれたのかと考えた時、ソフトボールでの10年間

の経験が評価されたのもあるでしょうから、これ

からは私の個人的な経験を何らかの形でソフトボ

ール界に還元できればいいなあと思っています。

幸い、高崎市役所でプレーすることも決まりまし

た。

《久保田》ソフトボールから野球に、そして今度

はソフトボールに復帰という非常に興味深い経験

をされます。また機会があれば、今度はソフトに

戻ってきての感覚や感じについて聞かせてくれる

ことを期待します。

《大嶋》はい。すでに、ソフトのバットが軽すぎ

て、その感覚に慣れるのにまた一苦労です（笑）。

《森田・久保田》本当に今日は貴重な時間をいた

だき、ありがとうございました。ますますのご活

躍を！



【特集】 2018年国際大会

第10回 ア ジ ア 男 子 選 手 権 大 会

会期：４月23日(月)～４月28日(土)

会場：インドネシア・ジャカルタ

出場選手・スタッフ

№ 守 備 氏 名 所 属 名

１ 投手 糸数昌太郎 環太平洋大学

２ 〃 小山 玲央 日本体育大学

３ 〃 酒井 匠 日本体育大学

４ 〃 豊本 翔貴 日本体育大学

５ 〃 ﾒｰﾝｽﾞ･ｼﾞｪﾗｰﾝ秀吉 日本体育大学

６ 捕手 上田 郁也 日本体育大学

７ 〃 調 和政 日本体育大学

８ 一塁手 竹森 歩夢 日本体育大学

９ 二塁手 川上 卓也 早稲田大学

10 三塁手 櫻庭 佑輔 日本体育大学

11 遊撃手 廣嵜 龍也 日本体育大学

12 〃 八角光太郎 国士舘大学

13 外野手 池田泰一朗 日本体育大学

14 〃 瓦口 昂弥 九州産業大学

15 〃 芝 聖 神戸学院大学

16 〃 中島 優人 国士舘大学

17 〃 横山 翔大 国士舘大学

№ 役 職 氏 名 所 属

１ チームリーダー 岡本 友章 日本協会

２ ヘッドコーチ 久保田豊司 大阪国際大学

３ ｱｼｽ ﾀﾝ ﾄコーチ 柳田 信也 東京理科大学

４ ｱｼｽﾀﾝﾄトコーチ・総務

伊勢 幸広 高知工科大学

５ トレーナー 田岡 幸一 Body Laboratory

６ 審 判 員 松田 尚也 日本協会

７ 審 判 員 三宅 孝治 日本協会

予選リーグ戦

出場国 ＴＰＥ ＨＫＧ ＪＰＮ ＩＮＧ ＩＮＡ ＭＡＳ ＰＨＩ ＳＩＮ ＴＨＡ 勝 敗 順

○ ● ○ ● ○ ● ● ○
台 湾 ４ ４ ５

15－14 ０－11 ９－５ １－５ ７－０ ０－６ ４－12 ５－２

● ● ○ ● ○ ● ● ●
香 港 ２ ６ ８

14－15 ２－16 ５－０ ７－15 ３－２ ２－10 ４－11 ０－７

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日 本 ８ ０ １

11－０ 16－２ 22－１ 10－０ 10－０ 12－１ 15－０ 14－０

● ● ● ● ● ● ● ○
インド １ ７ ９

５－９ ０－５ １－22 １－８ ０－７ ２－５ ５－10 ４－１

インド ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ●
５ ３ ３

ネシア ５－１ 15－７ ０－10 ８－１ 11－１ ４－６ ８－２ ３－４

マレー ● ● ● ○ ● ● ● ○
２ ６ ７

シア ０－７ ２－３ ０－10 ７－０ １－11 ４－９ ２－５ ３－２

フィリ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
７ １ ２

ピン ６－０ 10－２ １－12 ５－２ ６－４ ９－４ ５－４ ７－０

シンガ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○
５ ３ ４

ポール 12－４ 11－４ ０－15 10－５ ２－８ ５－２ ４－５ ６－３

● ○ ● ● ○ ● ● ●
タ イ ２ ６ ６

２－５ ７－０ ０－14 １－４ ４－３ ２－３ ０－７ ３－６

※３位・４位は直接対決の結果で順位を決定 ※６位～８位は３チーム間の対戦失点数で順位を決定

10

平成30年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌



11

ウインドミル№22

決勝トーナメント

予選リーグ１位 日 本 ６

４

予選リーグ２位 フィルピン ０

優勝 日本

１位２位戦敗者 フィリピン ７

０ ２位 フィリピン

予選リーグ３位 インドネシア ３ ３位 シンガポール

０ ４位 インドネシア

予選リーグ４位 シンガポール 10

第10回アジア男子ソフトボール選手権大会参加報告

柳田 信也（大会アシスタントコーチ・男子強化委員）

［全体的な成果］

今般、標記大会に全日本大学男子選抜チームが

派遣され、予選リーグおよび決勝トーナメントを

通して全勝で優勝を飾ることができた。今回は、

T O Pカテゴリーの大会ながら、選手強化・育成の

観点から大学選抜の派遣となったが、世界選手権

の予選を兼ねるという重責を担いながらも、他国

を圧倒する競技力を示すことができたと思われる。

大会全体を通しての印象としては、アジア各国に

おいて男子の普及が進みつつあると感じられた。

特に各国ともに非常に若い世代が代表選手に名を

連ねており、将来を見据えたT O Pチーム強化の姿

勢がみられたことは、今後のアジアにおける男子

ソフトボールの発展に大きな期待が寄せられてい

る事実であるように思われる。一方で、カテゴリ

ーを下げて参加した日本チームであるが予選リー

グでは全試合コールド勝ちを収めるなど、競技力

が突出している印象は否めず、日本が積極的にア

ジア諸国に強化・普及活動を展開していく必要性

も強く感じられた大会であった。

このアジアへの強化・普及という観点からみて

も、今回の派遣チームがT O PやU-19代表ではなく、

大学選抜であった意義は大きいと考えられる。教

員をはじめとした指導者層を輩出する役割のある

大学がこれらの地域に対して、今後の有効的な交

流関係を築いていくことは極めて重要である。今

大会においても、同ホテルに滞在していたインド

チームに対して技術指導をホテル内で行ったり、

チャイニーズ・タイペイや香港、インドネシアの

選手たちと意見交換を行ったりするなど、積極的

な交流が見られたことは今回の大学選抜チーム派

遣の有益性を高めるものとなったと考えられる。

また、インドネシア代表チームのコーチングスタ

ッフ（元オーストラリア代表 Zenon Winters氏、

元ニュージーランド代表 Ethan Johnston氏）に積

極的に質問に行く姿もみられ、派遣された大学生

諸君も自己研鑽を忘れない様子も見受けられた。

また、香港やマレーシア、タイ代表チームには、

各国トップクラスの大学に通う大学生や、大学教

員が含まれていることが試合後の交流で分かり、

全日本大学男子選抜チームスタッフである大学教

職員と今後のソフトボール・学術交流の約束がで

きたことも非常に大きな成果であったと思われる。

以上のような成果は、大学生および大学教職員が

派遣されたがゆえの結果であるものも多く、T O P

やU-19の派遣とともに大学カテゴリーの海外派遣

もぜひ常設的に継続していくよう要望したい。

また、出国に際し、２名の選手がパスポート残存

期間不足で渡航できないという事態が起きた。関

係各位には、今後の対策と再発防止を強くお願い

したい。



12

平成30年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

［参加国の現状］

アジアの中で日本に次ぐ強豪と考えられてきた

フィリピンは、確かに決勝まで勝ち上がる実力を

発揮したものの、過去の大会の実績や以前の派遣

スタッフから集めていた情報ほどの脅威を感じる

ことはなかった。全体的に強化が進んでいるとは

感じられない。しかし、依然として強打者や好投

手が存在し、試合に対する集中力が高まった状態

であると想像以上の実力を発揮するポテンシャル

を感じた。

事前の情報よりもチームとしての力が高く、驚

かされたのはシンガポールチームであった。予選

リーグでは日本戦にエースピッチャーが投入され

なかったため、圧勝することができたが、他国と

の対戦を見る限り、投手を中心としたディフェン

ス力は想像以上に高いレベルにあり、決勝を戦っ

てもおかしくないチームであったと思われる。特

に内野手のフィールディングは、アメリカ的な動

きをするフィリピンなどと比して、日本人的な脚

の運びやボールハンドリングであると感じ、安定

感がみられた。若く、身体能力の高い投手も存在

し、今後の発展が期待されるチームであると思わ

れる。

インドネシアは、過去に２度、日本の大学に遠

征にきたことがあるが、ほとんどのメンバーが若

手にシフトしており、前出の世界を知るコーチン

グスタッフによって、レベルの高いソフトボール

指導が展開されることが予想され、成長が期待さ

れる。しかし、オリンピックの影響でソフトボー

ルと野球を兼任していた多くの選手が野球に専念

するようになっているという心配な声も聞こえて

きた。

先日行われたU-19アジア男子選手権でも日本チ

ームと熱戦を展開したインドは、T O Pカテゴリー

の強化は進んでいないものの、優秀なクリケット

選手が多数いる国でもあり、投手と守備力の向上

によって無限の可能性を秘めているチームである

と思われる。実際に現在、ジュニアのカテゴリー

の強化・育成に力を入れ始めており、今後の展開

に期待したい。インドチームのスタッフから国内

の現状を伺ったところ、普及の足かせとなってい

るのは用具の不足であると切実に訴えられた。こ

の点は、全日本大学連盟で協力をすることが可能

であると考えられ、交流を深めていきたい。特に

数学やITに強い国であるため、日本の大学との多

角的な関係の構築が期待される国である。

香港チームは、過去数年にわたり、香川県に遠

征をしており、日本にも旧知の関係者が多いよう

である。注目すべき点は、中国と陸続きであり、

香港チームスタッフは中国南部の少年にソフトボ

ールを普及する活動を行っているという情報を得

たことである。ぜひ今後も交流を深めていきたい。

［本大会から見えた今後の課題］

これまで述べたように多くの成果があった今回の

全日本大学男子選抜チームの派遣であるが、そこ

から今後のアジア地域への普及と育成、強化に対

する課題がみつかった。

①交流のための言語

各国スタッフ、選手ともに非常に英語が堪能な

メンバーが多かった。ほとんどの国のスタッフが

英語でコミュニケーションを図ることができてい

る。香港チームのスタッフから、「日本人にもっ

と教わりたいし、日本にも行きたいが言葉の問題

がある」とコメントをもらったのが印象的であっ

た。すぐに変わることは難しいが、スタッフや選

手の国際化はアジアソフトボール界の盟主である

日本にとって、アジア地域のソフトボール発展の

ためには必須なのかもしれない。国際コーチなど

の資格を作るなど、国際化を推進できる人材の育

成が望まれる。

②アジアの中心となる国への普及

アジアにおいて大規模な大会を開催する上で、

中国と韓国の力を無視することができないと感じ

ている。本大会にも両国は参加しておらず、代表

チームを組むまでの普及や育成の働きかけを継続

する必要性を感じる。中国、韓国の強化は、ひい

てはライバル関係としての日本の強化につながる

と予想される。

［岡本団長からの総括］

１）大会の感想

今回、アジア男子選手権大会のチームリーダー

として帯同させていただき、大変勉強になった。
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本大会は試合開始が８時と非常に早く、試合中の

雨天中断も多くあり、大変厳しい大会であった。

また、試合以外の生活においても、コインランド

リーもなく、スタッフ、選手は手洗いで洗濯をす

るなど大変厳しい環境であったが、期待どおり優

勝することができた。

２）役員として

開催国インドネシア協会会長のAndika氏とアジ

ア連盟副会長・マレーシア協会のS e e氏は、非常

に男子ソフトボールに対しての熱意があり、これ

からのアジアソフトボールの発展が期待される。

また、インドネシアソフトボール協会は、Andika

氏が会長となり、非常に環境などがよくなったと

の周辺の委員からの声が聞こえた。Andika氏は、

アメリカで開催されている、男子ソフトボールリ

ーグチームのオーナーでもあり、ソフトボールに

対して非常に熱意が高かった。毎年、インドネシ

アでは10月に大きなソフトボールイベントを開催

している。

2019年の大会では、日本チーム（大学選抜やリ

ーグ単独チームでもOK）の参加を熱望していた。

３）他国の意見

現在のアジア選手権大会は、日本チームのみが

強豪で他国を圧倒している状況のため、それでは

大会の活性化のために、ぜひ継続的に参加してア

ジアのレベルアップを図ってほしいとのことであ

った。

［謝辞］

本会のアジア選手権大会への全日本大学選抜チ

ームの派遣に際し、さまざまな方々のお力添えを

いただきました。ここに記して深く御礼申し上げ

ます。

第10回アジア男子学選手権大会を終えて（選手の感想）

主将・日本体育大学 池田泰一朗

まず初めに今大会に関係して下さった全ての人

に感謝申し上げます。そして日本ソフトボール協

会はじめ、全日本大学ソフトボール連盟の方々に

もたくさんのご支援援をいただき無事に優勝でき

たことを誇りに感じます。日本代表でキャプテン

を務めさせていただき、個人的には人としてすご

く大きな経験をさせていただいたと感じています。

あれだけのポテンシャルが高い選手の中で、いか

に自分の取り組む姿勢や、試合にむけての準備の

仕方、指導者の方やトレーナーの方、そして選手

たちとの対話の仕方、全てにおいて自チームでキ

ャプテンをしているにも関わらず、まだまだ自分

の力不足を感じることができ素晴らしい経験をさ

せていただいた傍らで、自分自身の足りないとこ

ろもたくさん教えられたような気がしています。

ナゴヤドームの時にも言わせていただいたように、

日本のソフトボールはここからが始まりです。こ

こで満足しているようでは決して上にはいけませ

ん。まだまだたくさんの問題があり、これではい

けないなと思うことは多々あります。しかし、裏

を返せば男子ソフトボールという競技の伸びしろ

はこんなものではないはずです。それを今回の大

会を経験させていただいたメンバーが先頭に立ち

模範にならなければなりません。それができるメ

ンバーだったと心から感じているので、これから

の男子ソフトボールに期待し、ご支援ご声援の方、

今まで以上にしていただけると嬉しいです。最後

になりますが2020年東京オリンピックや、その先

のソフトボール界の発展を祈って今回のアジア選

手権の報告書とさせていただきます。

環太平洋大学 糸数昌太郎

今回私は、ソフトボールの大学選抜(日本代表)

としてインドネシアで行われる、第10回アジアソ

フトボール選手権大会に参加しました。

大会前、出発前はコンディショニングを整える

ことに集中しました。大会に臨むにあたってどの

ようなモチベーションを保つか意識しました。ま

た、体のケアを忘れないようにしていました。初

めて日本代表になったので周りの目も変化してい

ましたので普段の行動も手本となるように心がけ
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ました。環境に慣れることが大変でした。気候は、

とても暑く雨も多く降るので体力がすぐになくな

ります。食材がとても辛く体に合わないものだら

けでした。２日目くらいから慣れ始めたくらいで

す。洗濯も手洗い部屋干しで、生乾きで試合も行

っていました。特に言語の壁が大変でした。伝え

たいことが伝わらなくて、ジェスチャーを取り入

れましたが、一朝一夕で補えるものではありませ

んでした。暑さでの体力の低下があったので多く

の汗を流すようにしました。大会は予選８試合す

べてコールド勝ち、そして決勝も６－０と快勝で

優勝することが出来ました。私自身も四試合、四

イニング無失点で抑えることが出来とてもよかっ

たです。いい経験になりました。

この選抜チームは、結成して１か月位の急造チ

ームでしたが最終日には仲良くなりきずなが深ま

っていました。

今回は、この経験は今後に必ず活きてきますの

で、今回学んだことを忘れずにしたいです。また、

選抜の試合があればどんどん参加したい。とても

良い遠征になりました。日本協会、監督、コーチ

その他の皆さまありがとうございました

日本体育大学 小山 玲央

この度、全日本大学男子選抜チームに選出され

ました。日本代表の招集としてはU-19と合わせて

２回目で様々な経験をすることができました。

チームの始まりは、雨の中での選考会でした。

自分の思い通りのプレーができずに、代表に選ば

れるか不安でした。代表に選ばれた時は、安心し

ました。そこからチーム全体で集まって練習でき

ないまま名古屋ドームでのリーグ選抜とのエキシ

ビションマッチを迎えました。T O Pの日本代表が

数多くいるリーグ選抜に先発投手として出場しま

した。初回、日本代表４番である松田光さんから

三振を取ることができ、その後もヒットを打たれ

ることなく２回無失点で次の投手に継なぐことが

できました。試合は負けてしまったのですが、個

人としては良い結果でした。次の日に東日本リー

グの日本エコシステムと試合を行ったのですが、

その日までチーム全体で集まって練習もできてい

なかったので連携ミスなどが目立っていました。

こんな状態のままアジア選手権大会本番を迎えま

した。大事な初戦はインドでした。この試合も先

発で起用していただき２回無失点で抑えることが

できました。チームとしてもみんなが各大学でし

っかりと調整してきており、攻撃面では、大量22

得点も取ることができ大事な初戦を勝利で飾るこ

とができました。その後も安定した戦いで予選を

全勝で決勝トーナメントに進むことができました。

そして、迎えた決勝戦は、アジアで最も力がある

フィリピンと戦いました。先発で３回無失点で抑

えるとチームも相手投手から４得点。最終回に自

分が再出場して無失点に抑えてアジアチャンピオ

ンになりました。あと、ベストピッチャー賞を受

賞することができました。この大会でアジアのレ

ベルも学ぶことができたので次は、T O Pの日本代

表に選出されて、初の世界一に貢献できるように

頑張りたいと思います。

日本体育大学 酒井 匠

今回のアジア選手権大会の主体が大学生と聞い

た時自分は、また受かってもう一回日本代表とし

て戦いたいと強く思いました。しかし、選考会で

は雨が降っており自分の上手くいくようなアピー

ルができずにとても受かるか心配でした。なので

受かったという報告を受けた時はとても嬉しかっ

たです。受かったメンバーを見てみるとU-19のメ

ンバーもいっぱいいたためとても頼もしかったし、

安心してプレーができました。

私がアジア選手権大会で感じたことはたくさん

あります。まず一つは自分達がソフトボールをや

れている環境がどれだけ恵まれているかがすごく

感じました。当たり前に練習や試合など出来てい

る事を改めて親など色々な人に感謝しないといけ

ないと思いました。

私が一番アジア選手権大会を通して感じた事は、

自分の技量の無さなどです。小山、メーンズ、豊

本は、一緒のチームでプレイしています。だから

こそ本大会で技量の差を改めて感じてしまったの

がとても悔しかったです。

今回の大学日本代表の人達はとても良い人で、

とても楽しく、雰囲気良くて自分はとても楽しか

ったです。コーチ方も夜遅くまで選手達の間食や
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飲み物など自分達がストレスのないようにしよう

と動いてくださったのでプレーだけに集中する事

が出来ました。どうしても日が経つにつれ疲労が

溜まってしまい、自分の思っているプレーが出来

なくなってしまいますが、逆に敵の他国はだんだ

ん日を増すごとに強くなっていっているように自

分は感じました。なので、勝てると言われていて

も、最後の最後まで油断できない大会でした。こ

の大会で様々な人と関わり、色んな事を学びまし

た。この経験を無駄にせずしっかりと生かしてこ

れからも頑張っていきたい思います。

日本体育大学 豊本 翔貴

今回、日本ソフトボール協会の役員の皆様をは

じめとするたくさんの方々のご協力のおかげで大

学選抜チームとしてアジア選手権大会に派遣して

頂き、大学カテゴリーから国際大会の舞台を経験

できる機会を与えて頂いたことを感謝しています。

今大会に参加したのは、日本、チャイニーズ・

タイペイ、香港、フィリピン、インド、インドネ

シア、マレーシア、シンガポール、タイの９カ国

でした。全勝で予選リーグ１位通過を決め、決勝

トーナメント２試合も勝利し、無敗での優勝を決

めました。大会を通じて、試合を重ねるたびにチ

ームの団結力がついていっているという実感はあ

りました。攻撃の面では、選手自身が自分の役割

を考え、果たしていき打線の繋がりがあったこと

や、左打者の小技による出塁、ランナーがいる場

面でのホームランが大量得点での勝利につながっ

た要因だと思います。守備の面では、ホームラン

を浴びる場面もありましたが、目立ったミスは無

く堅実な守備で日本らしさを出していたと思いま

す。個人的には、球速・変化球のキレ・緩急・コ

ーナーワークなど全ての面においてレベルアップ

が必要だと感じました。また、他国の選手との体

格の差に正直驚きました。120キロを超えるボール

にも振り負けないスイングをしてきていましたし、

日本では見ないようなフォームからバッターの手

元で変化させるボールを投げるピッチャーもいま

した。アジアのソフトボールの発展が課題だと言

われていますが、恵まれた体格を持った外国の選

手が上下の変化を投げ分け、制球力がつけば今大

会のような大量得点で勝利することも出来なくな

り大会のレベルも上がっていくと考えます。最後

に、大学選抜チームとして素晴らしい環境の中で

日本リーグ選抜チームと試合をさせて頂いたり、

アジア選手権大会に派遣して頂いたりしてこれま

でのソフトボール観や考え方を見つめ直す貴重な

時間を過ごすことが出来ました。この経験を無駄

にせず、技術の向上の為に練習を積み重ね、将来

的には、日本ソフトボールの発展に携われる人材

になっていきたいと思います。

日本体育大学 メーンズ・ジェーラン秀吉

今回は大学選抜に選抜して頂きありがとうござ

いました。３月の選考会から３月末のナゴヤドー

ムでのスペシャルマッチ、そして本大会へと少な

い時間の中でチームが一丸となって優勝すること

ができとてもいい経験が出来ました。３月末のナ

ゴヤドームでのスペシャルマッチではリーグ選抜

相手に１－０と善戦をすることが出来、チームに

とっても自分にとってもいい自信がつきました。

本大会が行われたインドネシアのジャカルタでは

気温は30度を超え湿度も高かったのでとても試合

が行いやすい環境ではなかったと思います。しか

し、田岡トレーナーや伊勢コーチ、柳田コーチの

最大のバックアップがあり非常にやりやすい環境

の中で試合をすることができました。又、チーム

の中で先輩、後輩関係なく道具を運んだりと協力

し合えたのも大きかったと思います。宿舎では洗

濯機が無くユニフォームを手洗いし日本での生活

が当たり前じゃない事を改めて感じる事が出来ま

した。

このアジア選手権を通して自分自身もっともっ

とレベルアップして次世代を担うようなピッチャ

ーになりたいもと思いました。同世代に小山がい

て良いライバルがいるので小山に負けないように

トレーニング、練習等頑張って国内だけで無く世

界に目を向けてやって行きたいと思います。その

ためにも11月に行われるトップの選考会でなんと

か受かりトップの日本代表になりたいと思ってい

ます。このアジア選手権ではその様な気持ちにさ

せてくれるとても良い大会だったと思います。こ

の大会を糧にしてもっともっと進化して行きたい
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と思いました。

今大会に関係してくれた皆様、本当にありがと

うございました。

日本体育大学 上田 郁也

今回アジア選手権に参加させて頂きましたが、

自分はジュニアの世界大会の方にも参加しました

が、その時とはまた違った経験をさせて頂きまし

た。メンバーも違えばスタッフの方々も違い、チ

ーム方針も違えばチームのカラーも全くと言って

いいほど違っていました。それでも、ただ一つだ

け同じだったのは勝つことにはとことん貪欲な所

でした。勝ちに対する執念や気持ちというのは普

段大学でやる時となにも変わっていませんでした。

そこがチームが一つの方向に向かっているのだな

と実感する所でした。

また、今回は大学選抜なのでいつもはライバル

チームの人達とも一緒にプレーするという貴重な

機会でした。いつもは相手側で脅威に感じた人達

も、味方になればとても心強いと感じました。み

なさんとても優しく思い切ってプレーをするとこ

ができました。まず国際大会で感じたのは、日本

と違ってとてもパワーソフトボールだなと感じま

した。日本はどちらかといえば緻密なソフトボー

ルと言う感じなのですが、どこのチームもどんな

場面でもフルスイングですごく脅威でした。自分

はキャッチーをやらさして頂きましたが一球一球

気が抜ける時はありませんでした。少しでも甘い

コースに投げれば力で弾き返されますし、少しで

も高さが浮けば長打を打たれる。本当に緊張感し

なかった試合、気を抜けない試合は一つもありま

せんでした。それでも日本では感じれられない緊

張感や緊迫感というのはとてもすごいものでした

が、いい経験になりました。攻撃の面ではパワー

でどんどん押してくるピッチャーが多く力負けを

痛感させられました。しかし、日本の持ち味であ

る走塁技術や粘り強いバッテイングは世界にも通

用すると感じました。今回のこの経験は自分の競

技人生においてとても貴重な経験になったと思い

ます。これはジュニアの時も思いましたが、戦う

舞台が大きくなるほど得られるものも多かったで

す。試合もそうなのですが、これだけのトッププ

レイヤーの中で、これだけ大舞台の試合に出さし

て頂いて本当にかけがえのない時間でした。でき

るならまたこのメンバーで試合がしたいです。こ

れから日本のソフトボールを広げる為にも特に男

子が盛り上げていくのは確かです。その中心に

立てるようにこれからも頑張りたいと思います。

日本体育大学 調 和政

まず、自分を大学選抜に選出していただき、感

謝いたしております。また、多くの関係者に支え

られて名古屋ドームでのエキシビジョンマッチか

ら始まりました。アジア選手権大会にも参加させ

ていただきました。自分にとって非常に貴重な経

験をさせて頂きました。

本当に多くの関係者の協力がないと出来ないこ

となので本当に恵まれているなと思いました。感

謝の言葉しかありません。

また、普段とは違うメンバーと試合をする楽し

さ、新鮮さ、新たな発見など、多くのことを学ぶ

ことが出来ました。

そして、本大会では、インドネシアのジャカル

タで、慣れない気候や食生活、洗濯機がないなど、

日本での生活がどれだけありがたいかを知りまし

た。そんな中での試合でしたが、チーム一丸とな

り、試合をすることが出来ました。そして最後は

優勝という最高の結果でアジア大会を終えること

が出来てとても幸せでした。

自分としては、怪我のせいもあり、あまり試合

に出場させて頂く機会が少なく、また、結果もあ

まり残せずにとても悔しい思いをしたので、これ

からこの悔しさを晴らせるような活躍を大学でし

ていきたいと思います。また、アジア選手権大会

ですごい選手の方々とプレーでき、得られたもの

は大きいです。その得たものも活かしていきなが

らソフトボールを頑張っていきたいと思います。

日本体育大学 竹森 歩夢

アジア選手権大会の前に、まずはこのような大

学選抜というカテゴリにおいて企画及び、運営、

サポートをしていただいた関係者に感謝しており

ます。男子のソフトボールの普及、発展を目指す

上での名古屋ドームでのエキシビジョンマッチな
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ど貴重な経験をさせていただき私が今後ソフト

ボールを続けていく上でとても勉強になりました。

ですが、現実的には名古屋ドームの際も女子に比

べ男子の試合は観客数が少なく、メディアでの取

り上げもかなり少ない状況である。その中での大

学カテゴリの大切さを感じました。日本を代表す

る上での心構えや日本代表の名に恥じないプレー、

立ち振る舞いなど選手各自が意識を持つことこれ

らを池田主将を中心としチームに浸透させた。こ

れによって代表の時だけでなく各大学の選手にも

伝え大学ソフトボール界を引っ張っていく意識が

つき、ソフトボールの発展に繋げていくためにも

大きな活動となったと思う。今回の大会ではTOPの

代表の試合に参加させて頂いたが、正直全体的に

レベルが低い現状であった。他国での開催にあた

り食事の面、気候などの環境の変化に対応し試合

へのモチベーションの運び方など改めて難しかっ

た。また、レベルの高い選手が各チームから集ま

ることにより短期間での守備の連携合わせや、コ

ミュニケーションを取ること、チームを一つにま

とめることなど大変ではあったが、試合を重ねて

いく上で一つになっていくことを感じた。無事に

優勝することができ本当によかった。試合での技

術だけでなく、T O Pの岡本監督の話を聞かせてい

ただき、日本の男子ソフトボールの現状、日本代

表に求められることなど様々なことを学ばせて頂

き人間的にも成長することができ良い財産となっ

た。

今回、私たちにこのような経験をさせて頂いた

ことに感謝し、アジア選手権大会で学んだことを

いかし、感謝の気持ちを込め今後のソフトボール

生活を過ごしていきたいです。

ありがとうございました。

早稲田大学 川上 卓也

私は今回、インドネシアで開催された第10回ア

ジア男子ソフトボール選手権大会に、全日本大学

男子選抜チームの一員として参加させていただき、

これまでのソフトボール人生の中で最も貴重と言

えるほどの経験ができました。私にとって日本を

背負って、日の丸を背負ってソフトボールをする

ということは、一つの憧れであり目標でもありま

した。日本代表という枠組みの中でプレーするこ

と、海外でプレーすること、外国の選手たちと対

戦すること、全てが私にとっては初めてのことだ

ったので、今大会に出場する際は、不安、緊張、

それとは裏腹に嬉しさ、新鮮さ、ワクワクなど様

々な感情が自分の中にありました。

大会期間中は、まず開催地のインドネシアの空

気の違いに翻弄されたことを鮮明に覚えています。

ジャカルタの空港に降り立ち外に出た瞬間に、日

本ではあまり経験したことのない気温の高さ、湿

度の高さを身に染みて感じました。その時の素直

な感情としては、こんな中で私はプレーできるの

かという不安がありました。自分にとって初めて

の海外でもあったため、日本とは違った空気、食

べ物など環境面に順応することの難しさも学ぶこ

とができました。しかしながら、そういった厳し

い環境下でも日本代表として、日本を背負って戦

わなければならないというのは、しっかりと念頭

に置いて10日間戦い抜くことができたと思ってい

ます。

試合には主に、指名打者や代走として出場の機

会をいただきました。私の所属している早稲田大

学では、１番打者、二塁手という役割を与えられ

ており、普段経験のない役割での出場であったた

め、私にとって良い経験となりました。指名打者

としての難しさや代走という役割の重要性など、

普段あまり見えていない部分についても考えるこ

とができました。それが今後、選手としての自分

の成長につながるのではないかと思います。今回

のアジア選手権大会を通して、本当にたくさんの

刺激を受け、貴重な経験を積むことができました。

ハイレベルな選手の集まったチームの中で、同じ

仲間としてプレーできたこと、インドネシアとい

う日本とは異なった環境下でプレーできたこと、

外国の様々なプレースタイルの選手達と対戦でき

たこと、全てが選手としても人間としても私を大

きく成長させてくれたと思います。そして何より、

今大会を優勝という形で締めくくれたことが一番

だと思います。私のソフトボール人生における一

番の財産になりました。

今回の経験を今後の競技人生に活かし、自身の

技術向上にも精進すると共に、今回に留まらず今
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後もこのような機会が増えるように、男子ソフト

ボール界をもっと盛り上げていきたいと思います。

日本体育大学 櫻庭 佑輔

今回、この様な経験が出来たことをとても嬉し

く思います。

私は代表初先発で多くの事を学ばせて頂きまし

た。急遽作った大学チームをまとめる事の大変さ

やチーム内での連携その他にもプレー以外の生活

においても大変なことが多くありました。

初めての事ばかりでチームに迷惑をかけること

もありましたがみんなと協力出来たことは日本が

優勝する為の１つのキーであったと思います。

また、インドネシアのジャカルタにおいて都市

と言われる場所ですが日本と先進国との差を感じ

ました。出発前にインドネシアの風土をしっかり

感じて来る様にと見送られお風呂がないウォシュ

レットがない洗濯機がない乾燥機がないという環

境で生活をしましたが日本のありがたさを肌で感

じることが出来ました。到着してから空気や気候

の変化にも戸惑い生活して行く上で自己管理の大

切さも感じることが出来ました。他にもグラウン

ドが試合前日になっても出来ていない状態であっ

たりそれを作ってくださる人とそれを指示してい

る人との貧富の差も感じました。プレーを見てみ

るとまだまだアジアでのソフトボール発展は伸び

代があると感じました。私もアジアの国々でソフ

トボールをもっと広めて自分自身はアメリカやオ

ーストラリア、ニュージーランドでソフトボール

の勉強をしてみたいと思いました。

今回ソフトボールを通して多くの事を学べまし

た。この経験を今後の人生にしっかり活かせる様

これからのソフトボール人生を歩みたいと思いま

した。

大学生にこの様な経験をさせていただきありが

とうございました。

日本体育大学 廣嵜 龍也

このたび、トップ日本代表のアジア選手権大会

に参加させていただきありがとうございました。

国内だけで今までプレーをしてきた中で、海外の

プレーを体験することができ学ぶところも多くあ

りました。海外のベースボールに近いダイナミッ

クなソフトボールはパワーが魅力的で日本ではあ

まり見られないプレーも多く見受けられました。

その一方で、上手く決まればビックプレーですが、

失敗することもあるので雑なプレーに見えること

が多くありました。そういったミスから、大量失

点を招く試合が今回は多く日本のスモールベース

ボールを基本とした正確、丁寧なソフトボールは

雑なプレーが少ないため、大きなミスがなく、失

点も少なく抑えられるのだと思いました。日本は

そういった面でも、世界のソフトボールのお手本

として引っ張っていくべきだと今回の大会を通し

てとても感じました。また、海外のパワープレー

にも魅力を感じました。バッティングは１スイン

グでホームランや鋭い打球を打たれる可能性が大

きくあるので、守備は常に緊迫した雰囲気で守ら

なければならないのでとても、大変でした。相手

に緊張感を与えられるスイングは海外のチームの

大きな武器だと実感し、また日本にかけていると

ころだと思いました。海外の選手と日本の選手で

は、体格が大きく違うのでパワーも大きく違いま

す。そこを補うために今以上に丁寧かつ素早い動

きが大切になってくると思いました。

今回はアジア選手権大会であったため、相手チ

ームの戦力がそこまで脅威でもなかったのですが、

世界大会になってくると、投手の球速やバッター

のパワーや技術がとても脅威に感じてくると思い

ます。今回のアジア大会に出場して、トップの日

本代表に入り世界大会に行きたいという思いがま

た強くなりました。もっと、世界のレベルの高い

ソフトボールプレーヤーと戦い、良いプレーは学

び自分のスキルアップもしていきたいと思ってい

ます。日本代表に選ばれアジア大会で優勝して終

わりではなく、この後も日本の大学ソフトボール

を自分たちが引っ張っていかなければならないと

思っています。大学生のソフトボールはチームに

よってはルールやマナーが守れなくフェアなプレ

ーができないチームもあります。そういった、行

為がソフトボールをマイナースポーツに近づけて

いると思います。大学生がソフトボール界の足を

引っ張るのではなく、メジャースポーツになれる

ように盛り上げていきたいと思います。そのため



に、自分たちが大学ソフトボール会を引っ張って

いけるよう、また盛り上げていけるように努力し

ていきたいと思います

国士舘大学 八角光太郎

私は今回の大学日本選抜で多くのことを学べま

した。まず、日本代表として選ばれて行くことの

自覚がとても大切でした。入りたい選手は沢山い

たしその中で選ばれているという事を考えること

ができました。この大学選抜が今回できたお陰で

大学生達のモチベーションになっています。特に

後輩達は日本代表に入りたいと強く思い日々練習

に励んでいます。そういった面ですごく貴重な経

験をさせてもらいこれからの大学ソフトボールが

強くなっていくと思いました。名古屋で行われた

日本リーグ選抜との試合は多くの方に男子ソフト

ボールを知ってもらうことができました。S N Sの

拡散で男子ソフトボールがあることを知ってもら

えてよかったです。これからもあるともっと広が

っていくのと同時に選手達のモチベーションにな

ると思いました。

今回のアジア選手権では初の海外でプレーし結

果が出たことでこれからも続けたいという思いと

また代表に入って世界一を取りたいと強く思いま

した。しかし日本リーグの事情で大学生が続けて

プレーできるチームが少ないと感じています。し

かし今回のアジア選手権でそれでも続ける選手は

増えると思いました。アジアのチームの底上げと

ともに日本チームのレベルアップが必要と思いま

した。これからも大学選抜が続けていけるとすご

くレベルアップしていくのではないかと思いま

した。

九州産業大学 瓦口 昂弥

私は２年前にＵ-19男子ソフトボール日本代表選

手としてアメリカに行き無敗のまま優勝をして私

の人生の中でとても大きな経験になりました。日

本に帰ってきて私は大学生ながら大学でソフトボ

ールせず、西日本リーグに加盟しているオール福

岡というチームに所属していてレベルの高い試合

をしていました。２年間西日本リーグでプレーし

た後大学ソフボール部に入部してそこには西日本

リーグと違った楽しさがありました。大学のソフ

トボール部には歳が近い友達や仲間達がたくさん

いて元気の良い学生らしい気迫のプレーがたくさ

んありました。大学での戦績がない中日本代表の

話を耳にした瞬間またU-19のメンバーと一緒にソ

フトボールができると思ってすぐに申し込みをし

ました。選考会に行った時は雨で正直うまくいか

なかった部分もあって選考から落とされると思っ

ていました。でも、監督やコーチ方が期待されて

るというところだけで選んでもらえてとてもその

時は嬉しかったです。

名古屋ドームであった試合にはバッティングを

する機会をもらえず悔しい思い出いっぱいでした。

なので少ないチャンスでアピールして絶対レギュ

ラーとりたくてよる素振りをしていて日本エコシ

ステムさんとの強化試合で上手くアピールができ

て試合に出ることができました。アジア選手権が

開催されるインドネシアのジャカルタに行った時

は日本と違った気温の変化で湿度も高くとても暑

いという思い出が主にあります。それもメンバー

との仲良くなるきっかけになったと今では思って

います。

メンバーの皆は大学のソフトボール界ではとて

も有名な選手ばかりで勉強になる部分もありまし

た。なので福岡に帰ってチームに学べたことを伝

えました。チーム全体の意識が上がりよかったで

す。アジア選手権大会という大舞台でメンバーに

も選んでくださり試合にも出場することができ僕

の人生の中で大きな経験になりました。

また今年の11月に行われる選考会に足を運ばせ

て頂き挑戦するつもりでこれから頑張っていきま

す。

神戸学院大学 芝 聖

アジア選手権で戦い感じたことは、アジア全体、

そして男子ソフトボール全体のレベルが着実に上

がってきていると感じました。国内では、すでに

1 3 0キロ近い球を投じる投手は多数いて、それを

打ち返す打者も増加しています。他国の打者でも

それを打ち返す打者はいました。

初の国際大会でアジアのレベルを直接見たこと

がなく、動画でしか見たことがありませんでした。

動画を見ての印象は、アジア全体として粗いプレ
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ーが多いなということでした。しかし、実際に大

会に参加させていただき感じたのは、インドネシ

アのチームであればニュージーランドやオースト

ラリアの選手をアシスタントコーチとして呼び、

強いチームのソフトボールを展開していました。

例えば、ベンチやランナーコーチが相手のサイン

を盗み指示をするなど徹底されていました。

ただ、自分たちも含めまだ粗いプレーが多いな

というのも改めて感じました。その他にも、スパ

イクの色がバラバラであったり、服装の着こなし

方など改善する点は多いように感じました。そう

いった点を、国際大会に実際に参加して知られた

ことは、貴重な経験となりました

国士舘大学 中島 優人

この度は大学JAPANに選出していただき、あり

がとうございました。大学選抜チームと言うこと

で様々な話やレべルの高い所でソフトボールがで

き、良い経験をする事ができました。

大学JAPANの選手が初めて集まった名古屋ドー

ムでの試合は攻守共にミスが続き、試合にはもう

出れないと感じました。

しかし、アジア選手権大会で１番レフトで出場

させて頂き、自分の心に火が付きました。そして、

日本の投球フォームと違い独特なフォームから投

げ出される球に苦戦しながらも自分なりに結果を

出す事ができ、アジア№１になることができまし

た。嬉しい気持ちもありましたが、何よりホッと

したのを今でも鮮明に覚えています。

大学JAPANで経験した事をチームに持ち帰り、

仲間と切磋琢磨し、インカレ優勝を出来ることを

目標にし活動していきます。

そして、いずれはT O Pで活躍できるような選手

になる為に今後も頑張っていきます。

ありがとうございました。

国士舘大学 横山 翔大

まず、初めに大学JAPANを作って頂き感謝してお

ります。その強化のためにナゴヤドームという素

晴らしい舞台を提供してもらいありがとうござい

ます。そのおかげで、沢山の人々にソフトボール

を見て頂きました。自分は心の底からソフトボー

ルを始めて良かったと思えました。アジア選手権

大会を大学生で行かせていただいたことはとても

良い経験になりました。

国際大会を経験することで、世界に対する気持

ちがとても強くなりました。今後もソフトボール

の発展させるために、人を魅了できるプレーをし

ていきます。人の想像を越えられるプレーをする

ために日々頑張ろうと思えました。日本を引っ張

れるように頑張ります。

今回はこのような素晴らしい舞台を提供させて

頂きありがとうございました。



第７回 東 ア ジ ア カ ッ プ

会期：６月12日(火)～６月15日(金)

会場：台湾／南投市

選 考 会：４月18日(水)～４月20日(金)（全日本大学連盟）

事前合宿：６月７日(木)～６月９日(土)（全日本大学連盟）

派遣期間：６月７日(日)～６月16日(日)（日本ソフトボール協会）

大会期間：６月12日(火)～５月15日(金)

開 催 地：台湾／南投県南投市

会 場：南投縣立棒球場

参 加 国：日本・中国・韓国・中華台北・中国香港 ５か国

大会結果：優勝

出場選手・スタッフ

№ 守 備 氏 名 所 属 名

１ 投 手 竹田 早希 東海学園大学

２ 〃 中山日菜子 日本体育大学

３ 〃 長谷川鈴夏 日本体育大学

４ 〃 吉井 朝香 IPU･環太平洋大学

５ 捕 手 椛山 奈々 園田学園女子大学

６ 〃 棚町 佳奈 東海学園大学

７ 内野手 兼平 真咲 東京女子体育大学

８ 〃 下山 絵理 園田学園女子大学

９ 〃 杉本 梨緒 中京大学

10 〃 竹中 真海 日本体育大学

11 〃 本間 睦 日本体育大学

12 〃 屋禰 未奈 園田学園女子大学

13 〃 吉田 彩夏 東海学園大学

14 外野手 有吉 茜 IPU･環太平洋大学

15 〃 石野江里佳 東京女子体育大学

16 〃 佐藤 友香 中京大学

17 〃 中村 優花 園田学園女子大学

№ 役 職 氏 名 所 属 名

１ チームリーダー 清水 正 山梨学院大学

２ ヘッドコーチ 長澤 淑恵 城西大学

３ ｱｼｽ ﾀﾝ ﾄコーチ 東 美幸 東海学園大学

４ ｱｼｽ ﾀﾝ ﾄコーチ 増淵まり子 淑徳大学

５ ト レ ー ナ ー 光本 雅美 SGﾎｰﾙﾃﾞｭﾝｸﾞｽ

６ 通 訳 高 萍 日本協会

予選リーグ戦

参 加 国 中国 中華台湾 中国香港 日本 韓国 勝 敗 順位

中 国 ●０－７ ○13－１ ●０－16 ●６－９ １ ３ ４位

中華台湾 ○７－０ ○９－０ ●２－３ ○１－０ ３ １ ２位

中国香港 ●13－１ ●０－９ ●０－14 ●２－12 ０ ４ ５位

日 本 ○16－０ ○３－２ ○14－０ ○８－１ ４ ０ １位

韓 国 ○９－６ ●０－１ ○12－２ ●１－３ ２ ２ ３位
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決勝トーナメント

予選リーグ１位 日 本 ０

３

予選リーグ２位 中 華 台 湾 １

優勝 日本

１位２位戦敗者 日 本 ３

７ ２位 中華台湾

予選リーグ３位 韓 国 １ ３位 韓国

０ ４位 中国

予選リーグ４位 中 国 ０

今 大 会 を 振 り 返 っ て

チームリーダー 清水 正（山梨学院大学）

東アジアカップへの大学選抜での派遣が２年ぶ

りに実現し、大学カテゴリーにとっては大変貴重

な経験を積むことができる絶好の機会であり、さ

らには2016年韓国で開催された東アジアカップに

おいて大学選抜が優勝を逃しており、やはり東ア

ジアナンバーワンとしてのプライドを取り戻すた

めにも、長澤ヘッドコーチも必ず優勝すると誓い

リベンジに燃えて大会に臨んだ。

現地は高温多湿、予想を超える暑さと湿度に体

力も奪われるなか、選手達には疲れはあるものの

意欲的に練習や試合に臨んでいる姿は、さすが日

本人と感じさせるものであった。

試合会場は近年完成したばかりという南投県立

の野球場であったが、内野は赤土、外野は天然芝

（草）であり、グラウンドコンディションは決し

て良いと言える状況ではなかった。周囲の施設も

不十分であり更衣室もなく、女子選手にとっては

不便な試合会場であったことは間違いない。さら

には、ボールカウントボードの設置がなく、チー

ムや観衆にとっては試合進行状況が把握できなか

ったのが大変残念であった。試合に関しては上記

してある通り、やはり結果でもわかるように東ア

ジアにおいては、フィジカル・テクニック・戦術

ともに日本が上回っていることは間違いない。敗

戦を喫した中華台北であっても決して上回ってい

るわけではなかった。いつも感じることではある

が、日本だけが強くてもソフトボール全体の魅力

を上げるためにならず、この東アジアさらにはア

ジア全体のレベルを上げていかなければソフトボ

ール競技はいつまでたってもメージャーになれな

い気がしてならない。
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第２回アジア大学ソフトボール選手権大会

会期 10月23日(火)～10月26日(金)

会場 中国／南京工業大学ソフトボール場

出場選手・スタッフ

№ 守 備 氏 名 所 属 名

１ 投手 秋豆 朱音 園田学園女子大学

２ 〃 上村 紗輝 IPU･環太平洋大学

３ 〃 髙井 菜々 関西大学

４ 〃 新田 茜 日本体育大学

５ 捕手 相馬 里砂 富士大学

６ 〃 殿井 綾 大阪大谷大学

７ 内野手 大國 結華 東京国際大学

８ 〃 金田汐央里 富士大学

９ 〃 甲田のどか 松本大学

10 〃 神 樹里乃 早稲田大学

11 〃 田川 茉理 福岡大学

12 〃 比嘉 智美 美作大学

13 〃 平田 希望 熊本学園大学

14 外野手 東郷 佑実 大阪大谷大学

15 〃 野瀬くるみ 園田学園女子大学

16 〃 藤木 未来 奈良学園大学

17 〃 簗瀬 裕花 富士大学

№ 役 職 氏 名 所 属

１ チームリーダー 岩間 英明 松本大学

２ ヘッドコーチ 児玉 公正 大阪大谷大学

３ ｱｼｽ ﾀﾝ ﾄコーチ 森 英寿 東京理科大学

４ ｱｼｽﾀﾝﾄトコーチ 土谷 文乃 美作大学

５ ト レ ー ナ ー 梅尾 千草 トヨタ自動車

６ 通 約 高 萍 日本協会

【予選リーグ】

Pool Ａ ＴＰＥ ＩＮＤ ＣＨＮ ＳＧＰ 勝 敗 得点 失点 順位

チャイニーズ･タイペイ ○17－１ ○６－１ ○10－１ ３ ０ 33 １ １

イ ン ド ●１－17 ●０－12 ●３－９ ０ ３ ３ 38 ４

中 国 ●１－６ ○12－０ ○10－０ ２ １ 23 ６ ２

シ ン ガ ポ ー ル ●１－10 ○９－３ ●０－10 １ ２ 10 23 ３

Pool Ｂ ＪＰＮ ＭＹＳ ＨＫＧ ＩＲＱ 勝 敗 得点 失点 順位

日 本 ○11－０ ○10－０ ○32－０ ３ ０ 53 ０ １

マ レ ー シ ア ●０－11 ○４－０ ○15－０ ２ １ 19 11 ２

香 港 ●０－10 ●０－４ ○20－０ １ ２ 20 14 ３

イ ラ ク ●０－32 ●０－15 ●０－20 ０ ３ ０ 67 ４
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【最終順位決定戦】

チャイニーズ･タイペイ ６
０

日 本 ５
優勝 中 国

日 本 １
１ ２位チャイニーズ･タイペイ

中 国 10
２ ３位：日 本

マ レ ー シ ア ０
４位：マレーシア

シ ン ガ ポ ー ル ８
９

香 港 ３
５位：シンガポール

香 港 14
２ ６位：香 港

イ ン ド 14
０ ７位：イ ン ド

イ ラ ク ０
８位：イ ラ ク

第２回アジア大学ソフトボール選手権大会を振り返って

チームリーダー 岩間 英明（松本大学）

［１］チーム編成の過程

チーム編成は大会情報がギリギリまで入ってこ

ない状況の中で、非常にタイトな日程で進めなけ

ればならず、かなり苦労した部分であった。

スタッフの選考は

①これまでに海外遠征を経験していない、もしく

は少ない指導者。

②ヘッドコーチになる者は「コーチ資格」以上を

有していること。

③本連盟の状況や役割を十分理解し、本連盟への

貢献が期待できる指導者。

④比較的若く、今後、本連盟を牽引していける将

来性が見込める指導者。

の選考条件を踏まえ、久保田理事長とも協議しな

がら、ヘッドコーチにはベテランの児玉公正氏

（大阪大谷大学）、アシスタントコーチに中堅実

力派の森英寿氏（富士大学）と新進気鋭の土谷文

乃氏（美作大学）にお願いすることとし、トレー

ナーには清水副理事長のアドバイスもあり、中国

遠征の経験がある梅尾千草氏（トヨタ自動車）を

選出させていただいた。また、通訳は日本協会か

ら経験豊富な高萍氏を派遣していただくこととな

った。

次に選手選考については、スタッフ選出以上に

厳しい日程であったが、児玉ＨＣ、森ＡＣ、土谷

ＡＣの全面的な協力を得て、メールで情報交換を

しながら選考にあたった。募集時間が十分でなか

ったにも関わらず、思っていた以上の応募者があ

り、地区役員の呼びかけによるものと感謝したい

ところであるが、地区により応募状況に差が生じ

たのは残念であったというのが率直な感想である。

選考に際しては派遣趣旨である『グローバルな視

点に立ち「国際理解教育」の観点から、標記大会

への派遣を大学生に様々な経験を積ませる絶好の

機会と捉え、将来に指導者を目指す者を選抜、派

遣する。』を踏まえ、競技力もさることながら、

大学卒業後に教員または指導者を強く志望し、派

遣趣旨を理解した上で、主体性をもってチームに

貢献できる選手を応募用紙の記述から読み取るよ

うにした。また、募集要項の「選考は、競技力や
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実績だけでなく、地区のバランスやポジション、

将来の進路等を考慮して総合的に行う。」に基づ

き選考することとし、チーム編成がl7名と限られ

た人数であることから、ポジションについては第

２ポジションまでを考慮した上で、さらに地域、

大学に偏りが出ないことを考慮した。

［２］事前合宿

《大阪大谷大学合宿》

事前合宿については、出発直前に実施する案も

あったが、予算的な問題、大学の授業を欠席しな

ければならない問題の２点から、インカレ終了後

の９月８日(土)～９月10日(月）の日程で、児玉Ｈ

Ｃが勤務されている大阪大谷大学の合宿所および

グラウンドを借用して実施することとした。

本事業は選手選考会を実施していないため、こ

の合宿が選手、コーチ陣にとって初めて顔を合わ

せる機会となることから、「チーム内のコミュニ

ケーションを図る」、「コーチ陣が選手の特徴・

競技力を把握する」、「チームプレーの確認」と

いったことを主目的として実施した。残念ながら

教育実習や大学行事等で参加できない選手がいた

ため参加は任意としたが13名の選手が参加した。

また、大阪大谷大学、大阪青山大学の各チームの

ご協力を得て、練習試合も組むことができた。合

宿中のゲームや練習を通して、各選手が相互にコ

ミュニケーションをとり、チームづくりに積極的

に参加している様子が看取された。合宿終了時の

選手の感想は「このチームで大会に参加すること

が楽しみである。」とった非常に前向きなものが

多く、合宿の目的は達成できたものと考えている。

特にこの短い合宿の中で、主将に任命した福岡大

学４年田川茉理さんのキャプテンシーは特筆する

べきものがあった。

《前泊》

合宿ではないが清和大学の田浦部長に、出発日

前日の10月20日(土)の宿泊および成田空港までの

バスを低予算で手配していただいた。

宿舎では大阪大谷大学合宿に参加できなかった

４名の選手、トレーナーの梅尾氏とも顔合わせを

した。また、清水副理事長、日本ソフトボール協

会山内氏、ミズノ株式会社守部氏にも参加してい

ただき、大会参加に向けての心構え、海外遠征上

の注意、チーム荷物の確認、コンディションの確

認など、出発準備を全員で行い、大会前のチーム

の雰囲気作りができた。

［３］試合の結果及び状況

《予選リーグ》

参加チームの中で、実質上の日本のライバルにな

ると予想していたのは中国と台湾だけであるが、

予選プールでは日本がプールＢ、中国と台湾の両

チームはプールＡに所属することになったため、

予選リーグ３試合は相手を圧倒し、３戦全勝でペ

ージシステムに進出した。

予選で対戦したマレーシア、香港、イラクとは

競技力の面では大きな開きがあり、特にイラクは

日本の学校体育で実施している程度の実力であっ

たため、日本の各選手が本気でプレーするのは危

険性さえ感じるほどであった。しかし、各チーム

とも試合に向かう姿勢はすばらしく、真剣にかつ

楽しそうソフトボールに取り組んでいる姿は、選

手の目には新鮮に映ったようで、試合後には対戦

相手をリスペクトする言動も多く聞かれた。

《最終順位決定戦》

ページシステム１回戦は予選リーグで中国に快

勝したプールＡ１位の台湾との対戦であった。台

湾の投手は中国戦でも好投していたことから、先

攻の日本は先制点が欲しかったのだが、逆に１回

裏、台湾に１点を先制される苦しい立ち上がりと

なった。３回表に連打で１－１の同点に追いつい

たものの、４回裏、５回裏に２点ずつを奪われ１

－５となったが、６回表に２アウトから４点をあ

げ、５－５の同点とし試合の流れを掴んだように

思えたが、そのままタイブレイクに入り、台湾に

決勝点を奪われ、中国と決勝進出をかけて対戦す

ることになった。この試合、安打数では日本13本、

台湾９本と日本が上回ったものの、台湾の投手の

ライズボールにうまく押さえられる形で適時打が

出ず、13残塁としてしまったことが大きかった。

大会最終日は決勝進出をかけ、開催国中国と対戦

した。予選リーグの台湾―中国戦を観戦した様子

からは、中軸打者は長打を警戒する必要はあるが、

中国打線はそれほど怖くないという印象であった。
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また、投手も台湾打線に12安打と打ち込まれてい

る状況であったため、日本の各選手は捉えられる

であろうと予想していた。

日本先攻で始まった試合は、中国の先発投手が

予想と違いエースではなかったが、日本は初回、

相手エラーと内野安打で１点を先制する上々の立

ち上がりを見せた。しかし、その裏、警戒してい

た中国の中軸に連打を浴び、すかさず１－１の同

点に追いつかれる嫌な展開となり、さらに、２回、

二塁打を足がかりに中国に１点を奪われ１－２と

された。その後、２回から登板した中国エースを

焦りからか捕まえることができず、散発３安打に

押さえ込まれたのに対し、中国は球場いっぱいの

大応援団の声援を受けながら日本を押し切り、結

局、序盤の攻防が試合を決する形で１－２で敗れ、

日本の３位が決定した。

台湾戦、中国戦ともに１点差の敗戦であるが、

アジアの中では勝利しなければならない相手だっ

たと思う反面、大学選抜とはいえ、大学カテゴリ

ーの中でトップレベルとは言えない選手でチーム

編成をし、ナショナルチームメンバーを含む台湾

や、地元の大声援を背に優勝を果たした中国と互

角に戦ったことは、選手や大学連盟にとって大変

貴重な経験であったと思う。また、INIVIDUAL

AWARDS(個人賞)のBest Batter(首位打者)に簗瀬

裕花さんが、Most RBI(打点王)に東郷祐実さんが

それぞれ選出されたのも特筆すべきことである。

この大会に参加した選手が、それぞれの地域に戻

ったり、この大会に参加した選手が、指導者とし

て新たな道を歩みはじめたりした時、この経験は

必ず生きるはずである。各選手の今後の活躍に期

待したい。

《その他 総括的内容》

全日本大学連盟としては、この大会を選手強化、

競技力向上といった視点からではなく、今後の指

導者を生み出す、換言すれば未来の日本ソフトボ

ール界を支える人材を育成する大学チームとして

の参加という立場で臨んだ。それだけに、優勝し

たかったが、それが叶わなかった点では残念であ

った。しかし、今大会を通して学んだことは、選

手はもちろん、我々チームスタッフひいては大学

連盟全体としても大変貴重なものとなった。

セパレートの椅子や雨を避けられる天井のある

観客席を備えたソフトボール専用球場、出発前に

心配していた食事を含む遠征での生活が杞憂に終

わるほどの立派な宿舎など、大会に参加する環境

といった面ではうらやましいとさえ思うほどであ

った。しかし、逆に、大会や試合の運営、審判の

正確性といった点では日本のすばらしさを再確認

させられると同時に、ソフトボールの普及・発展

について、アジア・世界という視点から考える必

要性や、世界のソフトボールをリードしていくべ

き日本の立場というものを痛感させられた。

また一方、国際交流、国際理解という点では、

学生達が積極的に各国の選手と関わり、打ち解け

合っている場面が数多くみられた。特に歓迎会で

は、「日本の選手はプレーは素晴らしけれど、こ

うした時は今一歩積極性に欠ける。」ということ

を指摘されていたが、今回のメンバーは逆に各国

の選手をリードするような場面も多く見られ、将

来の指導者として頼もしさも感じさせた。

最後こうした貴重な体験の機会を与えて下さっ

た公益財団法人日本ソフトボール協会、全日本大

学ソフトボール連盟、その他、多くの関係して下

さった皆様のバックアップに心より感謝申し上げ

ます。ありがとうございました。

第２回アジア大学ソフトボール選手権大会を終えて

ヘッドコーチ 児玉 公正（大阪大谷大学）

１．チーム編成とその目的

選抜されたチームのコンセプトは、ソフトボー

ルの振興に指導者や選手として携わることを望む

学生に国際試合や海外遠征を経験させながら金メ

ダルを獲得させることにありました。大会での戦

績はページシステムに勝ち進み、選手たちは試合
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を積み重ねるごとにチームワークを高めながら戦

力を上げていきましたが、台湾と中国にいずれも

１点差で惜敗し銅メダルに甘んじました。しかも

敗れた２試合ともに１点ビハインドの局面で走者

を三塁に進め、犠打でも同点に追いつける環境を

作り出しましたが、采配する児玉の力量不足から

得点に結びつけることがかないませんでした。銅

メダル以上の戦績が得られなかった責任はすべで

児玉にあり、申し訳ない思いだけがいまだに残っ

ており消し去ることができません。

２．未来の糧

さて、大会に伴い歓迎レセプションが催され国

と国との垣根を超えた国際親善や異文化交流を踏

まえ、選手たちはスポーツに国境がないことを肌

で感じる機会を得ました。大会での対戦を含めた

これらの体験は、彼女らの未来を切り拓く糧にな

ったことは疑う余地がありません。このたびの選

抜チームの技量は決して大学のトップとは言い切

れませんでしたが、そのような代表選手たちでも

短時間でのチームワーク構築により金メダルが取

れることを証明することも我々のミッションでし

た。この課題は、次の機会に編成される選手やス

タッフでかなえていただき、その扉を開け放つこ

とを願っております。

一方、自身にとりこの度の経験は今後に自チー

ムを支援する指導スタイルを再考する機会となり

ました。選手権大会として海外チームの様々な取

り組み方に触れ、併せて日本人スタッフと寝食を

共にしながら交流したことで新たな気づきの場が

得られました。多くの若い指導者の皆様にこのよ

うな機会が提供されることも願っております。

３．開催地への思い

決戦の地中国には、孫武が記した兵法書（孫子

の兵法）を愛読し以前から興味がありました。今

からさかのぼること2500年も前の中国戦国時代に

群雄が割拠したころ、チームを率いる指導者が備

えていなければならない要件や戦略・戦術につい

てまとめられた指南書です。日本に伝承した時代

は平安の頃ともいわれ、その後に武田信玄晴信は

風林火山の御旗をシンボルとして知略に長けた戦

を展開したことが我々の知るところです。

遠征先の南京は孔子（夫子）廟があり、いにし

えの中国文化に少しは触れることがかなうのでは

ないかという期待を持ちながら海を渡りました。

そのお寺には閉会式後に訪問が実現し、中国文化

の底知れぬ偉大さを感じることができました。

孫子の兵法は若い指導者の方には手に取られる

ことをお勧めいたします。その一例は、対戦する

前に相手チームと自チームとの戦力や戦法を比較

し、その対策を練ることで八割がた勝敗が決する

という教えです。最近ではチームのアナリストが

データ分析する時代で真新しいことではありませ

んが、現在のアメリカ軍や日本の自衛隊の幹部候

補生に必読とされています。さらに興味深い事象

を加えると、犠打の場面が５回あるとしたら３回

は正攻法（バント）、残りの２回は奇襲（エンド

ラン等）を織り交ぜながら戦うべきであると諭し

ています。また、指導者は選手から信頼され、選

手を思いやり、知略に優れ、チーム運営のフィロ

ソフィを持ち合わせていなければならいと説いて

います。

そのような中国に滞在し、わずかではありまし

たが「なんちゃって、遣隋使」の気持ちで大陸の

文化をかすかにかいだ気分でした。

４．グローバルな人材育成

アジアという単語から連想すると、近隣の中国

や韓国そして台湾を思い浮かべます。少し範囲を

広げてマレーシアやインドあたりまでが一般的で

はないでしょうか。この大会にはイラクが参戦し、

我々も一戦を交えながらその文化に触れる機会に

恵まれました。中東の国には子どもの頃に目にし

た「アラジンと魔法のランプ」という印象があり、

遥か遠い国の民です。そのメンバーを目の前にし

て直接にスポーツができたこと、これも夢のよう

な体験となりました。イラクを含め参加されたす

べてのチームは皆フレンドリーでお互いを敬う姿

勢を備えており、ゲーム以外にもスポーツマンシ

ップを感じました。このことを肌で感じたことは、

選手のキャリアに大きな財産として加わったと思

われます。

うれしかったことは、中国と台湾との決勝戦が

執り行われている最中にイラクチームの選手たち

が日本の選手に写真を一緒に撮ろうと誘われてい

た光景にあります。その背景には日本対イラク戦
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に一因があったと思われ、試合を開始して間もな

くイラクのチーム力が決して高いものではないこ

とが判明し、日本ベンチではイラク選手が良いプ

レーをした場合に盛んに「ナイスプレー」の掛け

声と拍手を送ることにしました。国内でもどこで

も相手チームが良いプレーをした際にはこのよう

な対応を心がけたいものです。

他国とコミュニケーションをとるには言葉の壁

を取り除くことが欠かせません。共通の言語は英

語です。参加した選手たちは語学を再学習するこ

とを痛感したと思われます。片言の英単語とボデ

ィランゲージである程度は意思の疎通が図れます

が、私も含めてもう少し英会話を身につけなけれ

ばなりません。

５．滞在した宿舎や球場

試合会場は南京工業大学ソフトボール場で、背

もたれ付きの個人用椅子が設置され、かなり（た

ぶん２千人程度）の収容定員を有していました。

大学の学生数も３万人と大きく、キャンパス内に

多くの学生寮が連立しています。中国戦が開催さ

れる時間にはスタンドがいっぱいに埋まる賑わい

でした。

宿舎は南京工業大学が加盟するグループ企業所

有の立派なホテルで大会参加国すべてのメンバー

が宿泊し、食事も日本の中華街で食するような万

人に好む味付けとなり大変おいしくいただき、快

適な環境をご提供いただきました。日本での開催

がそのうちに訪れることと思われますが、観客席

が完備されたソフトボール場を用い、公的資金を

投入した受け入れ態勢で臨んでほしいと願ってお

ります。この大学生の大会にはグローバルな人材

育成に見合う費用対効果があることを確信してい

ます。

６．謝謝

貴重な経験をする機会を与えていただいたこと

について、全日本大学ソフトボール連盟に対しあ

らためて感謝を申し上げます。最後になりました

が、選抜された選手たち、岩間英明先生（松本大

学）、森 英寿先生（富士大学）、土谷文乃先生

（美作大学）、梅尾千草先生（トヨタ自動車）、

そして通訳の高 萍さん（日本ソフトボール協

会）、このような素晴らしいスタッフと活動でき

たことに重ねて感謝を申し上げます。ありがとう

ございました。

第２回アジア大学選手権大会を終えて（選手の感想）

主将 福岡大学 ４年 田川 茉理

私が第２回アジア大学選手権大会を通じて感じ

たことや思ったことは主に２つあります。

まず１つ目は、チームを一から作る面白さです。

私は９月に行われた事前合宿にも参加し４年生と

してチームを作ることを率先して行いました。は

じめは皆人見知りでコミュニケーション不足でし

たが、日を重ねるごとに一人一人がチームメイト

のことを知ろうとしていることが感じられました。

特にチームをよくするために意見してくれること

が多く、チームを作る面白さを感じました。各大

学に所属していながら他チームの監督の方々や選

手とチームを作ることなど滅多に感じることが出

来ないので、非常に貴重な経験が出来ました。

２つ目は一瞬を生きることです。私にとってこ

の大会は最後となる試合だったのでこれまでの試

合とは全く異なる感情で試合をしていました。最

終日のアップ時に「今日は一瞬を生きよう」と決

めました。試合は思ったような結果ではありませ

んでしたが、自分らしく素直に生きることができ、

本当に幸せな時間でした。元ソフトバンク小久保

選手の「一瞬に生きる」ことが実感できるとは思

ってもなかったので、私自身これまでのソフトボ

ールを一生懸命やってこられた、楽しかったと自

信を持ってこれからの人生を生きたいと思います。

私にとって今大会は一生忘れることがない時間

でありその時間で関わった全ての方々に感謝を伝

え、また新しい一歩を進んでいきたいと思います。

副主将 富士大学 ４年 金田 汐央里

一回目の合宿には参加ができず、出発前日にチ

ームメイトとの顔合わせとなりました。４年生が

３人で、ほとんどが下の学年の中、しかも即席チ

ームでどうなるのだろうと感じていた部分もあり
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ましたが、皆とても話しやすく、率先して動き、

気づいてくれたりと、チームに遅れて入った私達

をカバーしてくれ、早く試合がしたいという気持

ちになりました。

初の海外が中国ということで、環境の違いがと

ても不安でしたが、トレーナーの梅尾さんはじめ、

岩間先生、児玉先生、土谷先生、森さん、そして

ピンさん。スタッフの方々のお陰で私達も安心し

て過ごすことができました。

実際に会場に行き、練習、試合をこなす中で、

先生方もおっしゃっていましたが、本当に良いチ

ームができたと思います。日本の各地区から集ま

り、各大学の考えややり方も違います。学年も４

学年と経験や感じることも違います。それでも、

ソフトボールがあれば、本当に勝ちたいと思えば

こんなにも一つになれるのだなと思いました。い

つもはライバル同士でも、日の丸を背負って一つ

のチームとして、アジアですが世界を見られたこ

と、あの環境でソフトボールができたことを本当

に誇りに思います。

また、４年生は３人でしたが上手くチームを引

っ張るために役割を果たせたと思います。１、２、

３年生も本当に心強い子たちばかりでこの短期間

でも信頼性がありました。結果がでず、負けてし

まったことは凄く悔しいです。勝てた相手、勝て

たゲームだからこそ尚更悔しいですが、この負け

から学んだことは皆それぞれあると思います。お

互いに進む道は違いますがこのような活動がもっ

と広まり、ここでの経験がこれからに繋がるよう

に自分達からも伝えていきたいです。

富士大学 ４年 相馬 里砂

今回の遠征は初めての海外、初めての国際試合

でした。初めての中国は元々のイメージが悪すぎ

たのときれいなホテルと大学内だったのであまり

苦には思わなかったです。料理は文化の違いもあ

り、油が多かった、味付けが独特だったりしたた

め、食べられるものは決まってしまい栄養バラン

スが偏ってしまいました。

最後の日の観光でボランティアの学生と会話を

して一度も日本に来たことがないのに日本語がと

ても上手でたくさん勉強して私たちと中国人と話

をしていてとてもかっこいいと思いました。

マレーシア、香港、イラクはもちろんチャイニ

ーズタイペイ、中国、いずれも勝てる相手だった

と感じています。自分自身の力を出し切れず取ら

れた点を取り返すことができなかったのは、非常

に悔しいと感じました。ですが、この短期間での

チームでしたがしっかりまとまることができ、日

本チームとしてひとつになり戦えたと思います。

また、梅尾さんという実業団のトップのチーム

のトレーナーさんにアップやダウン、体のケアを

していただき、試合前の上げ方や肩甲骨や股関節

のエクササイズを自分の中の引き出しとして増や

すことができました。普段から取り入れたいと思

っています。今回の遠征では、スタッフの先生方

はもちろん、日本で準備を進めてくれた方々、ボ

ランティアの学生、審判の方、たくさんの方のお

かげで試合に集中できたと思います。本当に感謝

の気持ちでいっぱいです。この貴重な経験をこの

先のステージに生かしていきます。本当にありが

とうございました。

早稲田大学 ３年 神 樹里乃

今回、大学日本代表として派遣させていただい

た中で、文化の違いや考え方など非常に多くの学

びがあった。その中で、３点にまとめる。

１点目は、コンディションの整え方だ。私のチ

ームにトレーナーはいない。梅尾さんは、一人ひ

とりの状態を把握した上で、アップやダウン、心

身両面のケアをしてくださった。アップのダッシ

ュは10ｍ程度で良いということを学んだ。また、

全力を出し切るとリラックス効果があること、リ

ズムジャンプがソフトボールに好影響を及ぼすこ

とも学んだ。

２点目は、チームのでき方だ。全員で事前にプ

レーする時間がなく、個と個が集まった状態での

中国入りだった。日を重ねていくうちに、試合で

感情を共有することから、隣の人に興味を持ち始

め、互いを理解し合い、勝利という目標達成のた

めに全員が同じ方向を向くようになっていった。

グラウンド内ではもちろん、ベンチからも声が飛

び交い、スタッフの方の声が耳に入るようになっ

ていった。プレーの意識が自分の結果を残すこと
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から、チームの勝利のために変わった時に、集団

が一つになると実感した。

３点目は、国際大会で勝つことの難しさだ。JA

PANとしてソフトボールができることは、誇らしく

最高であることに間違いはない。しかし、そこに

は責任とプレッシャーが影を潜め身体を固くする。

ユニフォームを着慣れていないことがこう感じた

原因の一つであるだろう。この見えない敵に打ち

勝つ程の心の余裕は、自信を持つこととそれを裏

付ける努力が必要で、これらが揃って本来の敵と

勝負できるようになると思った。ゴールドユニフ

ォームを着て勝っている選手の凄さが身に染みた。

自チームでのソフトボールと比べて、様々なこと

が普通ではない状況の連続であったため、そのす

べてが私の経験となり学びとなった。これらすべ

てをこれからのソフトボールの糧にしたい。

最後に、今回の派遣において支援して下さった

すべての方々に深く感謝申し上げる。

美作大学 ３年 比嘉 智美

私は今回のアジア大学選手権において、初めて

海外に行き、日本は様々な面で恵まれている国だ

ということを感じた。

まず１つ目は衛生環境である。中国では、トイ

レットペーパーを流すことができず、ゴミ箱に捨

てなければならないが、サービスエリアやショッ

ピングセンターのトイレではゴミ箱から使い終わ

ったティッシュが溢れ、流すことができないので、

すごくニオイが気になることがあった。床なども

びしょびしょに濡れていて、とても清潔だとは言

い難いものであった。日本ではコンビニやショッ

ピングセンターなど、身近にトイレがたくさんあ

り、どこもすごくきれいに掃除がされていて、い

つでも気軽に清潔にトイレを使用することができ

るが、今回の遠征でトイレが清潔に使えるという

ことは当たり前ではないということを強く感じた。

2つ目は食事の面である。日本では当たり前のよう

にどこへ行っても、何も心配することなく、何も

考えずに出されたご飯をおいしく食べることがで

きる。しかし、中国では、水道水が日本のように

飲めるほど、綺麗にろ過されておらず、汚染水な

どの問題もあるため、食事も生野菜や果物、火を

通していないものは食べないようにするなど、自

分自身でも考えながら、食事をしなければならな

かった。

これらの事を踏まえ、日本は恵まれている国だと

いうことを改めて感じることができ、今ある生活

に感謝しなければならないと感じた。

試合では、3位という悔しい結果に終わったが、他

国の選手のプレーはもちろん、同じ日本代表とし

て、普段は敵チームである選手たちと共にプレー

することで、すごく勉強になることが多かった。

また、どこの国のどんなスポーツでも、試合の結

果に関わらず、試合後には相手に敬意を払い、感

謝の気持ちを持てるのがスポーツマンシップであ

り、何よりも大切であると感じた。

園田学園女子大学 ３年 野瀨 くるみ

私は今回初めての海外遠征で、何ひとつわから

ないところから始まり日本代表としての緊張感も

あり、とても不安でした。実際に現地へ行っての

感想は、アジアのチーム全体として、まだまだ向

上する余地があると思いました。日本チームも同

様にいえることですが、レベルとしてトップチー

ムと比べるとやはり劣る部分があり、トップチー

ムでなくても、大差がついてしまう試合が見受け

られました。上位３チームの、中国、台湾、日本

の試合では緊迫した試合が展開され、その中での

試合が一番ソフトボールの楽しさを感じられると

私は思います。この緊迫した中でのソフトボール

を他国の方も実感できたらいいなと思いました。

日本チームは初めての派遣メンバーばかりで、そ

れぞれ緊張や期待があった中で自分の力が発揮で

きた選手またそうでない選手もいると思いますが、

力を合わせることで普段の自チームとはまた変わ

った楽しさや、面白さがあり、このチームでまた

ソフトボールをやりたいと思う試合をすることが

できました。一週間と短い期間しか一緒にチーム

を組むことはできませんでしたが、お互い良い刺

激となっていくと思います。結果は３位と悔しい

結果となってしまいましたが、これからの糧とし

て次にあった時に全員が成長した姿で会えるよう

に頑張っていきたいです。

また、ボランティアの方にはとてもお世話にな



31

ウインドミル№22

りました。言葉はあまりわかったけれど笑顔で接

してくれて、朝早くから夜遅くまで一緒に行動し

てくださり、自由行動の時は、おすすめの所や私

たちが買いたい物など一緒に探してくださって、

本当に感謝しかありません。

この遠征で言葉が通じなくてもソフトボールが

あれば通じ合うことができ、様々な面で支えてく

ださった方々に感謝の気持ちでいっぱいです。こ

の経験を活かして、これからのソフトボール人生

に活かして行きたいです。

奈良学園大学 ３年 藤木 未来

初めての海外、初めての国際試合に参加させて

頂いて私自身の実力や足りないものを感じた６日

間でした。自チームで活動しているときの自分の

役割と国際試合に立った時の自分の役割がどう変

わってくるのか不安もありましたが、チームのみ

んながいい人ばかりでミスをしてもしっかりカバ

ーすることのできるチームをこんな短期間で作り

出せるものなのだなと思いました。また、対戦相

手に対して良いプレーが出たときに素直に拍手の

出る国際試合。偏見になるかもしれませんが、中

国のチームなどはもっと怖くて野次など沢山飛ば

してくるのかなと思っていました。でも試合終わ

りの集合写真では日本語で「ありがとう」など言

葉をくれて、すごくうれしかったです。短期間で

集まったチームなのにこんなにも楽しくて、まだ

終わりたくないって思えたことが、児玉先生を始

めコーチの方たちにも良いチームだったよなど声

をかけてくださって私自身、この国際大会の要項

を見たときに応募して良かったなと思いました。

沢山不安もありましたが試合に出させて頂いたこ

と、チームとして優勝はできなかったけど最後ま

でしっかり戦えたこと。国際試合を通して沢山の

方と会うことができ、もっと心の広い人間になろ

うと人間性も見直せた６日間でした。ありがとう

ございました。

富士大学 ３年 簗瀬 裕花

大阪大谷大学で行われた合宿に参加することが

できず、今回のアジア大会で初めて全員と顔を合

わせたため、この短期間でうまくやっていけるの

かという不安で頭がいっぱいでしたが、一緒に過

ごしていった中で深まっていく関係性や試合を通

して成長していったチーム力、日本代表としての

責任、プレッシャーはあったもののソフトボール

の楽しさを改めて実感することができ、このメン

バーで代表として闘えてよかったです。正直もっ

と時間があればチームもさらに向上していけたの

ではないかという思いもあります。しかし、たっ

た１週間ではありましたが内容の濃い日々を重ね

ていくことができました。

また、今回のアジア大会を中国で行ったうえで

日本との違いを多く学ぶことができました。水道

水は飲まないほうがいいといわれ、カットフルー

ツもその水に触れているかもしれないからという

ことで残しました。同じ人間なのに国境を超える

とこんなに違うものなのかと思いました。バスで

の移動中ではクラクションをずっと聞いていたよ

うに感じます。日本と違って車はすごいスピード

で走っているし、歩行者いるのにも関わらず、バ

イクはその間を割って走っていて目の前で事故が

起こらなくてよかったなと驚く場面も多くありま

した。そういった意味で日本はとても安全で思い

やりのある国だと思います。

試合を通して他国のチームと交流し、グラウン

ドに立つと国の裕福関係なしにみんな平等にソフ

トボールを楽しむことができるのだと感動しまし

た。どんなに点差が離れても笑顔でプレーしてい

た選手を見ると勝ち負けがすべてではないという

言葉の意味がとても理解できます。選手だけでは

なく支えてくださったスタッフのみなさんなど、

たくさんの方々のおかげでとても素晴らしい経験

をさせていただきました。指導者となり教える立

場になった時には勝ち負けだけでなく仲間とプレ

ーできる喜びを伝えたいです。本当にありがとう

ございました。

園田学園女子大学 ２年 秋豆 朱音

中国での１週間は私にとってすべてが初めての

ことばかりでした。スパイクを履いていない国、

ポジションにあったグローブをつけていない国な

どソフトボールをする上で必要な道具が揃えられ

ていない国がありました。また、宗教などいろん
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な理由でソフトボールが満足にできていない国も

いると知りました。用具が揃えられていること。

大好きなソフトボールが好きなだけ練習できる日

々。周りの人の支えの下でソフトボールができて

いる環境。今、自分が置かれている環境は決して

当たり前ではないのだと強く感じました。

私がこの１週間で大変だったのは食事の面でした。

初めての海外の食べ物に抵抗があり、あまり食

べることができませんでした。アスリートとして

スポーツをする上で食事が大切です。どんな環境

であっても対応できる選手にならなければいけな

いと思いました。

チャイニーズタイペイと中国に負けたことは本

当に悔しかったです。今回は準備がない中でのチ

ームでした。だからこそ個々の雰囲気、姿がチー

ムに影響してくると思いました。しかし、この大

会は通過点だと思うので、夏、日本一になるため

にもっともっとレベルアップが必要だと再確認す

ることができました。もう一度、このような舞台

に立って優勝できるように頑張ろうと思います。

日本体育大学 ２年 新田 茜

この大会を通して感じたことは、２つあります。

１つ目は外国選手のプレースタイルです。一つの

アウトを取ると選手・スタッフ関係なく大喜びし

たり、ランナーの位置を叫ぶくらい全員でコール

したりする姿は日本にはない部分だと思いました。

日本は簡単にアウトを取ることができますが、そ

の一つのアウトを軽率にしていることがあるので

はないかと思います。上手い、下手関係なく、一

つのアウトを必死に取りにいく姿勢は見習ってい

かなくてはいけないと思いました。

しかし、攻守交代が遅いと感じました。国によ

って異なっていましたが、ソフトボールをしてい

るプレーヤーとしてスポーツマンシップのある行

動をして欲しいと思います。

２つ目は、ソフトボールのレベルの差です。日

本・中国・チャイニーズタイペイは世界的にもレ

ベルの高いチームだと思います。しかし、その他

のチームはまだまだソフトボールが発展途上と感

じました。日本が対戦したイラクチームは、国的

に見ても女性が国から出ることが難しい状況にあ

るようで国外の状況やソフトボールの知識が十分

取り入れられていないのではいないかと思います。

今回、各国のソフトボール事情を知るいい機会

になりました。イラクのようにスポーツが満足に

できない国もあるということ、そして私たち自身

がプレーできていることは当たり前ではないこと

を痛感しました。

他にも相手のプレーや挑戦する姿勢、くよくよ

しないで次に進もうとする姿は本当に素晴らしい

と思います。今大会にはトヨタでトレーナーをし

ている梅尾トレーナーがチームに同行し、体の使

い方・アップ・ダウン・ケア沢山のことを教えて

頂きました。この期間に学んだことを自チームや

母校に伝えるということをし続けていきたいと思

います。

改めてソフトボールが好きだと思ったし、ソフ

トボールや日本のチームが他国から愛されている

と感じました。

大阪大谷大学 ２年 殿井 綾

初めて行く海外は中国でした。私は海外に少し

偏見があり、犯罪や事件が多く治安が悪い印象を

持っていました。実際に中国に行ってみると、信

号無視やバイクの乗り方など交通ルールを守って

いない人が多く見られました。この現状を見て、

中国など海外はルールを守る人が少なく車同士の

衝突事故、電車と車の衝突事故など交通事故が日

本よりも多く、テレビでよく目にするのだと感じ

ました。日本は改めて環境が整備されており、恵

まれている環境にあると感じました。日本での常

識があるように中国ならではの日本とは違う常識、

文化の違いがありました。違法運転をしているの

はよくないが、生活面などその国々にある文化に

合わすことが大事だと現地に着いて身をもって感

じることができました。

試合では、マレーシア、香港、イラク、チャイ

ニーズ・タイペイ、中国と試合をしました。初め

に思ったことは、ソフトボールにかける思いや楽

しもうとする気持ちはどこの国も一緒であると感

じました。チームメイトへの声掛けや応援では、

言語は違っていても伝えたい気持ちや気迫は伝わ

ってくるものがありました。チームのカラーやプ
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レースタイルは、国々の特徴や異文化の違いを感

じることができました。ソフトボールに関わる全

ての人々がソフトボールを楽しみ、本気で取り組

んでいる姿を目に焼き付けられる貴重な体験にな

りました。また、世界へ目を向けなければ得られ

なかったことが多くあります。今回の大会で国際

試合を自身の目で見て、肌で感じ得たものを自チ

ームに持ち帰りみんなに伝えることが私の任務だ

と思っています。まだまだ、経験不足な私の引き

出しを増やす機会になり、貴重な体験ができたこ

とに感謝し、携わって頂いた人々に感謝を忘れず、

これからのステップアップと指導者としての考え

方、指導に繋げていきたいです。

東京国際大学 ２年 大國 結華

試合をして、日本とはとは違う攻め方であった

り、守り方をしていて、初めて海外のチームと試

合をしたので、本当に良い経験になりました。

打球の速さであったり、飛距離などは日本人よ

りも上回っていると実感しました。上手な選手を

見れば見るほど、負けたくない。という気持ちに

なりました。日本人は、タイミングや器用さなど

で勝負をしていますが、海外の人は全てが、パワ

ー勝負だと感じました。

宿泊先は、日本とほとんど変わりないと思いま

した。何も気にせずに今大会を過ごすことができ

ました。最終日の観光の際に、信号が赤にも関わ

らず平気で信号無視をしていたり、ポイ捨てなど、

たくさんの人がしており、外国の人の考えと日本

人の考えの違いを感じました。また、バイクが無

音で通り過ぎるので、後ろからきていても気付か

ない事が多く、危険を感じました。

食事では、日本の様に全て安全に食べられるわ

けでないので注意しながら食べました。いかに、

日本が安全で美味しく毎日食べられていたか。日

本人でよかったと思いました。

今回の大会で沢山の方に支えていただき、中国

に行かせていただいたことや、チームメイト、ス

タッフの方、応援してくださる方などそういう方

がいてソフトボールができることに感謝をしてこ

れからも過ごしていきます。

チームで学んだことなどを共有して、今後に繋

げていきます。ありがとうございました。

松本大学 ２年 甲田 のどか

アジア大学ソフトボール選手権に参加させてい

ただき、様々な面で貴重な経験を積むことができ

ました。その中でも特に印象に残ったことは２つ

あります。

１つ目は日本チームの団結力です。大会本番ま

で選手とチームスタッフの方々が顔を合わせて練

習できる機会は、大会を１ヶ月半前に控えた３日

間の合宿のみでした。そのような短期間の中でチ

ームとして団結し、大会中はチームスタッフの方

々やトレーナーさんも含めチーム一丸となって非

常に良い雰囲気で1試合1試合挑むことができまし

た。それは一人一人の持つ目標が同じだからこそ、

お互いがお互いのことをより深く知ろうとしてコ

ミユニケーションをとり続けていたからだと思い

ます。団結力というのは時間で生まれるものでは

なく、一人一人の意識づけや努力で生まれるもの

だと実感できました。

２つ目は他国チームとの交流です。大会１日目

の夜に開催されたレセプションでは、他国の選手

と交流できる良い機会となりました。私自身、他

国の方と関わる機会はあまりなく、どこかで壁を

感じていましたが、他国の方はそんな壁を一切感

じさせず、少し喋れる日本語で気さくに話しかけ

てくれました。 国、肌の色、文化が違っても一人

の人間として、こんなにも意気投合し笑顔になれ

るってすごいことだなと思いました。今回の大会

をきっかけに他国のことに興味を持つようになり、

これからどのような形であっても他国の人々と関

われる機会があれば積極的に関わっていきたいと

思えるようになりました。

他にも食事、交通、ホテルの面でも日本との違

いに驚くことばかりでした。日本では当たり前に

できていた事ができないという経験から、他国の

文化を受け入れ理解できる良い機会となりました。

今回の大会で学べたこと全てが、これからのソフ

トボール人生だけでなく、生きていく上でも大切

なことを得ることができました。大会に参加する

ことができたことを心から嬉しく思います。
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熊本学園大学 ２年 平田 希望

今回の大会を終えて様々な経験をすることがで

きました。初めての海外であったために不安がか

なりありました。中国という不慣れな環境で１週

間生活するうえでどれだけ日本という国が恵まれ

ているかが実感できた遠征でした。食文化、伝統、

生活環境など日本と比べると、全く違うので生活

しづらいものでした。今回の遠征を行ううえで支

えてくださった大会関係者やボランティアの方々、

チームスタッフ、通訳の方、トレーナーの方など

に感謝したいと思います。

試合に関しては、他国との親善試合を経験する

ことができ非常に嬉しいです。日本では当たり前

にソフトボールを行える環境ですが、今回対戦し

た国の方々の中でソフトボールをする環境が整っ

ていない方々もいるのであると思いました。日本

は、道具もすぐに購入できるしグラウンドも確保

できるため不自由な環境ではないと思いますが、

やはり他国の方々は、そのようなことが当たり前

にできないので、今、ソフトボールができること

に感謝しなければならないと感じました。

試合の結果は３位でした。結果的には悔しいで

すが、今回選抜されたメンバーに出会えたこと、

このメンバーで試合できたことは私自身にとって

貴重な経験でした。試合に出る機会は少なかった

ですが少ない中で自分のやるべきことがしっかり

と果たすことができたと思います。Japanのユニフ

ォームを着て試合を行えたことに感謝したいです。

今回の遠征で得たものはすごく貴重なものです。

この体験を自チームに持ち帰り、さらなるスキル

アップを目指したいと思います。自チームはイン

カレに出場する機会が少なく全国で戦えるチーム

ではないため、今回の経験を活かして全国でも戦

えるチームを作り上げたいと思います。貴重な経

験をさせていただきありがとうございました。

大阪大谷大学 ２年 東郷 佑実

海外遠征を経て感じたことは､日本を出てJAPAN

を背負い試合をするというワクワク感と、慣れな

い環境への抵抗感がありました。しかし、その抵

抗感というのは食事の際などにみんなとコミュニ

ケーションをとることで自然と薄れていき、最終

日にかけては「まだあと１週間は居てられるね」

というほどにまでなりました。やはりコミュニケ

ーションをとるということは、どんな時でも必要

なのだと改めて感じました。

これらが自然とできていることで、即席のチーム

ではありましたが、短い期間のなかで仲が深まり、

お互いが応援しあえるチームになったのではない

かと思います。

目的である第２回アジア大学ソフトボール選手

権大会では"第３位"という悔しい結果に終わりま

したが、振り返って、"ソフトボールの試合"をす

る中で国際交流ができ、異文化にも触れながら一

人一人が楽しめたというのは目的のなかの一つで

あったと思います。そして実際、国際試合の経験

を積み、個々に感じたことは多かれ少なかれあっ

たと思います。それらの経験をこれからのソフト

ボール人生、または全ての人生において生かして

いくことが出来ればこの経験は大成功に収めたの

だと、更なる確信を得ていいと思います。

こんなにも貴重な経験をさせてもらえたこと、

そして何よりもこのチームメイトに出会い、楽し

くできたことに大満足です。そしてこの遠征をよ

りよいものにするために、沢山の方々がサポート

をしてくださったということを忘れずに、感謝し

たいと思います。

IPU･環太平洋大学 １年 上村 紗輝

アジア大学選手権大会に参加させて頂いて沢山

のことを学び得ることが出来ました。

中国に行く前に清水先生から異文化に触れるこ

と、日本との違いを見つけること、日本が恵まれ

ている国だと感じる事など様々なお話をして頂き

中国ではどんな事があるのかなと楽しみな反面怖

い気持ちもありました。

実際に中国に行くと日本との違いがあり過ぎて

驚くことばかりでしたが、いざ生活してみると初

め抵抗あったことでも少しは慣れてくるものなん

だなと思いました。同時に日本が恵まれているこ

とをしみじみ感じ、日本でよかったと心の底から

思いました。日本では当たり前のようなことが日

本以外の国では当たり前ではないということをい

ろんな場面で実感し、ソフトボール以外で特に感
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じることが多かったような気がします。例えば、

車優先で歩行者が目の前にいても止まってくれな

かったり、物を盗まれる可能性が高かったり、ト

イレでティッシュが流せなかったり、ホテルで使

ったスプーンがそのまま替えられてなかったりそ

の他にも沢山の事がありました。

試合の面では、初めてチームを組むメンバーと

どうすれば１つのチームにまとまるか、そのため

にはどうすればいいのかなど特にコミュニケーシ

ョンの大切さ、重要さを実感しました。大谷大学

で合宿した時は個々のプレーっていう感じでチー

ムとして試合をしているようには思えませんでし

たが、中国へ来て試合を重ねるごとにひとつのチ

ームになっていっているのが自分達自身でも感じ

ながら試合できていたと思います。

結果は３位でしたが、それ以上に大きなものを

得ることができたので、本当にいい経験になりま

した。ありがとうございました。

関西大学 ２年 高井 菜々

私はこの遠征を通して、印象に残っていること

が２つあります。

まず、１つ目は対戦チームのことです。試合開

始、終了の相手チームとの挨拶の仕方が違うこと

に驚きました。海外で試合をしたことはありまし

たが、すごく新しい形でとても新鮮な気分でした。

また、何もかもが初めてだったので、ソフトボー

ルを始めた頃のことを思い出しました。また、パ

ワーの差が大きいことにとても驚きました。特に、

台湾チームや中国チームはとてもパワーがあり、

見ているだけで日本人との差を多く感じました。

しかし、パワーでは劣っているかもしれませんが

日本人は日本人らしく、小技を入れること、盗塁

など細かいプレーで補うこと、守備を丁寧にする

ことで互角の勝負することができるのだと感じま

した。

そして、２つ目は中国の環境のことです。出国

前から、水のことや食事のことで違いがあると聞

いていましたが、ここまで意識しないといけない

ことだとは考えておらず驚きました。歯磨き後も

ミネラルウオーターで洗うことなど自分の体にこ

んなに気を使ったのも初めての経験でした。また、

生野菜、カットフルーツを食べてはいけないこと

だったので、食事のバランスにも気を使わないと

いけないことに気づかされました。日本でいると

水はきれいで飲めるのが当たり前の存在でしたが、

どれだけ日本が恵まれた環境で生活できていたこ

とに気づかされました。しかし、大会が開催され

た大学の球場は、グラウンドはもちろんのこと、

観客席やベンチも設けられていて非常に綺麗に整

備されており、とても羨ましいかったです。

この遠征では、異文化に触れるということが挙

げられてましたが、人から聞く話よりも自分がそ

の国に行って体験することが大切なのだと感じま

した。また、沢山の方のサポートがあり、試合を

行うことができたんだと感じることができました。
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大会概要

日体大 ２年連続30度目の優勝!!

大会記録主任：英 清治

本大会が石川県で開催されるのは今回で３度目

となる。大会期間は８月31日(金)から９月２日

(日)の３日間を予定してたが、雨天と強風による

悪天候で１日順延の９月３日までの４日間となっ

たが無事終えることがでた。

全国から厳しい予選を勝ち抜いてきた32校が激

突した大会だったが、連覇を果たした日本体育大

が圧倒的な強さをみせた。日本体育大は１回戦か

ら決勝戦までの５試合の内、２回戦の対中央大を

７－０、準々決勝戦の対日本福祉大を９－２、決

勝戦の対早稲田大を８－０の得点差コールドで勝

ち、絶対的な強さを誇った。

そのチーム力を打撃面からみると、決勝戦まで

の５試合で打率0.362．47安打、本塁打９、三塁打

１、二塁打７、と破壊力のある打撃陣を擁し、か

つ守備面でも５試合で失策数２、守備率0.982であ

った。投手陣も小山 玲央、岡部 樹滉、酒井 匠、

豊本 翔貴、の４投手を擁し、５試合で失点３、

自責点３、被安打13、奪三振56，与四死球１、被

本塁打０と抜群な投手力を誇る。

また、準優勝に泣いた早稲田大は準決勝の国士

舘大戦では、８－７の薄氷の勝利で決勝戦へ駒を

進めた。試合を振り返ると、シーソーゲームで８

回タイブレーカーまでもつれて逆転サヨナラとい

う試合展開は、本大会のベストゲームと言っても

過言ではないであろう。

今大会31試合の内、９試合も得点差コールドで

勝敗がついた。それだけチームに力の差があるの

だろう、来年に向けて切磋琢磨した欲しい。

ただ、新記録関係（タイ記録）として、最多三

塁打（個人・１試合）２本：小谷 昂希（亰都産

業大）対中央大、同２本：福原 崇史（同志社

大）対高崎経済大。満塁本塁打：１本 松村 駿

（日本福祉大）対同志社大が生まれたことがうれ

しい。来年以降も厳しい練習に励み、幾多の新記

録が刻まれることを期待します。

大会講評

日本体育大が攻守に圧倒 連覇達成

北信越地区常任理事：岩間 英明

平成最後、そして各地区持ち回り大会として最

後となる第53回大会は、男子規格のグラウンド４

面を備え、本大会に向け常設の外野フェンスを設

置していただくなど、整えられた環境となった小

松空港に隣接する「スカイパークこまつ翼」を会

場に32チームによる熱戦が展開された。

その中で栄冠を勝ち得た日本体育大は、豊富な

投手陣を中心とした守備力と、圧倒的な攻撃力で

他校の追随を許さず、危なげない試合運びで力の

差を見せつけて勝ち進み、２年連続30回目の節目

の優勝を飾った。

決勝戦は打倒日体大の一番手と目された国士舘

大を準決勝でタイブレークの熱闘の末下し、決勝

へ進んできた早稲田大との対戦となった。波に乗

る早稲田大がどのような戦いぶりを見せるか期待

が高まっていたが、日本体育大打線が初回から爆

発し、５番田中の３点本塁打を含む、６安打２四

死球、打者一巡の猛攻でいきなり５点を先制、早

稲田大の勢いを止める。投げてもエース小山が早

稲田大打線を無安打に抑える力投で、終わってみ

れば５回コールド８－０と一蹴する結果となった。

また、準々決勝で中京学院大を１安打に抑えな

がら一発に泣いた東京理科大の石崎、強打の国士

舘大を２点に抑えた熊本学園大の金子の両投手、

１回戦ではあるが、王者日体大と互角の戦いを展

開した国立大学の広島大などが印象に残った。
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文部科学大臣杯第53回全日本大学男子ソフトボール選手権大会

８月31日(金)
９月１日(土) ９月２日(日) ９月３日(月)

１．日 本 体 育 大 学(53) ３
７

２．広 島 大 学(18) １
９

３．京 都 産 業 大 学(40) ５
０

４．中 央 大 学(29) ６
７

５．高 崎 経 済 大 学(31) ０
４

６．同 志 社 大 学(34) ７
２

７．日 本 福 祉 大 学(７) ５
11

８．宮 崎 大 学(初) ２
８

９．東 京 理 科 大 学(17) ３
３

10．九 州 産 業 大 学(15) １
０

11．福 岡 大 学(43) ８
１

12．大 阪 教 育 大 学(２) ０
０

13．高 知 工 科 大 学(６) １
12 中京学院大学

14．中 京 学 院 大 学(15) ３ 日

（

１
15．大 阪 体 育 大 学(17) ５ 本 ２

１ 年
16．福 島 大 学(17) ２ 体 連

続
17．早 稲 田 大 学(53) ３ 育 30

10 回
18．関 西 大 学(42) ２ 大 目

４
19．香 川 大 学(15) ９ 学

）

０
20．盛 岡 大 学(12) １

８
21．東 京 大 学(19) ５

３
22．神 戸 学 院 大 学(28) ９

２
23．立 命 館 大 学(36) ７

１
24．国 際 武 道 大 学(24) ４

０
25．富 山 大 学(15) ２

２ 早稲田大学
26．広 島 修 道 大 学(28) ６

０
27．熊 本 学 園 大 学(22) ３

８
28．福 井 県 立 大 学(７) １

７
29．東 海 大 学(44) ０

１ 国士舘大学
30．環 太 平 洋 大 学(12) ５

２
31．中 京 大 学(48) ６

６
32．国 士 舘 大 学(53) ７

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼１回戦（８月31日・９月１日）

広 島 大 学００００００１：１
日本体育大学１１１０００ｘ：３

［広］●田中 宏城－西村 知晃

［日］○小山 玲央・岡部 樹滉・酒井 匠・

豊本 翔貴－上田 郁也

(本)田中 亨昂

(二)廣嵜 龍也・池田泰一朗

【評】日本体育大学 連覇に向け好スタート！

日本体育大初回、一死後２番廣嵜が中堅越えの

二塁打で出塁、二死後４番池田の左中間を越えの

二塁打で待望の先制点を挙げ、２回も先頭打者６

番田中（亨）の左翼越えの本塁打で１点を追加、

続く３回も３安打で１点を奪取するソツのない攻

撃で２回戦へと駒をすすめた。

一方、広島大は７回、先頭打者１番森田以下３

連続安打で１点を返し完封を逃れた、また田中投

手は昨年の覇者、日本体育大を３点に抑えたこと

は健闘に値する。

京都産業大学００２００２１００：５
中 央 大 学００２０３０００1x：６

［京］横山 冬耶・●北村 優斗－小谷 昂希

(三)小谷 昂希②

［中］●歳川 幹大－山田 雄一

(本)石田 直己

【評】中央大学 辛うじて延長戦を制す！

両者譲らず同点で迎えタイブレーカーに突入し

た９回、中央大はタイブレーカー走者を９番代打、

丹治が三遊間を抜く安打で生還させあっけない幕

切れとなった。歳川投手も９回を、被10安打、与

四死球４を５失点に抑え、投球数1 4 1に耐えたの

が光った。

一方、亰都産業大は８回、無死一三塁の好機に

後続３人が、二塁ゴロ、２三振に倒れ勝ちを逃し

たのが悔やまれる。

高崎経済大学０００００ ：０
同 志 社 大 学１１００5x ：７

［高］●青木翔太郎－下坂 聡

［同］○谷下 巧祐－矢島 貴大

(三)福原 崇史②

【評】同志社大学 ５回サヨナラコールド勝ちを

拾う！

高崎経済大、青木投手は４回まで２点の先行を

許したものの４安打に抑えていたが、５回突如乱

れた。この回の先頭打者、矢来を左翼フライに打

ち取った後、突然９番矢島以降、打者９人に５四

死球１安打に失策が加わり５点を献上してしまっ

た。二死満塁時の左翼手の失策からの２失点から

大量失点に繋がった。

一方、同志社大は２回の一死一三塁、５回の二

死に満塁を冷静に凌いだのが勝因に繋がった。

宮 崎 大 学０００１０１０：２
日本福祉大学３０１００１ｘ：５

［宮］●富田 康太・川越 龍馬－鳥越 晟也

(本)深田宗一郎・大坪 尚貴

(二)深迫 朋朗

［日］○加島 佳明・近藤 春人－寺地 宏平

(三)杉田 拓

【評】日本福祉大学 先制逃げ切る！

日本福祉大は初回、先頭打者井上死球で出塁、

すかさず２番杉田が右中間を抜く三塁打で先制し、

３、４番の死四球で満塁、５番松村の内野ゴロ、

６番寺地の三遊間安打で２点を追加、相手投手の

乱れに乗じたソツのない攻撃で試合の主導権を握

り、３回、６回にも３本のヒット等で各１点を挙

げそのまま逃げ切った。

宮﨑大は４回に深田、６回に大坪ソロホームラ

ンで２点を返したが攻撃が続かず敗退した。

九州産業大学１００００００：１
東京理科大学０００１０２ｘ：３

［九］●瓦口 昴弥－鳥山 健

［東］○石崎 一輝－塩谷 陸

(二)安齋 颯良

【評】東京理科大学 暴投絡みで勝ち星拾う！

同点で迎えた６回、東京理科大は９番安齋の左

中間を抜く三塁打、１番尾形の四球に暴投を絡め
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て無死二三塁としたが、２番尾形の遊撃ゴロで三

塁走者安齋が本塁突入を試みるもタッチアウト、

一死一三塁で３番小山の右翼前安打で１点を挙げ、

さらに次打者への暴投で１点を追加しそのまま逃

げ切った。

九州産業大初回、四球に２つの暴投、単打で先

制点を挙げるが東京理科大、石崎投手に１安打に

抑えられた。

大阪教育大学０００００ ：０
福 岡 大 学００６２ｘ ：８

［大］●川崎 勇治－増井 隆介

［福］○多久島力也・海邊 和也－沢村 洋

(本)多久島力也

(二)実松 悠仁・高尾 浩輔・綾戸 康祐

【評】福岡大学 先発全員安打の猛攻で完勝！

福岡大は３回、多久島の３点本塁打を含む６長

短打、２四死球の打者一巡攻撃で６点を奪取、４

回も綾戸の二塁打を含む３安打でダメ押しの２点

を追加し５回コールド勝ちを収めた。

一方、大阪教育大は福岡大の多久島、海邊両投

手に散発３安打、10三振を喫し三塁さえ踏むこと

ができず完敗だった。

高知工科大学００１００００：１
中京学院大学１０００２０ｘ：３

［高］木下 稜太・●大上 涼・宮﨑 翔大－

長澤 海里

(本)長澤 海里 (二)中重 知哉

［中］○比嘉 竜哉－前鼻 龍聖

【評】高知工科大学 暴投で自滅する！

１対１の同点で迎えた５回、中京学院大は一死

二三塁から２番前畠の二塁ゴロで三塁走者が本塁

へ突入するもタッチアウト、続く桶師の死球で満

塁となり４番木村の２ボール２ストライク後の６

球目が暴投となり二者が生還し幸運な決勝点を拾

いそのまま逃げ切った。

高知工科大の木下投手は４回まで散発３安打の１

点に抑えたが、２番手の大上投手が制球難から暴

投で自滅を招いた。

福 島 大 学００００００２：２
大阪体育大学０００１３１ｘ：５

［福］●水上 武斗－福地 孝太

(三)井嶋 泰良

［大］○養父 勇希・井澤 大和－西坂 和哉

(本)井澤 大和 (三)有田 晃輝

(二)岡尾 建汰・弥園 晃太

【評】大阪体育大学 着実に得点を重ね勝利を掴

む！

両軍得点を許さず迎えた４回、大阪体育大は中

堅前安打の弥園を一塁に置き、３番岡尾が中堅越

えの二塁打を放ち待望の先制点を挙げ、５回も有

田の左翼越えの三塁打を含む３安打１死球で３点

を追加、６回には井澤の中堅越えのソロホームラ

ンで更に１点を重ね勝利を確実なものとした。

福島大は７回に２四球に武藤の右翼前安打を絡

め２点を返したが初戦で敗退することとなった。

関 西 大 学０００００１１：２
早稲田大学３０００００ｘ：３

［関］●高桑 公岐・辰巳 大樹－黒田 圭人

(本)中岸 健登 (三)井上 貴裕

［早］○杖子 量哉－実重 僚右

(本)鳥岡 健 (二)石井 智尋

【評】早稲田大学 先制点を守り逃げ切る！

早稲田大、初回先頭打者石井が右翼越えの二塁

打で出塁、一死後３番川上の死球で一二塁とし４

番鳥岡の中堅越えの本塁打で３点を先行した。そ

の後両者無得点で迎えた６回、関西大は先頭打者

井上が敵失で出塁そして盗塁、それを刺そうとし

た捕手の悪送球を誘い無死三塁とし、４番樫原の

左翼犠打で１点を返し、続く７回も先頭打者中岸

が初球を右翼越えへ運び１点差に迫ったが、後続

が３人で断たれ早稲田大が辛うじて逃げ切った。

香川大学２３４００ ：９
盛岡大学００００１ ：１

［香］○池田 拓海－今西 涼太

(本)藤田 宗志 (三)藤田 宗志

［盛］●澤屋敷 海－佐久間 敬

【評】盛岡大学 澤屋敷投手力尽き自滅！
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２点先行の香川大は２回、二死三塁で９番日下

の三遊間を破る安打で１点を追加、続く１番藤田

の右翼越え２点本塁打で着実に加点した、３回、

盛岡大の澤屋敷投手が５四死球と制球を乱し４点

を奪取した。

盛岡大は、５回に四球に暴投絡みで１点を挙げ

たが、香川大、池田投手に散発４安打に抑えられ

得点差による５回コールド負けを喫した。

東 京 大 学５００００００：５
神戸学院大学００１１１６ｘ：９

［東］●森岡 純平－平子 文崇

(三)楠本 龍 (二)池内 俊也

［神］井上 匠・大元 聖人・○奥田 拓海－

芝 聖

(三)芦田 翔 (二)大垣竜一朗・芝 聖

【評】神戸学院大学 ６回打線大爆発で一気に逆

転！

神戸学院大２点を追う６回、この回先頭打者代

打末武が四球で出塁、その後芦田の三塁打を含む

７連続安打で６点を奪取しあっさり逆転した。

東京大は初回、楠本の三塁打を含む５安打１四

球で５点を先行したものの、３回以降、毎回得点

を許し６回の猛攻、大逆転を誘うことになった。

攻撃面でも２回以降は12三振、散発３安打に抑え

られた。

立 命 館 大 学４００３０００：７
国際武道大学２１０００１０：４

［立］高森威吹希・○佐藤 夏己・高森威吹希－

田苗 遼平

(本)林 功一郎

［国］●柴田 將希・羽鳥淳之介－石井 翔太・

西浦 龍

(本))藏野 亘 (三)菅 守継 (二)西浦 龍

【評】立命館大学 好機に着実に加点！

立命館大は初回一死後、２番横内の投手前バン

ド安打に四球、敵失を絡め満塁とし５番佐藤の走

者一掃の中堅前安打で３点を先行、なおも走者三

塁が相手投手の暴投を誘い更に１点を加点した。

４回も安打と四球による無死一二塁の好機に３番

林が中堅越えに３点本塁打を放ち着実に加点した。

国際武道大は初回、一死二塁から菅の三塁打等

で２点、２回に３四死球に暴投で１点、６回、林

のソロホームランで１点を挙げたが敗退を喫した。

広島修道大学２１００００３：６
富 山 大 学１００００１０：２

［広］高田 祥吾・○岸本 陸－椋田 啓太

(本)椋田 啓太 (二)城 啓太

［富］●安岡 拓海－和氣健太郎

(三)渡邉 裕大 (二)松生 裕土

【評】好機を確実に生かした広島修道大学、勝利

を掴む！

広島修道大は初回、二死三塁で椋田が右翼越え

の２点本塁打を放ち、２回も先頭打者、城が右翼

右を抜く二塁打で出塁後、７番大川の中堅前安打

で１点を追加、７回には３安打２四死球でダメ押

しの３点を挙げ少ない好機に確実な適時打で得点

を重ね勝利を手にした。

富山大は１回、６回に１点を返したが、安岡投

手の制球難から７四死球に１本塁打を含む７安打

を打ち込まれ６点を献上し敗退することになった。

福井県立大学００００００１：１
熊本学園大学０１１００１ｘ：３

［福］●川村 尚之－佐古田 慎

(二)吉田 将紀

［熊］○金子 栄生－井上 晃輔

(本)田中 太一② (三)金子 栄生

【評】熊本学園大学 田中の２本の本塁打で逃げ

切る！

熊本学園大は２回、田中が左翼越えのソロホー

ムランを放ち、続く３回も二死無走者から中堅越

えに本塁打を放ち２点を先行し、６回も金子の三

塁打を含む３安打で１点を追加した。

福井県立大は７回、二死一塁から吉田の中堅越

え二塁打で１点を返すのが精一杯だった、熊本学

園大、金子投手に散発２安打に抑えられた。

東 海 大 学０００００００：０
環太平洋大学２０２１００ｘ：５
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［東］●高橋 祐輔・佐藤 拓矢－吉江 元希

［環］○萩原僚太郎・糸数昌太郎－山内 貴博

(本)須藤 雄杜・奥村 翼・山内 貴博・

桑村 晃輔 (三)吉永 文太

【評】環太平洋大学 ４本塁打、完封勝ち！

環太平洋大は初回、吉永が三塁打で出塁、二死後

４番須藤が左翼越えの本塁打で２点を先行、３回

奥村、山内がソロホームランを放ち２点を追加し、

続く４回も桑村がソロホームランで１点を追加、

得点全てが本塁打で挙げた５点だった。投げては

萩原、糸数の両投手が４安打、奪三振８と勝利に

大きく貢献した。

東海大は３回の無死満塁の好機に適時打が出ず

完封負けを喫した。

中 京 大 学２３００１００：６
国士舘大学４００１０２ｘ：７

［中］久本 廉・●関口 幸輝－大石 遼

杉村 優太

(二)近藤 大嗣・関口 幸輝・清水 公貴

［国］中島 悠貴・○中根 孝太－橋本 郁弥・

亀田 弦希

(本)横山 翔大・岡 龍太郎・中根 孝太・

亀田 弦希 (二)竹内 功

【評】国士舘大学 本塁打攻勢で辛うじて逃げ切

る！

初回逆転された中京大は２回、この回先頭打者

の６番清水が四球で出塁、７番関口が右中間を破

る二塁打で１点を返し、続く８番、９番の死球、

犠打バンドで一死二三塁の後、１番久本の右翼前

安打で２点を挙げ１点を先行することになった。

１点を追う国士舘大は４回に同点とするも、５

回に再度逆転を許し、６回一死無走者で、８番中

根、９番亀田の連続本塁打で逆転しそのまま逃げ

切った。両軍22安打の乱打戦になったが、４本の

本塁打を放った国士舘大に軍配が上がった。

▼２回戦（９月２日）

中 央 大 学０００００ ：０
日本体育大学０６１０ｘ ：７

［中］●歳川 幹大－山田 雄一

［日］○小山 玲央・岡部 樹滉－上田 郁也

(本)小貫 満郎 (三)廣嵜 龍也

(二)田中 亨昂 植田 涼

【評】日本体育大学、５回、７－０コールド勝

ち！

日体大は２回濱嵜の三塁打を含む５安打１四球

１敵失の打者一巡の猛攻で６点を奪取し、試合の

主導権を握った。３回も小貫の右翼越えの本塁打

で１点を追加し、投げては小山、岡部の両投手が

中央大打線を１安打完封し二塁も踏ませなかった。

敗退した中央大は５回を16人、12三振で終え攻

撃の隙さえ伺うことができなかった。

同 志 社 大 学０３０１００ ：４
日本福祉大学８０１１０1x ：11

［同］●谷下 巧祐－矢島 貴大

(三)濵谷 恒一 (二)兼古 達也・矢来 将汰

［日］○藤原 智徳・近藤 春人－寺地 宏平

(本)松村 駿・松山 和貴

(三)森川 凱貴

【評】日本福祉大学、満塁本塁打の猛攻でコール

ド勝ち！

日本福祉大は初回、松村の満塁本塁打を含む５

安打５四死球、打者13人の猛攻で一挙８点を挙げ

一方的な試合展開となった。２回以降も１本塁打

を含む７安打の攻撃で３点を追加しダメを押し勝

利を収めた。

同志社大は２回濱谷の三塁打を含む２安打１四

球で３点を返したものの、初回の谷下投手の制球

難による大量失点が日本福祉大に11－４の６回コ

ールド負けを喫することになった。

福 岡 大 学０００１０００：１
東京理科大学００３０００ｘ：３

［福］●多久島力也・海邊 和也－沢村 洋

(二)多久島力也

［東］○石崎 一輝－塩谷 陸

(本)尾形 洸亮 (三)塩谷 陸

【評】東京理科大学、散発４安打に抑え準々決勝
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戦へ繋ぐ！

東京理科大は３回、一死後尾形の本塁打で１点

を先行し、続く朝平の四球、小山の安打で一三塁

とし石崎の中堅犠牲フライ、塩谷の三塁左を抜く

三塁打で２点を挙げソツのない攻めで試合の主導

権を握った。

一方、福岡大は４回に１点を返したものの、東

京理科大の石崎投手に散発４安打、11三振を奪取

され勝利を献上することになった。

中京学院大学０７１４ ：12
大阪体育大学０００１ ：1

［中］○比嘉 竜哉・星出 和哉－前鼻 龍聖

(本)木村 健人・南村 海斗

(三)池端 謙太・大野 皓哉

(二)木村 健人

［大］●養父 勇希・井澤 大和－西坂 和哉

(本)西坂 和哉

【評】中京学院大学、長打攻勢でコールド勝ち！

中京学院大は２回南村のソロホームランで１点

を先行、続く池端が一死満塁で右翼右を抜くへ走

者一掃の三塁打を放ち一方的な試合展開となった、

結局この回２本塁打、２三塁打等の長打攻勢で７

点を挙げ試合の主導権を握った。

大阪体育大は４回も井澤投手の制球難から３四死

球４安打を許し４点を献上し、４回コールド負け

を喫した。攻撃面でも中京学院大の比嘉、星出の

両投手に１本塁打の１安打に抑えられ完敗の試合

だった。

香 川 大 学００００ ：０
早稲田大学４６０ｘ ：10

［香］●池田 拓海－今西 涼太

［早］○杖子 量哉・山内 壮起－実重 僚右

(本)前多 悠登・織部 雅之

(二)石井 智尋・実重 僚右

【評】早稲田大学 猛攻大量得点 完封勝ち！

早稲田大は初回、前多、織部の本塁打を含む５

安打１四球で４点を挙げ、２回も香川大の池田投

手の制球難に乗じて４四球１敵失３安打、打者10

人の猛攻で６点を奪取し４回コールド勝ちを収め

た。

香川大は早稲田大の杖子、山内両投手に散発３

安打に抑えられ完敗を喫した、１回の二死三塁の

好機に適時打が出ていれば完封は逃れたのが悔や

まれる。

立 命 館 大 学００１００００：１
神戸学院大学０１１０１０ｘ：３

［立］●高森威吹希・佐藤 夏己－田苗 遼平

(二)林 功一郎・田苗 遼平

［神］○奥田 拓海－芝 聖

(三)角井 勇太

【評】神戸学院大学 ４安打３得点で逃げ切る！

神戸学院大は２回、先頭打者廣瀬が四球で出塁

後、一塁犠打バンド、一塁野選等で１点を先行し、

３回も四球の走者を後続の２安打で１点を追加、

５回も角井が右翼越えの三塁打で出塁後、芦田が

中堅犠牲フライで返すソツのない攻めで３点を挙

げた。

立命館大は３回一死二塁の走者を敵失絡みで１

点を返すのみで、神戸学院大より多い７安打を放

ちながら７残塁と拙攻が敗因となり勝利を献上す

る結果となった。

広島修道大学０１１００００：２
熊本学園大学１４０１０２ｘ：８

［広］●高田 祥吾・岸本 陸－椋田 啓太

［熊］○金子 栄生・松永 総司－井上 晃輔

(本)田中 太一 (三)村上 隆生

【評】熊本学園大学 着実に加点、準々決勝戦へ

繋ぐ！

熊本学園大は初回、相手投手の制球難に乗じて

３四死球１安打で１点を先行し、同点の２回も一

死二塁から村上の右中間を抜く三塁打で１点を挙

げ、続く田中の中堅越え本塁打を含む２連続安打

で３点を追加した、４回も２四球を絡め無安打で

１得点、６回も敵失を絡めての２安打１四球で２

点を奪取し８点の大量得点で勝利を収めた。

広島修道大は３安打、四死球を絡めての２得点
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を挙げるのが精一杯だった。

環太平洋大学１００００００：１
国 士 舘 大 学６０００００ｘ：６

［環］●藤田 悠希・糸数昌太郎・萩原僚太郎・

先村 翼－山内 貴博

(本)吉永 文太

［国］中島 悠貴・○中根 孝太－橋本 郁弥・

亀田 弦希

(本)横山 翔大・中島 優人・

(二)岡村 祥吾・八角光太郎・亀田 弦希

【評】国士舘大学、一昨年の雪辱を晴らす！

国士舘大は２年前の決勝戦で環太平洋大と対戦

し敗退し、準優勝に甘んじた。１点を追う国士舘

大は１回裏、横山が先頭打者本塁打を放ち同点と

し、後続の中島の本塁打、岡村、八角の二塁打に

３四球を絡めこの回一挙６点を挙げた。２回以降

は中島（悠）、中根の両投手が４安打０点に封じ

準々決勝戦へと駒を進めた。

環太平洋大は初回吉永の本塁打で先行し、３回

の一死二三塁の好機に適時打が出ていれば試合の

流れが変わっていたかも知れない、初回の攻防が

勝敗を決定した。

▼準々決勝戦（９月２日）

日本体育大学００１０３５ ：９
日本福祉大学２０００００ ：２

［体］酒井 匠・岡部 樹滉・○豊本 翔貴・

小山 玲央－調 和政・上田 郁也

(本)櫻庭 佑輔・池田泰一朗

(二)田中 亨昂・濱田 慎

［福］●近藤 春人・加島 佳明・近藤 春人－

寺地 宏平

(二)寺地 宏平

【評】日本体育大学、６回余裕の逆転コールド勝

ち！

１点を追う日体大は５回、この回先頭打者の櫻

庭が中堅越えのソロホームランで追いつき、その

後二死三塁から小貫、濱田の連続安打で２点を追

加しあっさり逆転した。続く６回、池田の左中間

越えの本塁打を含む４安打１四球で５点を奪取し

得点差コールド勝ちで、明日の準決勝戦へと駒を

進めた。

一方敗退した日本福祉大は初回、一死一塁から

松山以下の３連打で２点を先行したが、日体大の

酒井を含む４投手に２回以降、散発４安打無得点

に抑えられた。

中京学院大学００００００１：１
東京理科大学０００００００：０

［中］○比嘉 竜哉・田上 順也－前鼻 龍聖

(本)桶師 凌

［東］●石崎 一輝－塩谷 陸

【評】中京学院大学、薄氷の勝利で準決勝戦へ！

両軍得点を譲らず、中京学院大が７回一死後、

３番桶師の中堅越えの本塁打で待望の１点を挙げ

た、これが決勝点となり準決勝戦へと駒を進めた。

惜敗した東京理科大の石崎投手は打者23人に対

した１安打を許しただけだが、この１安打が決勝

本塁打となり悔やむにも悔やまれぬ結果となった。

７回以外は１回と６回に四死球の走者を出しただ

けで、二塁も踏ませない投球内容だった。攻撃面

では、６回一死、二三塁で後続が連続三振に倒れ

たのが痛かった。

早 稲 田 大 学１０２０００１：４
神戸学院大学００１０１００：２

［早］○杖子 量哉－実重 僚右

(二)川上 卓也・織部 雅之

［神］●大元 聖人・奥田 拓海－芝 聖

(本)窪木 海斗 (三)久田 莉也

【評】早稲田大学、10安打 10残塁の拙攻でも勝

利！

早稲田大、初回一死後高橋が四球で出塁、続く

川上が一塁手越えの安打で一三塁とし相手投手の

暴投により難なく先制点を挙げた、３回も川上、

織部の二塁打を含む２安打１四球で２点を追加し

７回も２安打１敵失で１点を挙げ逃げ切ったが10

残塁は今後に課題を残す結果となった。

敗退した神戸学院大は、窪木の本塁打等で２点
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を返したものの力及ばず準々決勝で散ることとな

った。

熊本学園大学０００００００：０
国 士 舘 大 学０２００００ｘ：２

［熊］●金子 栄生－井上 晃輔

(二)廣瀬 慶大

［国］○中島 優人・中島 悠貴－橋本 郁弥●

【評】国士舘大学、３安打完封で準決勝戦へ！

国士舘大、２回二死一塁で竹内の三遊間安打で

一二塁とし、続く新部の右翼前安打で２点を先制

した。結果的にこの２点が決勝点になり、投げて

は中島（優）、中島（悠）の両投手が熊本学園大

を三塁を踏ませない、無四死球、散発３安打の完

封に抑えた。

敗退した熊本学園大は７回に先頭打者廣瀬が左

翼を破る二塁打で出塁したが得点できず、来年以

降の課題として残った、好機に確実な適時打の練

習に励むことだ。

▼準決勝戦（９月３日）

日本体育大学１０２０１０３：７
中京学院大学０００００００：０

［日］○豊本 翔貴・岡部 樹滉－上田 郁也

(本)池田泰一朗・櫻庭 佑輔②

［中］●星出 和哉・寶田 優斗・田上 順也－

前鼻 龍聖

【評】日本体育大学、本塁打攻勢で決勝戦へ！

日体大、１点先行の３回二死一塁で４番池田の

左翼越えの２点本塁打、５回、１番櫻庭のソロホ

ームラン、続く７回も櫻庭のこの試合２本目の３

点本塁打でダメを押し、勝利を確実なものにし決

勝戦へ駒を進めた。

一方、敗退した中京学院大は、日体大の豊本、

岡部の両投手に１安打完封を許し４回以外、３人

で抑えられ攻撃の機会さえ伺えず大敗を喫した。

国士舘大学１０２０１２０１：７
早稲田大学３００１２００2x：８

［国］中島 悠貴・中島 優人・●中根 孝太－

橋本 郁弥

(本)横山 翔大 (二)中島 優人

［早］○杖子 量哉－実重 僚右

(本)前多 悠登・梶谷 陽介

【評】早稲田大学、乱打戦を制して逃げ切る！

１点を追う早稲田大、延長８回、タイブレーカ

ー走者をこの回先頭打者の４番鳥岡が中堅越え安

打で同点とし、続く前多の中堅前安打でサヨナラ

勝ちを収めた。

敗退した国士舘大は、３回１本塁打を含む４安

打を放ち２点を挙げ同点とし、なおも一死一三塁

の好機に適時打が出なかったのが悔やまれる。結

果として、早稲田大より多い13安打を放ちながら

11残塁と拙攻が敗因である。

▼決勝戦（９月３日）

日本体育大学５１２００ ：８
早 稲 田 大 学０００００ ：０

［日］○小山 玲央－上田 郁也

(本)田中 亨昂② (二)池田泰一朗

［早］●杖子 量哉－実重 僚右

【評】日本体育大学、連覇で３０回目の優勝を果

たす！

日体大は初回、５番田中亨の３点本塁打を含む

６安打２死球、打者一巡の猛攻で５点を奪取し試

合の主導権を握った。２回、田中亨のこの試合２

本目のソロホームラン、３回も３安打１死球で２

点を挙た。守っては、エース・小山がその得点差

に関係なく、初回から「熱の入った」ピッチング

を展開。スピード・切れ味ともに抜群のライズ・

ドロップで押しまくり、圧巻の11奪三振、ノーヒ

ットピッチングという要求内容で完封。決勝戦を

８－０の５回コールド勝ちを収めて堂々の大勝で

連覇を飾った。

一方、早稲田大は約３時間に及んだ直前の準決

勝戦で「体力」を奪われてしまったのか、イイと

ころなく完敗。日体大、小山投手の前に失策と四

球で走者を出すのが精一杯。５回を打者17人、無

安打、11三振に抑えられる大敗で涙をのんだ。
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イ ン カ レ 優 勝 ま で の 軌 跡

日本体育大学男子ソフトボール部主将 池田泰一朗

昨年のチームでもインカレ優勝を果たした日体

大は、新チームの発足も他のチームより遅いスタ

ートになりました。レギュラーだった４年生も多

数抜け、当初はチームとしての経験不足を露呈し、

秋リーグではコールド負けも経験しました。キャ

プテンとしてなにをすべきなのか、どうすれば勝

てるのか悩みました。そこからとにかく自分にも

厳しく、周りにも厳しく、言いたくないこともそ

れが栄光に繋がると思い妥協しませんでした。個

人的には下級生のころを思い出そうと、無我夢中

でトレーニングやバットを振り込みました。チー

ム全体としてもトレーニングの量も増やして、継

続的に体重管理などトレーナーと一緒になって行

ってきました。確実にどこの実業団チームにも負

けない練習量を積んできた自信が春先からのシー

ズンに生きたと実感しています。もともとポテン

シャルの高い選手が多いチームでしたが、弱い方

に楽な方に逃げてしまう選手が多いチームでした

が、結果が出るにつれて妥協しない選手が増えた

のがチームとしては大きかったなと思います。

キャプテンになって大切にしていた言葉があり

ます。それは「主将力」です。この一年間どこに

行っても日体大は勝って当たり前だと言われ続け

ました。改めて強いチームにいれる、みんなが認

めてくれているんだと思う反面、それはものすご

いプレッシャーになっていました。勝てる喜び、

負ける悔しさといった勝負の醍醐味が勝っても勝

ってもいつか大事な時に負けるんじゃないかと思

うようになり、試合をするのも練習に行くのも嫌

になった時期がありました。そんなときにこの言

葉に心を動かされました。キャプテンとはチーム

の顔であり、大きな幹でなければならないと。ど

れだけ周りを見ることができているか、応援して

くださる人や陰で支えてくださる人にどれだけ感

謝を伝えられるか、キャプテンの言動や行動がチ

ームの指針になるので中途半端なことはできない

とそこで腹をくくれたと思います。自分は周りに

頼るのがへたくそだったので苦労しましたが、同

期も見えないところでフォローしてくれたり、後

輩への声掛けをしてくれたりと本当に感謝してい

ます。最後になりますが今年は新チームになった

時から絶対アベック優勝しようと女子部と話して

いたので、それが現実になってすごく嬉しいし周

りの人の反応を見て、すごいことなんだなと実感

しています。もうすでに新チームがスタートして

いますが、ぜひ来年も力を合わせてアベック優勝

を成し遂げてほしいと思います。たくさんのご支

援とご声援に感謝致します。ありがとうございま

した。
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全日本大学(男子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝 ２位 ３位 入賞 大学名 優勝 ２位 ３位 入賞

日本体育大学 ３０ ５ ４ １ 国際武道大学 １ １

国 士 舘 大 学 ４ ８ ７ 都留文科大学 １

早 稲 田 大 学 ４ ４ ７ 広島修道大学 ４

中 京 大 学 ３ ６ ７ １ 九州東海大学 ２

東 海 大 学 ２ ５ ６ 茨 城 大 学 １

立 命 館 大 学 ２ ２ ３ １ 愛 媛 大 学 １

沖縄国際大学 ２ ２ 愛 知 大 学 １

京都産業大学 １ ４ ５ 大阪体育大学 １

中京学院大学 １ １ ２ 山梨学院大学 １

環太平洋大学 ２ １ １ 龍 谷 大 学 １

琉 球 大 学 １ 九州産業大学 １

福 岡 大 学 ４ ８ １ 熊本学園大学 １

高崎経済大学 ３ １ 九州共立大学 １

同 志 社 大 学 ３ １ 高知工科大学 １

学 習 院 大 学 １ ２ 城 西 大 学 １

神戸学院大学 １ ６ 常 葉 大 学 １
関 西 大 学 １ ６

３位更新済み ※53回連続出場校：日本体育大学・早稲田大学・国士舘大学

男子大会打撃ベスト10（規定打席数12以上）
順 打 打 安 得 打 犠 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 塁 打撃率 合
位 席 数 打 点 点 バ 飛 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 数

1 中島 悠貴 国 士 舘 14 12 8 3 3 0 0 2 0 1 2 5 0 10 0 0 0 0.６６７ ４

2 田中 亨昂 日本体育 13 13 7 5 6 0 0 0 0 2 0 2 0 7 3 0 2 0.５３８ ５

3 前多 悠登 早 稲 田 16 13 6 5 6 0 0 3 0 2 3 3 0 9 2 0 2 0.４６２ ５

4 池田泰一朗 日本体育 17 16 7 3 10 0 0 0 1 0 0 2 0 8 2 0 2 0.４３８ ５

5 廣嵜 龍也 日本体育 16 14 6 5 4 0 0 2 0 2 0 1 0 8 0 1 1 0.４２９ ５

5 櫻庭 佑輔 日本体育 16 14 6 7 6 0 0 1 1 1 1 1 0 8 3 0 0 0.４２９ ５

7 植田 涼 日本体育 13 12 5 4 2 0 0 0 1 0 1 2 0 6 0 0 1 0.４１７ ５

8 小貫 満郎 日本体育 14 13 5 4 3 0 0 1 0 0 0 2 0 6 1 0 0 0.３８５ ５

8 鳥岡 健 早 稲 田 16 13 5 4 8 0 0 3 0 1 1 4 0 8 1 0 0 0.３８５ ５

10 川上 卓也 早 稲 田 15 11 4 5 1 0 1 2 1 0 2 4 0 7 0 0 1 0.３６４ ５

男子大会投手成績ベスト８ （規定投球イニング数11以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試
選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

1 小山 玲央 日本体育 13 43 42 2 0 0 0 1 0 32 0 0 0 177 0.00 3 0 4

2 比嘉 竜哉 中京学院 15 1/3 55 51 6 1 1 1 2 1 25 1 0 0 223 0.46 3 0 3

3 奥田 拓海 神戸学院 17 2/3 77 68 18 4 2 1 7 1 27 0 0 0 299 0.79 2 0 3

4 石崎 一輝 東京理科 21 74 67 6 3 3 1 3 3 33 1 4 0 309 1.00 2 1 3

5 金子 栄生 熊本学園 17 72 59 9 5 4 0 9 4 23 0 0 0 301 1.65 2 1 3

6 中根 孝太 国 士 舘 12 52 47 14 5 4 1 1 3 10 0 1 0 172 2.33 2 1 3

7 歳川 幹大 中 央 13 62 54 18 12 6 3 3 2 14 1 1 0 206 3.23 1 1 2

8 杖子 量哉 早 稲 田 29 133 120 35 19 14 3 5 5 17 5 2 0 474 3.38 4 1 5



文部科学大臣杯第53回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

会期：平成30年８月31日(金)～９月３日(月)

会場：石川県金沢市／専光寺ソフトボール場

大会概要

日本体育大 14年ぶりの「王座奪還」

大会記録長：佐藤 正典

標記大会は、加賀百万石の城下町、日本三大名

園の一つ兼六園が有名な金沢市の専光寺ソフトボ

ール場で開催された。大会には全国各地の厳しい

予選を勝ち抜いた精鋭３２チームが集結し、大会

初日から熱戦が繰り広げられた。

大会初日は不安定な天候の中、各球場１試合目

はなんとか消化したが、２試合目序盤に降雨が激

しくなりサスペンデッドとなり２日目に順延。翌

日も明け方までの雨の影響から関係者総出でグラ

ウンドを整備し、１時間半遅れでの開始となり１

回戦を消化するだけとなった。３日目以降はさわ

やかな好天に恵まれ、予備日を使ってなんとか大

会を終えることができた。

大会最終日にベスト４に勝ち上がったのは、今

大会７本塁打と打線好調で、過去18回の優勝を誇

り一昨年準優勝で王座奪還を狙う日本体育大学。

前日に「スミ１」を守り切った、４回目の栄冠を

目論む東北福祉大学。ここまで３試合を１点差で

接戦をものにし、日体大に次ぐ過去15回優勝の東

京女子体育大学。昨年準優勝で、ここまで３試合

を無失点と投打がかみ合い危なげない試合運びで

雪辱を誓う園田学園女子大学。

決勝には、日本体育大と園田学園女子大が「学

生日本一」を目指して激突した。決勝戦は一進一

退の攻防を繰り広げ、土壇場で逆転した日本体育

大がサヨナラで14年ぶり19回目の優勝をもぎ取っ

た。

特筆すべき記録としては、日本体育大が城西大

学との２回戦で、１イニング３本塁打を、またＩ

ＰＵ・環太平洋大学と準々決勝で１試合４本塁打

の新記録を樹立した。

個人記録に目を向けると、投手部門では、日本

文理大学の阿南投手が２試合連続完封の防御率0.

67、奪三振12と好投している。打撃部門では、日

本体育大の田沼が６割２分５厘。園田学園女子大

の下山が５割３分８厘の高打率をマークしている。

大会講評

古豪 日本体育大14年ぶりの優勝

北信越地区常任理事：岩間 英明

全試合会場にバックスクリーン、スコアボード、

観客席を備えた国内でも屈指のソフトボール専用

球場である金沢市専光寺ソフトボール場が第53回

大会の会場となった。

決勝戦はインカレ最多優勝を誇り投打にスキの

ない日本体育大と、ここ10年間で４強に７回進出

している園田学園女子大の名門校同士が、がっぷ

りと四つに組む大熱戦となった。２回表、園田学

園女子大が２本の安打に失策を絡めて１点を奪い

先制したものの、日本体育大がすかさずその裏、

２本の長打と四球で２点をあげ逆転する。しかし、

園田学園女子大は５回に適時打で同点に追いつく

と、６回にも再び適時打で１点を加え再逆転。試

合の流れからこのまま園田学園女子大が押し切る

かにみえたが、最終回、粘る日本体育大は先頭の

９番山田が安打で出塁すると、１番亀田の二塁打

であっさり同点、さらに１死から２四球で満塁と

した後、５番飯田がサヨナラ打を左前へ運び、劇

的なサヨナラ勝ちを収め、14年ぶり19回目の優勝

を果たし、古豪復活を印象づけた。

また、伝統校の東京女子体育大が６年ぶり、強

豪東北福祉大が８年ぶりに４強進出を果たした他、

接戦を勝ち抜き８強へ進出した武庫川女子大、今

大会唯一の初出場校白鴎大の戦いぶりなども注目

された大会であった。
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文部科学大臣杯第53回全日本大学女子ソフトボール選手権大会

８月31日(金)
９月１日(土) ９月２日(日) ９月３日(月)

１．I P U ･ 環 太 平 洋 大 学(12) ９
３

２．日 本 女 子 体 育 大 学(49) ０
１

３．山 梨 学 院 大 学(10) ０
２

４．中 京 大 学(43) ２
３

５．岐 阜 経 済 大 学(３) １
11

６．日 本 体 育 大 学(53) ４
７

７．城 西 大 学(16) ４
２

８．大 阪 青 山 大 学(３) １
４

９．美 作 大 学(５) ３
１

10．白 鴎 大 学(初) ２
０

11．早 稲 田 大 学(15) ２
２

12．武 庫 川 女 子 大 学(43) ３
０

13．福 岡 大 学(20) ０
６ 東北福祉大学

14．東 北 福 祉 大 学(16) ７ 日

（

１
15．奈 良 学 園 大 学(３) ３ 本14

０ 年
16．星 城 大 学(２) １ 体ぶ

り
17．東 海 学 園 大 学(17) ３ 育19

９ 回
18．淑 徳 大 学(18) ０ 大目

３
19．国 士 舘 大 学(24) ４ 学

）

１ 東京女子体育大
20．環太平洋大学短期大学部(21) ２

０
21．大 阪 大 谷 大 学(16) ８

６
22．東 京 国 際 大 学(７) ０

４
23．東 京 女 子 体 育 大 学(53) ６

７
24．立 命 館 大 学(16) ４

３
25．神 戸 親 和 女 子 大 学(18) ３

０ 園田学園女子大
26．松 本 大 学(13) １

０
27．東 京 富 士 大 学(７) ０

１
28．日 本 文 理 大 学(８) １

８
29．関 西 大 学(３) ３

０
30．東 海 大 学(30) ５

２
31．富 士 大 学(14) ０

11
32．園 田 学 園 女 子 大 学(41) ６

※（ ）内は出場回数で、校名変更のあった大学は以前の名称での出場も含む。
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試合結果

▼１回戦（８月31日・９月１日）

環 太 平 洋 大 学０００６０３ ：９
日本女子体育大学００００００ ：０

［環］○吉井 朝香・上村 紗輝・比嘉瑛里衣－

米倉 綾香

(三)有吉 茜

(二)桃原 祐里・有吉 茜・岡田 莉歩

［日］●鈴木 美帆・山本 優花－久保かえで

【評】ＩＰＵ・環太平洋大学 先発全員安打でコ

ールド勝ち！

ＩＰＵ・環太平洋大が４回に４連続を含む６安

打、打者一巡の集中打で一挙６点を挙げ試合を優

位に進めると、終盤６回に有吉の三塁打などで３

点を追加し得点差コールドで初戦大勝した。

日本女子体育大は２、４回に安打を放つも得点

できず２安打に終わり、初戦を突破できなかった。

中 京 大 学０００１０１０：２
山梨学院大学０００００００：０

［中］○金丸侑志帆－高山美蓉子

(三)川口 茉菜②

(二)佐藤 果歩・杉本 梨緒

［山］●豊田 彩乃－菊池 朋美

【評】中京大学 金丸が圧巻の１安打完封！

試合開始から再三の好機を逃していた中京大は

４回表に二死から安打・内野失で二進の舟橋を二

塁に置いて８番山本が右翼線にはじき返して待望

の先取点を挙げた。終盤６回にも川口の三塁打と

１番高瀬の適時打で貴重な追加点を挙げ試合を決

めた。先発金丸はストライク先行で許した走者は

失策を含め３人だけ。外野まで運ばれたのも２本

と圧巻の投球で完封。

一方の山梨学院大は敵失とバント安打で一死一

二塁と反撃を試みたが後続が併殺に打ち取られた。

終わってみれば１安打２四球と振るわず金丸に抑

え込まれた。

日本体育大学０３００１００：４
岐阜経済大学００００００１：１

［日］○白井 桃佳・鈴木 杏佳・橋口 紫織－

安川 裕美

(三)亀田 栞里・須藤麻里子

(二)田沼 華乃

［岐］●鈴木 彩芽－藤原 穂香

(二)多賀 楓

【評】日本体育大学 先制３点逃げ切る！

初回に二死満塁の好機を逃した日本体育大は、

２回二死一二塁で亀田が左中間に三塁打を放ち２

者を迎え入れ、続く田沼の適時打でこの回３点を

先制し主導権を握った。その後５回にも須藤の中

越三塁打と安川の内野安打で１点を追加し快勝し

た。

岐阜経済大は７回、この回先頭の多賀が右中間

三塁打を放ち次打者の犠飛で意地の１点を返した

が、反撃が遅すぎた。

大阪青山大学０１０００００：１
城 西 大 学１０２０１０ｘ：４

［大］●川添 恵・沖島 由奈・川添 恵－

長井みなみ

(本)杉本明里紗 (二)杉本明里紗

［城］○遠藤 光姫・松崎 美南－江口 菜摘

(三)鈴木 美結

【評】城西大学 理想的な試合運びで快勝！

城西大は初回に鈴木の三塁打と連続四球で一死

満塁とし富沢の中犠飛で１点を先制した。同点と

された３回、３安打と敵失で２点を挙げ主導権を

握った。後半５回には無死満塁の好機を掴み、投

ゴロ併殺の間に二塁走者富沢が好走塁で本塁を突

き貴重な追加点を奪い、先制、追加、ダメ押しと

着実に加点し追う大阪青山大を振り切った。

大阪青山大は２回に杉本が左翼に本塁打を放ち

同点に追いついたが、３回以降は毎回のように走

者は出すものの要所を抑えられ得点することがで

きなっかた。

白鴎大学００００００２０：２
美作大学０１０１０００1x：３

［白］井野口茉由・●薄井貴代奈－髙橋 亜実

(二)藤川 寧々・猿橋 双葉
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［美］○溝田 玲奈－荻野 真鈴

(二)末本 歩美

【評】美作大学 タイブレーカーを制す！

少人数部員同士の対決はタイブレークにもつれ

込んだ。７回に追いつかれた美作大はタイブレー

カーの８回裏、無死一二塁で萩野の三塁前バント

が犠打野選を誘い満塁。このサヨナラの好機に５

番麦谷が中堅に犠飛を打ち上げ、接戦に終止符を

打った。

白鷗大は土壇場の７回、井野口、猿橋の連続二

塁打と吉田の適時打で２点差を追いついたが、あ

と１本が出ず涙を飲んだ。

早 稲 田 大 学００２００００：２
武庫川女子大学０００１００2x：３

［早］廣瀬 夏季・伊藤貴世美・●増田 侑希－

手塚麻菜美・加藤 千陽

(二)神 樹里乃・増子 奈保

［武］脇山 朱音・立目 静奈・○久保田菜々香

－福元 美紗

【評】武庫川女子大学 逆転サヨナラ勝ち！

２点を先行された武庫川女子大は４回に１点を

返し迎えた７回、代打谷本が一二塁間を破り出塁、

６番福元のバント安打で反撃の狼煙をあげた。続

く７番代打中村の投飛が併殺となり万事急須と思

われたが、８番代打浅野の右前適時打で土壇場で

同点に追いついた。奥田も一二塁間安打で続き、

先頭に戻り津田の内野ゴロが敵失を誘い競り勝っ

た。

早稲田大は３回一死から増子の右中間二塁打、

二死後５番加藤、６番網島の連続適時打で２点を

先取した。その後も毎回のように塁上を賑わすも

２併殺を喫し追加点を奪えなかった。

福 岡 大 学０００００ ：０
東北福祉大学００２０6x ：８

［福］●増本 亜美－片山 瑠奈

(二)野村美沙希

［東］○永谷 真衣－三浦 愛佳

(三)南 亜子・山北 莉乃

【評】東北福祉大学 ５回一気６点、コールド勝

ち！

東北福祉大は３回一死から四球、犠打、四球で

二死一二塁の好機に２番南の右中間適時三塁打で

２点を先行した。５回には山北の右越２点三塁打

などで一挙５点を挙げコールド勝ちした。先発の

永谷は５回こそ連続安打を許したが８奪三振の好

投を見せた。

福岡大は２点を追う５回に、この回先頭の５番

野村が左越二塁打で出塁、児玉も中前安打で続き

無死二三塁の同点期を掴んだが、後続が打ち取ら

れ一矢を報いることができなかった。

奈良学園大学００００２１０：３
星 城 大 学０００１０００：１

［奈］○山中 美来－堀 あかね

(二)堀 あかね

［星］●松岡 里歩・中村 瑠伽・中嶋 瑠々－

榊原 桜

(三) 榊原 桜

【評】奈良学園大学 終盤に地力、逆転勝ち！

４回に１点を先行された奈良学園大は５回一死

から９番代打の上村、１番曾木の連続安打で好機

を掴み、犠打で走者を進め、ここで３番鎌田が中

前に弾き返し２点を奪い逆転した。続く６回には

死球、犠打の走者を二塁において７番堀が三塁線

を破る適時二塁打を放ち、貴重な追加点を挙げ試

合を決めた。

星城大は４回一死から５番榊原（桜）が中越三

塁打で出塁すると、続く代打の小林が期待に応え

右翼へ犠飛を打ち上げ均衡を破る１点を挙げたが、

その後は山中投手の前に２安打と振るわず涙を飲

んだ。

淑 徳 大 学０００００００：０
東海学園大学０２０００１ｘ：３

［淑］●朝倉 莉奈－小澤 陽

［東］○竹田 早希・原内 智香－棚町 佳奈

(二)昆野 藍加

【評】東海学園大学 完封リレー！
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東海学園大は２回二死から四球、内野安打の走

者を置いて９番昆野が走者一掃の左越二塁打で幸

先よく２点を先制した。終盤６回には棚町の三塁

横の安打、犠打失、犠打で一死二三塁とし、８番

細川が左翼へ犠飛を打上げ貴重な追加点を挙げ勝

利を決めた。投げては先発武田、継投原内の両投

手が好投し無失点に抑えた。

淑徳大は３回と４回に得点圏に走者を進めたが、

あと１本が出ず、先発朝倉を援護できなかった。

国 士 舘 大 学１０１０００２：４
環太平洋大学短大１０１００００：２

［国］丸山 桃花・○小島 亜夢－本田 渚沙

(二)角田美華子・本田 渚沙

［環］森 千晴・阿部 優香・●浅井 夏海・

横山菜々子－久高 亜美

(本)村岡 香菜

(二)山崎 千佳・久高 亜美

【評】国士舘大学が競り勝つ！

国士舘大は、２対２の同点で迎えた７回一死か

ら２番角田、３番篠原の連続安打と４番本田の左

越二塁打で２点奪い試合を決めた。投げては先発

丸山、継投小島の両投手が毎回走者を出し危うい

試合運びだったが、２併殺など好守備に助けられ

た。

環太平洋大学短期大学部は１点を先行された初

回、村岡の左中間本塁打で追いつき、追加点を奪

われた３回にも５番久高の右中間適時二塁打で再

び追いついたが、勝ち越しすることが出来ず、相

手を上回る11安打を放ちながらも勝利にはあと一

歩届かなかった。

大阪大谷大学１０１０２４ ：８
東京国際大学００００００ ：０

［大］○吉﨑菜々海－殿井 綾

(二)殿井 綾②・森山 春奈②・領家 妃奈

［東］●千葉 彩香－尾田 海音・千葉 彩香－

大塚あすか・中村 仰

(三)中津 日和

【評】大阪大谷大 着実に加点しコールド勝ち！

大阪大谷大は投打がかみ合い、着実に加点し６

回コールド勝ちした。初回、殿井の左中間二塁打

で先制。３回、５回に１点づつ加点し、６回には

９番領家、１番森山の連続適時二塁打で３点、一

死後この試合ここまで３連続安打の殿井が中越二

塁打を放ちさらに１点を追加し東京国際大を突き

放した。

東京国際大は３回二死から中津、大國の連続安

打と死球で満塁と反撃の糸口を掴んだが、続く大

塚が粘った後の11球目を捕邪飛に打ち取られた。

５回にも中津が右越三塁打で出塁したが後続が打

ち取られ零封された。

東京女子体育大学００００５０１：６
立 命 館 大 学０００００４０：４

［東］○久本 美波・柳橋 里奈・高橋 耶也

－比護奈保子

［立］●山口 希・本田 明梨－日吉野乃子

(三)大西ゆりか

【評】東京女子体育大学 ４回に５得点、逃げ切

る！

東京女子体育大は４回無死から須田、石野の連

続安打と野選で満塁の好機を作り上島の犠飛で１

点を先取。その後も古谷、貝沼の連続適時打など

この回打者一巡の猛攻で５点を奪い主導権を握っ

た。６回には花岡の適時打で１点を加え、立命館

大を振り切った。主戦の久本は５回２／３を被安

打３、７奪三振、無失点と好投した。

立命館大は６点差を追う６回に、２四球と８番

大西の左翼線三塁打を含む長短打で４点を返した

が、最後は再出場した久本投手に抑え込まれた。

５回の大量失点が響いた。

松 本 大 学００１００００：１
神戸親和女子大学２００００１ｘ：３

［松］●大西 由美・多田 春菜－草場 夏実・

・寺田 優花

(三)甲田のどか

［神］○有元 茜－東田 海愛・山口 歩

(二)東田 海愛・井藤 成美・石塚エリナ
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【評】神戸親和女子大学が逃げ切る！

神戸親和女子大は、初回３番東田の左越え適時

二塁打で先制、さらに５番井藤の左越え適時二塁

打で１点追加し試合の主導権を握った。１点差に

詰め寄られた終盤６回には二死一塁から代打の石

塚が中越二塁打でダメ押しの追加点を入れ逃げ切

った。先発有元は７安打を打たれたが１失点で完

投した。

松本大は３回に甲田、熊野の連続安打と暴投で

１点を返した。５回二死から甲田の右越三塁打で

同点機を掴んだが、あと１本が出なかった。１回

に救援した多田が力投していただけに打線の援護

が欲しかった。

東京富士大学０００００００：０
日本文理大学０１００００ｘ：１

［東］●黒木 美紀－星野ひかり

(二)西 愛美

［日］○阿南 恵子－乙津向茄秋

【評】日本文理大学 阿南、粘投で完封！

日本文理大は２回一死から乙津が遊撃内野安打

で出塁、次打者三振のあと有吉が三塁内野安打で

先制の好機を掴み、続く９番堀口の遊撃内野安打

で先取点を奪った。３本の内野安打で奪ったこの

１点を先発阿南が、走者を背負うものの粘り強く

要所を締め完封した。

東京富士大２回以外は塁上を賑わし、７回には

敵失、安打、２盗塁で一死二三塁と逆転機を掴ん

だが、後続が投ゴロ、最後は三塁直飛で本塁を踏

めず惜敗した。

関西大学００２００１０：３
東海大学０２３０００ｘ：５

［関］●髙井 菜々・杉本 樹菜－日吉 里香

(二)鎌塚 玲美・辻 楓

［東］○矢作 実緒－渡邉 真央

(三)野崎 杏郁

【評】東海大学 接戦を制す！

東海大は、同点に追いつかれた直後の３回に一

死から渡邉（真）、遠畑の連続安打、盗塁で二三

塁とし６番野崎の左中間を深々と破る三塁打で２

点、続く佐藤の投前バント安打でさらに１点を奪

い試合の流れをつかみ、先発矢作が相手の攻撃を

しのぎ勝利した。

関西大は６回に石橋の内野安打を足掛かりに野

選で１点を返し２点差と迫った。７回には３番辻

が中越えの二塁打を放ったがあとが続かず、勝利

までには届かなかった。

園田学園女子大学１００００５０：６
富 士 大 学０００００００：０

［園］○秋豆 朱音・小西 彩未－椛山 奈々

(三)下山 絵里

(二)中村 優花・椛山 奈々

［富］●苅込 千波－ 相馬 里砂

【評】園田学園女子大学 終盤６回に集中打！

園田学園女子大は初回、先頭の中村が左中間二

塁打で口火を切り内野ゴロの間に幸先よく１点を

先行。膠着状態が続いた後、終盤６回椛山が左中

間二塁打、下山が左越三塁打と連続適時打で２点

を追加し、この回打者一巡７長短打の猛攻で５点

を奪い圧勝した。投げては先発秋豆、継投小西が

被安打４の好投を見せ零封した。

富士大は、３回一死から９番山口が中前安打で

出塁、１番金田も右前安打と続いたが一塁走者が

三塁を欲張り右翼手の好返球で三塁憤死。次打者

が左前安打を放っていただけに悔やまれる。

▼２回戦（９月２日）

中 京 大 学０１１０００００：２
環太平洋大学０００１１００1x：３

［中］丹羽 萌・寺澤小百合・丹羽 萌・

●金丸侑志帆－高山美蓉子

(三)佐藤 果歩

(二)山元 綾乃・佐藤 友香

［環］○吉井 朝香－米倉 綾香

(二)米倉 綾香

【評】環太平洋大学 延長８回サヨナラ勝ち！

２点を先行されたＩＰＵ・環太平洋大は４回と

５回に相手守備の乱れに乗じ得点し同点に追いつ
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いた。タイブレークに突入した８回は、ここまで

３安打の米倉が三振に倒れ、５番中川は勝負を避

けられ故意四球、続く桃原の犠打が野選を誘い一

死満塁。この好機に岡田の一塁内野安打でサヨナ

ラの走者を迎え入れた。

中京大は２回に山元の中越適時二塁打、３回に

佐藤（果）の右越三塁打などで２点を先行した。

その後も得点圏に走者を進めたがあと１本が出ず、

８回は二塁走者が遊撃直飛で併殺され得点するこ

とができなかった。

城 西 大 学０００２０ ：２
日本体育大学７０４０ｘ ：11

［城］●遠藤 光姫・松崎 美南・遠藤 光姫・

市沢 美佳－江口 菜摘

(二)金子 知香

［日］○長谷川鈴夏・浅井 茉琳－安川 裕美

(本)亀田 栞里・竹中 真海・木原菜々子

(三)山田 柚葵

(二)安川 裕美・田沼 華乃・竹中 真海

【評】日本体育大 木原が満塁本塁打！

日本体育大は、初回亀田が先頭打者本塁打を放

ち強力打線に火をつけた。四球後竹中が右越２点

本塁打、その後も四球、中前安打、打撃妨害と攻

め８番木原がセンターに大会通算７本目となる満

塁本塁打を打ち込んだ。この回打者13人、７安打

の猛攻で一挙７点を挙げ、３回にも４点を加え圧

勝した。この１イニング３本塁打は奇しくも昭和

55年に同じ金沢市で記録された１イニング２本塁

打を38年ぶりに更新した。

城西大は４回に３番金子の右中間適時二塁打と

敵失などで２点を返したが、序盤の大量失点が響

いた。

武庫川女子大学００００１０１：２
美 作 大 学１００００００：１

［武］脇山 朱音・○久保田菜々香－福元 美紗

［美］●溝田 玲奈－荻野 真鈴

(二)荻野 真鈴

【評】武庫川女子大 ７回に決勝点、逆転勝ち！

武庫川女子大は１点を追う５回、安打、盗塁、

犠打で二死三塁の好機を掴むと４番後藤の左前適

時打で同点に追い付いた。７回には二死から前田

の二遊間安打、四球で一二塁と好機を掴んだ。続

く代打の４、６球目にまさかの暴投で勝ち越し点

をもぎ取った。投げては２回途中から救援した久

保田が被安打１、無失点と好投し勝利に貢献した。

美作大は初回に左前安打の比嘉を手堅く犠打で

進め、この好機に萩野が期待に応えて右越適時二

塁打を放ち１点を先制した。２回以降は久保田に

要所を締められ得点することができなかった。

奈良学園大学０００００００：０
東北福祉大学１０００４１ｘ：６

［奈］●馬本 実侑・山中 美来・尾髙 杏花－

堀 あかね

［東］○保坂 鼓・工藤 遥－三浦 愛佳

(三)山北 莉乃・小野寺セリカ

(二)山北 莉乃

【評】東北福祉大 先発保坂、６回１安打無失

点！

東北福祉大は初回に先頭の山北が右越三塁打で

出塁、一死後３番大石が二遊間を抜く適時打で１

点を先制。５回には佐々木（佳）の右翼線適時三

塁打など５安打で４点を加え、６回にも山北の適

時打で１点を追加した。先発の保坂は６回を１安

打無四球で零封し、継投の工藤も７回を無失点で

切り抜けた。

奈良学園大は６回に一死三塁の絶好の得点機を

つくるもあと１本が出なかった、先発馬本は４回

まで１失点の力投を見せた。

東海学園大学０２１５１ ：９
国 士 舘 大 学００１００ ：１

［東］○竹田 早希・山田 玲菜－棚町 佳奈

(三)吉田 彩夏②

［国］●丸山 桃花・小島 亜夢・菅原佐和子－

本田 渚沙

【評】東海学園大学 10安打９点得点でコールド

勝ち！
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東海学園大は、２回に小島の右前適時打などで

２点を先取。３回にも吉田の右越三塁打と犠飛で

１点を加えた。２点差に詰め寄られた４回、連続

安打と犠打で一死二三塁から星野の二遊間２点適

時打、さらには３番吉田の左中間適時三塁打など

で一挙５点を奪った。５回にも１点を加えコール

ド勝ちした。

国士舘大は３回に西野、岩崎、角田の３連打で

１点を返し、５回にも２四死球で反撃を試みたが

最後は併殺に打ち取られた

大 阪 大 谷 大 学１０００００５：６
東京女子体育大学３１１２００ｘ：７

［大］●吉﨑菜々海－殿井 綾

(二)東郷 佑実・仁科 芽惟・殿井 綾

［東］○久本 美波・佐々木さくら・今西 美穂

・古川 由乃・久本 美波－比護奈保子

(三)貝沼 晴香

(二)上島 紗羽・兼平 真咲・比護奈保子

【評】乱打戦、東京女子体育大学逃げ切る！

両チーム合わせて25安打が飛び交う乱打戦を東

京女子体育大が制した。

東京女子体育大は初回、上島と兼平の連続適時

二塁打で３点を先制し、２回に１点、３回にも貝

沼の右翼線適時三塁打で１を加点した。なおも攻

撃の手は緩めず４回には比護の適時二塁打を含む

３連打で結果的には決勝点となる２点を奪った。

大阪大谷大は６点差を追う７回、９番領家から

２本の適時二塁打を含む６連続安打で５点を返し

１点差と迫り、なおも無死満塁と逆転の好機を掴

んだが、後続が一塁直飛併殺、三振であと１点が

取れなかった。

神戸親和女子大学０００００００：０
日 本 文 理 大 学０１００００ｘ：１

［神］有元 茜・●平良 優花－東田 海愛・

山口 歩・東田 海愛

［日］○阿南 恵子－乙津向茄秋

(二)小坂 茜

【評】日本文理大学 阿南が２試合連続完封！

日本文理大は、２回二死から藤田が右前、堀口

が中前に連続安打し、１番に戻って川畑が三遊間

を抜き二塁走者を迎え入れ先取点を奪った。この

１点を先発阿南が６安打を打たれながらも粘りの

投球で守り切り、２試合連続で完封した。

神戸親和女子大は、４回に畑垣、井藤の連続安

打で得点圏に走者を進めたが、後続が打ち取られ

た。また６回には一死二塁と好機を掴んだが、三

振併殺で追いつくことができなかった。救援の平

良が好投し、２回の３連打の１点に抑えていただ

けにあと１本が欲しかった。

東 海 大 学００００ ：０
園田学園女子大学３０８ｘ ：11

［東］●矢作 実緒・伊東 彩・矢作 実緒－

渡邉 真央

［園］○三原 千空・根本 七海－服部 洋代

(本)下山 絵里

(二)中村 優花・石川 恭子

【評】園田学園女子大学 ３回猛攻８点！

園田学園女子大は、初回に下山の３点本塁打で

先行した。３回にはこの回先頭の石川が中越二塁

打で口火を切り、打者13人６長短打の猛攻で一挙

８点を挙げ、５回コールド勝ちした。投げては先

発三原、継投根本が被安打１、２四死球で三塁を

踏ませず零封した。

東海大は、３回に渡邉の右前安打と四球で二死

一二塁と攻めたが、後続が三振に終わり一矢を報

いることができなかった。

▼準々決勝戦（９月２日）

日本体育大学０１００２３１：７
環太平洋大学１００００００：１

［日］○長谷川鈴夏・中山日菜子－安川 裕美

(本)山田 柚葵・須藤麻里子・新居かなえ・

田沼 華乃

(三)木原菜々子

［環］●吉井 朝香・藤 彩夏－米倉 綾香

(二))中川 彩音
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【評】日本体育大学 終盤の４本塁打で昨年王者

下す！

日本体育大は、２回に木原の右越三塁打などで

同点に追いついた。３、４回は走者を出すものの

併殺で得点できなかったが、終盤打線が奮起した。

５回に山田が右中間に２点本塁打、６回に須藤が

右翼へ本塁打、山田が２打席連続で中堅に放り込

み計３点、７回にも田沼が左中間へ大会新記録と

なるチーム１試合４本目の本塁打を放ち圧勝した。

ＩＰＵ環太平洋大は、初回に連続敵失から幸運

な先取点を貰ったが、以降は散発の４安打で得点

することができず、連覇の夢は散った。

東北福祉大学１００００００：１
武庫川女子大学０００００００：０

［東］○永谷 真衣－三浦 愛佳

(三)菊地野乃子・小野寺美里

［武］●久保田菜々香・立目 静奈－福元 美紗

(三)後藤 愛佳

【評】東北福祉大学 「スミ１」を守り切る！

東北福祉大は、初回二死から死球の走者を一塁

に置いて５番菊地が右越適時三塁打で迎え入れ１

点を先行した。４回には二死から小野寺の左越三

塁打が出たが、追加点を奪うことができなかった。

結局初回の１点を先発永谷が守り切り被安打３で

完封勝ちした。

武庫川女子大は、２回にこの回先頭の須藤が左

翼線に三塁打を放ち、無死三塁と絶好の同点機を

作ったが、後続が３連続で飛球を打ち上げ好機を

つぶした。５回には内野安打、四球、故意四球で

二死満塁としたが、次打者が三振し得点すること

ができなかった。

東 海 学 園 大 学００１０１１０：３
東京女子体育大学００１２１０ｘ：４

［海］●竹田 早希・柴田 果歩・原内 智香・

竹田 早希－棚町 佳奈

(本)棚町 佳奈

(三)髙田有実香・細川 香恋

(二)髙田有実香

［京］○久本 美波－比護奈保子

【評】東京女子体育大学 久本粘投、逃げ切る！

東京女子体育大は、３回に同点に追いつき、４

回に一死二塁で古谷の右翼線適時打で１点、二死

後９番臼杵の中前適時打で１点を追加しこの回２

点を奪った。続く５回には上島の三遊間安打と野

選で一死一二塁とし、内野ゴロ失の間に貴重な追

加点を挙げた。投げたは久本が粘りの投球で１点

差を守り切り逃げ切った。

東海学園大は３回に髙田の一塁線を破る三塁打

などで１点を先取。５回には右越三塁打の細川を

犠飛で迎え入れ１点。６回にも４番棚町の中越本

塁打で１点を返し１点差と迫ったが、あと１点が

足りなかった。

園田学園女子大学０００２０００：２
日 本 文 理 大 学０００００００：０

［園］小西 彩未・○三原 千空－椛山 奈々

(二)下山 絵里

［日］●阿南 恵子－乙津向茄秋・森田 京

(二)小坂 茜

【評】園田女子学園大 完封リレーでベスト４！

園田学園女子大は両校無得点で迎えた４回、四

球、盗塁の無死二塁で椛山の左前適時打で待望の

先取点を挙げ、さらに本塁送球の間に二進で好機

は続き、下山の右中間を破る適時二塁打で２点目

を奪った。投げては先発小西、継投三原と早めの

継投策が実り、初回のピンチ以外は三塁を踏ませ

なかった。

日本文理大は、初回二死からの小坂の三塁打を

生かせず、その後は走者を出すもののあとが続か

ず、ここまで２試合連続完封の阿南を援護するこ

とができなかった。

▼準決勝戦（９月３日）

東北福祉大学０００００００：０
日本体育大学１０００２０ｘ：３

［東］●保坂 鼓・永谷 真衣－三浦 愛佳

［日］○中山日菜子－安川 裕美

(三)山田 柚葵
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(二)亀田 栞里・木原菜々子

【評】日本体育大学 毎回安打で決勝進出。中山

１安打完封！

後攻の日本体育大は初回、一死から田沼が14球

粘って四球で出塁、続く竹中も四球を選び一死一

二塁とし、４番本間が三遊間を破って１点を先制

した。２回以降走者は出すものの得点には至らず

緊迫した展開が続いた。５回にこの回先頭の９番

山田が一塁手横を破る右翼線三塁打で出塁すると、

１番に戻り亀田が左翼手頭上を越す適時二塁打を

放ち待望の追加点を挙げた。さらに一死後竹中の

右前適時打でもう１点加えた。投げては先発中山

が被安打１、奪三振10の見事な投球を披露し完封

勝ちした。

一方の東北福祉大は中山の力投になすすべなく、

４回の左前安打、６回の四球と僅かに走者２人と

打線が沈黙。投手陣が毎回の８安打を浴びながら

も大崩れしなかっただけに攻略の糸口を見つけて

欲しかった。

東京女子体育大学０００００ ：０
園田学園女子大学４１３０ｘ ：８

［東］●久本 美波・佐々木さくら－比護奈保子

［園］○秋豆 朱音・三原 千空－椛山 奈々

(本)下山 絵里

(二)中村 優花・椛山 奈々・下山 絵里・

石川 恭子

【評】園田学園女子大学 投打がっちり４試合連

続無失点！

園田学園女子大は１回先頭の中村が中越二塁打

で出塁、犠打、四球で一死一三塁とし、４番桃山

が左中間に適時二塁打を放ち二者を迎え入れ、さ

らに主砲下山の中越２点本塁打で４点を奪い、試

合の主導権を手にした。２回にも宮崎、下村の連

続安打から一死後屋禰の右前適時打で１点を追加

し、３回には下山の二塁打を足掛かりに二つの犠

飛等で３点を加え５回コールド勝ちした。投げて

も秋豆、三原の好投で１安打無失点に抑え、今大

会４試合無失点で３年連続の決勝戦へ駒を進めた。

東京女子体育大は２回にこの回先頭の比護が左

前安打で出塁し犠打で得点圏に進んだが、後続な

く得点できなかった。以降は走者を出すこともで

きず準決勝敗退となった。

▼決勝戦（９月３日）

園田学園女子大学０１００１１０：３
日 本 体 育 大 学０２００００1x：４

［園］秋豆 朱音・●三原 千空－椛山 奈々

(二)下村 歩実

［日］長谷川鈴夏・○中山日菜子－安川 裕美

(二)安川 裕美・山田 柚葵・亀田 栞里

【評】日本体育大学 逆転サヨナラで14年ぶり19

回目の優勝！

先攻の園田学園女子大は２回表園部、小西の連

続安打で二死一二塁から内野ゴロ失策、挟殺失で

幸運な先取点を挙げた。その裏日本体育大は、７

番安川の左越二塁打、四球の好機に山田が右中間

に２点適時二塁打を放ち逆転し、嫌な流れを断ち

切った。５回表に石川の適時打で同点とした園田

学園女子大は６回表に、下山が三遊間を破り犠打

と内野ゴロで二死三塁の好機を掴み、代打の白石

が期待に応えて右前に適時打を放ち１点を勝ち越

した。これで勝負は決したかと思われたが、土壇

場の７回裏、日本体育大はこの回先頭の９番山田

が遊撃手の横を抜く安打で出塁。１番に戻り亀田

が初球を左中間の一番深い所へ適時二塁打を放ち

まず同点、本塁送球の間に打者走者も三塁に進み、

一死後敬遠気味の四球と故意四球で満塁の最高の

舞台が整い、この好機に５番飯田の放った打球は

前進守備のレフトの頭上を越し劇的な決着で歓喜

の輪ができた。

日本体育大が手に汗握る緊迫した好ゲームを制

し、14年ぶり19度目の優勝、21年ぶりの「男女ア

ベック優勝」を飾るとともに、見事「王座奪還」

を果たした。敗れた園田学園女子大も３年連続で

の決勝進出。昨年準優勝の「リベンジ」を果たす

ことはできなかったが、準決勝までの４試合はす

べて完封勝ち。決勝でも「堂々たる戦い」を見せ

てくれ、最後は詰め掛けた観客から惜しみない拍

手が送られていた。



最 高 の 景 色 っ 何 だ ろ う

日本体育大学女子ソフトボール部主将 本 間 睦

今年のチームが始動してからこの一年間、日本

日本一を目指した４年間の答がようやく出た。

今年のチームテーマは「真に想えるチーム」。

60人近い大所帯が一つになって戦うにはこれしか

ないと新チーム発足時に決めた。チームの勝利を、

仲間の活躍を、全員が心から想えるチームを作り

たかった。私の心に強くある言葉。「one for all

all for one～一人はみんなのために、みんなは一

人のために～」こんなチームにしたかった。髙橋

監督は、「一人の打席は日体大の打席、一人の投

球は日体大の一球」と言い続け、常に緻密なソフ

トボールを求めていた。私達のもう一つの目標。

それは大切な家族を持ちながら、朝早くから夜遅

くまで選手の為に尽くしてくれている監督を「日

本一の監督」にすること。時に厳しく、それ以上

に選手想いの監督を私達は信じ続けた。優勝して

胴上げしている時本当に幸せだった。監督の苦労

が報われた。形になって本当に良かったと強く思

った。

ここまで来る道はそう簡単な道ではなかった。

想いが伝わらなかったり、下級生とぶつかったり、

結果が出なかったり、求めているものとの違いに、

どうしていけばいいのか、何を目指していけばい

いのか、何度も分からなくなった。キャプテンと

して、約60年以上の歴史や伝統をプレッシャーに

感じる事もあった。それでも気づけばいつもチー

ムみんなで励まし合い、前を向いて進み続けた。

チームとして一年間やってきた事がある。「想

い交換」、「本気ノート」メッセージやノートの

やりとりでいつもはあまり知ることの出来ない学

年を越えた関係でも想いを伝えることが出来た。

自分の想いや、今考えていること、悩んでいるこ

となど、内容は様々。グラウンドでは知ることの

出来ないような本音を知ることが出来、コミュニ

ケーションや仲間を深く知ることにも大きく繋が

った。そしてこれらが「真に想えるチーム」に大

きく近づけた。

夏に近づくに連れ、想いは形にそしてそれが最

大の強みになった。大所帯が太く強い束になり、

全日本総合東京都予選、東日本インカレでは、理

想のチームが形になり優勝することが出来た。

そして迎えた最後の夏。日本一を目指せる最後

のインカレ。チームの想いは強かった。メンバー、

メンバー外、応援団、日体大が一つになった。14

年ぶり19回目の日本一。そして21年ぶり、10回目

のアベック優勝。ずっと目指し続けた日本一は

「勝ち」よりも大きな「価値」を私達に教えてく

れた。大切な仲間と大好きな監督と掴み取った優

勝は、一生忘れることのない、心に刻まれる優勝

になった。技術だけでは勝てない。技術に勝る何

かを見つけなければならない。それは「仲間を真

に想うこと」だった。そして「最高の景色」とは

言葉では表せない夢のような景色だった。
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全日本大学(女子)選手権大会入賞校・入賞回数

大学名 優勝 ２位 ３位 入賞 大学名 優勝 ２位 ３位 入賞

日本体育大学 １９ １３ ７ １ 大阪体育大学 １ １

東京女子体育大学 １５ １５ ９ 東海学園大学 １ １ １

園田学園女子大学 ６ ６ ９ 東海女子大学 １ １

東北福祉大学 ３ ３ 鈴鹿国際大学 １ １

日本女子体育大学 １ ５ ８ 九州女子大学 ２

大阪成蹊女子短大 １ ４ ５ 仙 台 大 学 ２

中 京 大 学 １ １２ １ 東京富士大学 １ １

淑 徳 大 学 １ ２ 関西外国語大学 １

大阪大谷大学 １ ２ 神戸親和女子大学 １

中京女子大学 １ １ 龍 谷 大 学 １

早 稲 田 大 学 １ １ 愛媛女子短期大学 １

環太平洋大学 １ １ 龍 谷 大 学 １

東京国際大学 １ 清 和 大 学 １

武庫川女子大学 ２ ６ 福 岡 大 学 １

大阪国際大学 ２ ２ 立 命 館 大 学 １

※旧校名分を含む ※第39回の優勝は２校 ※第50回は入賞４校 ※50回連続出場校：日本体育大学・東京女子体育大学

女子大会打撃ベスト10（規定打席数12以上）

順 打 打 安 得 打 犠 犠 四 死 三 盗 残 打 出 本 三 二 試

選 手 名 大 学 名 塁 塁 塁 塁 打撃率 合

位 席 数 打 点 点 バ 飛 球 球 振 塁 塁 妨 塁 打 打 打 数

１ 田沼 華乃 日本体育 19 16 10 2 3 1 0 2 0 2 0 3 0 12 1 0 2 0.６２５ ５

２ 下山 絵里 園田学園 15 13 7 3 7 1 0 1 0 2 0 1 0 8 2 1 2 0.５３８ ５

３ 上島 紗羽 東 女 体 13 10 5 3 4 1 1 1 0 1 0 0 0 6 0 0 1 0.５００ ４

４ 石川 恭子 園田学園 18 11 5 6 3 1 0 6 0 2 3 6 0 11 0 0 2 0.４５５ ５

５ 須田 真琴 東 女 体 14 10 4 2 0 2 0 0 2 1 0 3 0 6 0 0 0 0.４００ ４

６ 須藤麻里子 日本体育 16 16 6 4 2 0 0 0 0 2 0 5 0 6 1 1 0 0.３７５ ５

６ 椛山 奈々 園田学園 17 16 6 2 5 0 0 0 1 0 0 0 0 7 0 0 2 0.３７５ ５

８ 山北 莉乃 東北福祉 13 11 4 4 3 0 0 2 0 2 2 3 0 6 0 2 1 0.３６４ ４

８ 大石 沙和 東北福祉 12 11 4 3 2 0 0 0 1 0 1 2 0 5 0 0 0 0.３６４ ４

10 飯田 瑞稀 日本体育 17 14 5 1 2 1 0 2 0 1 0 5 0 7 0 0 0 0.３５３ ５

女子大会投手成績ベスト９ （規定投球イニング数11以上）

順 打 打 被 失 自 被 与 与 奪 被 暴 不 投 防 勝 負 試

選 手 名 大 学 名 投球回 者 安 責 犠 四 死 三 本 正 球 御 試 試 合

位 数 数 打 点 点 打 球 球 振 打 数 投 数 率 合 合 数

１ 阿南 恵子 日本文理 21 85 76 17 2 2 2 6 1 12 0 0 0 321 0.67 2 1 3

２ 永谷 真衣 東北福祉 15 60 52 11 2 2 3 5 0 15 0 0 0 220 0.93 2 0 3

３ 長谷川鈴夏 日本体育 13 2/3 55 49 11 4 2 5 1 0 7 0 0 0 188 1.02 2 0 3

４ 三原 千空 園田学園 12 2/3 50 43 6 2 2 1 5 1 7 0 0 0 169 1.11 2 1 4

５ 溝田 玲奈 美 作 15 62 54 17 4 3 3 5 0 8 0 2 0 205 1.40 1 1 2

６ 吉﨑菜々海 大阪大谷 12 54 51 15 7 3 1 0 2 7 0 0 0 172 1.75 1 1 2

７ 竹田 早希 東海学園 11 2/3 49 40 10 3 3 4 3 2 8 0 0 0 190 1.80 2 1 3

８ 吉井 朝香 環太平洋 18 68 64 17 8 6 0 3 1 11 3 0 0 292 2.33 2 1 3

９ 久本 美波 東 女 体 21 2/3 96 81 24 12 11 7 7 1 18 2 1 0 377 3.55 3 1 4



第33回東日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成30年８月３日(金)～８月６(月)

会場：富山県富山市／岩瀬スポーツ公園ソフトボール場

５日 ６日 ７日

１．日 本 体 育 大 学 10

２．日 本 大 学 工 学 部 ０ 13

０

３．学 習 院 大 学 ５

13

４．東 海 大 学 ５

１

５．仙 台 大 学 ４ １

６．慶 應 義 塾 大 学 ５ 日本体育大学

６

７．高 崎 経 済 大 学 20

１

８．福 井 県 立 大 学 21

９．盛 岡 大 学 ０ １

12 東京大学

10．東 京 大 学 15 ５

優勝

11．関 東 学 園 大 学 ５

国士舘大学

12．中 央 大 学 11

(２年ぶり14回目)

13．富 山 大 学 １ ６

３

14．城 西 大 学 12

13

15．長 岡 大 学 ０

10

16．国 士 舘 大 学 25

17．国 際 武 道 大 学 12

７

18．立 教 大 学 ３ ５

１

19．宮 城 教 育 大 学 ６

０

20．東 京 学 芸 大 学 ５ 国際武道大学

４

21．福 島 大 学 １ ４

22．早 稲 田 大 学 16
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試合結果

▼１回戦（８月４日）

学 習 院 大 学０００１３０１：５
日本大学工学部０００００００：０

［学］○古河 健太－浅見 宗一郎

(本)渡邊 和哉

(二)渡辺 大志・井戸 勝也

［日］●管野 和輝－土屋 行大

東海大学３０００１１０：５
仙台大学１００００３０：４

［東］○高橋 祐輔－吉江 元希

(三)吉江 元希 (二)田所 諒馬

［仙］●西 造史－嶋貫 佑平

盛岡大学０００ ：０
東京大学５６4x ：15

［盛］●角 太志－佐久間 敬

(三)吉江 元希 (二)田所 諒馬

［東］○森岡 純平－平子 文崇

(二)池内 俊也

富山大学００１０ ：１
城西大学５２５ｘ ：12

［富］●安岡 拓海－和氣 健太郎

［城］○工藤 駿・高橋 陸・後藤 真誓－

小林凌也・黒田湧太

(本)小林 凌也

(二)宇治川大和②・原 圭太・斎藤 壮馬・

渡辺 暢

立 教 大 学０００２００１：３
宮城教育大学１０００２３ｘ：６

［立］●星 光太郎－椎根 大輔

［宮］○高橋 達也・松本 智貴－藤田 紘平

(本)小林 凌也

福 島 大 学０００１０００：１
東京学芸大学００３１０１ｘ：５

［福］●水上 武斗－谷口 貴洋

［東］○赤峯 悠太－座間 航

▼２回戦（８月４日）

日本体育大学２０１１６ ：10
学 習 院 大 学０００００ ：０

［日］○岡部 樹滉・酒井 匠－山田 雄万・

調 和政

(本)ﾒｰﾝｽﾞ･ｼﾞｪｰﾗﾝ秀吉・濱田 慎②

［学］●古河 健太・新井 啓一郎・根本 大輔

－浅見宗一郎

(二)浅見宗一郎

東 海 大 学００１００００：１
慶應義塾大学０００００５ｘ：５

［東］●佐藤 拓矢－吉江 元希

(本)福田 耕大・丸山 岳

［慶］○笠井 亮之介－古川 雄一

(本)日下 秀太 (三)澤畑 海斗

（二）萬代 悦正

高崎経済大学２７１１２４１２：20
福井県立大学０２０１９６０3x：21

［高］●青木翔太郎・武石 拓也－田中 樹

(本)吉江 元希

(三)福田 耕大・溝井竜之介

(二)丸山 岳②・宮下 翼②・福田 耕大

［福］○川村 尚之－佐古田 慎

(本)佐古田 慎

(三)青山 源太・赤井 勇斗

（二）大賀 悠馬,佐古田 慎

東 京 大 学００１６１０４：12
関東学園大学３１０１０００：５

［東］○森岡 純平・今川 直人－平子 文崇

(三)森岡 純平・大久保 崚

(二)森岡 純平②

［関］●土屋 克司－大木 智之

（二）大木 智之②

中央大学４２２０１２ ：11
城西大学００１２００ ：３

［中］○歳川 幹大－大川 智

(本)大渕有輝也
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［城］●後藤 真誓・町田 幸正・高橋 陸－

小林 凌也

（二）保科 太良

長 岡 大 学０００ ：０

国 士 舘 大 学20５ｘ ：25

［長］●池田 雄大・齋藤 吏・池田 雄大－

尾島 聡

［国］○中島 悠貴・中島 優人・中根 孝太－

橋本 郁弥・亀田 弦希

(本)中島 悠貴・山本 潤

（二）中島 悠貴・竹内 功

国際武道大学６２０４ ：12

宮城教育大学０００１ ：１

［国］○羽鳥淳之介・福崎 史也－西浦 龍

(三)大間 洋平・吉田 大輝

(二)石井 翔太・永尾 嘉宣

［宮］●高橋 達也・松本 智貴－藤田 紘平

（二）佐藤 駿太・松本 智貴

早 稲 田大 学４６４２ ：16

東京学芸大学０００４ ：４

［早］○杖子 量哉・山内 壮起・松下 直矢－

実重 僚右

(本)杉本 亮太

(二)梶谷 陽介・鳥岡 健

［東］●赤峯 悠太・伊東 航平－座間 航

▼準々決勝戦（８月５日）

日本体育大学７０２０４ ：13

慶應義塾大学００１００ ：１

［日］○三浦 大和・板垣 翔斐・小山 玲央－

山田 雄万・調 和政

(本)山田 雄万

(二)関 亘・矢野口 功司

［慶］●笠井 亮之介・川崎 惇平・笠俊史郎－

古川 雄一

(二)澤畑 海斗

福井県立大学００００１００：１

東 京 大 学０１０２２０ｘ：５

［福］●川村 尚之－佐古田 慎

(本)佐古田 慎

［東］○森岡 純平－平子 文崇

中 央 大 学００００ ：０

国 士 舘 大 学０２４4x ：10

［中］●歳川 幹大－山田 雄一

(二)大渕有輝也

［国］○中島 優人－橋本 郁弥

(本)八角光太郎・岡 龍太郎

(三)竹内 功 (二)中島 優人

早 稲 田大 学００３００１０：４

国際武道大学００１１２１ｘ：５

［早］●杖子 量哉－実重 僚右

［国］○柴田 將希－石井 翔太・西浦 龍

(本)重川 葵・菅 守継

(三)大間 洋平

▼準決勝戦（８月５日）

東 京 大 学０１００ ：１

日本体育大学１２４６ ：13

［東］●今川 直人・池内 俊也－平子 文崇

(二)久次米康太

［日］○岡部 樹滉・酒井 匠－上田 郁也・

調 和政

(本)上田 郁也・調 和政

(二)上田 郁也・小貫 満郎・ﾒｰﾝｽﾞ･ｼﾞｪｰﾗﾝ

秀吉

国際武道大学００００ ：０

国 士 舘 大 学５４４ｘ ：13

［際］●羽鳥 淳之介－西浦 龍

［士］○中島 悠貴・中根 孝太－橋本 郁弥・

亀田 弦希

(本)中島 悠貴・岡 龍太郎

(二)河本 悠司・八角光太郎

▼決勝戦（８月６日）

日本体育大学００４１００１：６

国 士 舘 大 学１１４０００1x：７

［日］●酒井 匠－調 和政・上田 郁也

(本)植田 涼 (二)小貫 満郎

［国］中根 孝太・中島 悠貴・中根 孝太・

○中島 悠貴－橋本 郁弥

(本)八角光太郎・中島 優人
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第33回東日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成30年７月５日(土)～９日(月)
会場：東京都町田市／町田市民球場 他

７日 ８日 ９日
１．城 西 大 学 ２

２．日 本 女 子 体 育 大 学 ０ ２
０

３．東 海 大 学 ４
５

４．筑 波 大 学 ０
５

５．早 稲 田 大 学 ７ ３
早稲田大学

６．富 士 大 学 ３
０

７．順 天 堂 大 学 ４

８．淑 徳 大 学 ７ ３
６

９．明 治 大 学 ０
１

10．東 京 国 際 大 学 ３
21 淑徳大学

11．金 沢 学 院 大 学 ２
２

12．桜 美 林 大 学 ０
０ 優勝

13．慶 應 義 塾 大 学 25
日本体育大学

14．城 西 国 際 大 学 12
０ (２年ぶり18回目)

15．東 京 学 芸 大 学 11
５

16．東 京 富 士 大 学 20
６ 東京富士大学

17．中 央 大 学 ０
０

18．清 和 大 学 １
11

19．松 本 大 学 ４ ０

20．関 東 学 園 大 学 ０
９

21．仙 台 大 学 ０

22．国 士 舘 大 学 ０ ０
14

23．山 梨 学 院 大 学 ２
６

24．東 京 女 子 体 育 大 学 ５
２

25．東 北 福 祉 大 学 ０ ２

26．日 本 体 育 大 学 ５
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試合結果

▼１回戦（７月７日）

日本女子体育大学０００００００：０
東 海 大 学０００３０１ｘ：４

［日］●山本 優香・鈴木 美帆－久保かえで

［東］○矢作 実緒－渡邉 真央

(二)外岡 雅

筑 波 大 学０００００ ：０
早稲田大学００２５ｘ ：７

［筑］●大谷 悠里江・山田 理衣－工藤 実里

［早］○廣瀬 夏季・伊藤 貴世美・増田 侑希

－河野 友里・手塚麻菜美

(三)増子 奈保

(二)川崎 楽舞・落合 未稀・丹野ちさき

明治大学０００００ ：０
淑徳大学２０２３ｘ ：７

［明］●岡田 汐音－松永美緒里

［淑］○朝倉 莉奈・中澤 萌－小澤 陽

(三)比内 美波②・金子 千夏

金沢学院大学００００００２：２
東京国際大学０１０００２ｘ：３

［金］●山中 美輝－氏丸 陽南

(三)前 まりの

［東］千葉 彩香・○尾田 海音－中村 仰・

大塚あすか

(三)芝 奏 (二)横山 蒼

桜 美 林 大 学００００ ：０
慶應義塾大学20０５ｘ ：25

［桜］●山中 美輝－氏丸 陽南

［慶］○馬場 暁子・吉田 星来－岩本 美紅

(三)山本 叶嘉・米谷 春花

(二)鈴木 詩織

東京学芸大学２０１１０６０１：11
城西国際大学２１０００７０2x：12

［東］岩瀬 仁美・●鍵山 皐月－五十嵐 叶

(三)山岸 澪衣・菅野 光結

(二)三浦 瑞貴・佐々木 響・浅尾真梨花・

山岸 澪衣

東京富士大学１６０13 ：20
中 央 大 学００００ ：０

［東］黒木 美紀・○上原 彩瑛－田立 梨子・

西山しずく

(三)松村 美月・松島 加奈・星野ひかり・

西山しずく・鶴見 栞奈・岡崎 里彩②

(二)）辻 未来・寺坂明日香・鈴木 未空・

西山しずく

［中］●丸山 咲紀－阿部緋七子

清和大学０００００１０：１
松本大学００３０１０ｘ：４

［清］●古屋 英恵－荒木かんな

［松］○多田 春菜・大西 由美－寺田 優花

国 士 舘 大 学０００００００：０
山梨学院大学００００２０ｘ：２

［国］丸山 桃花・●小島 亜夢－本田 渚沙

［山］○内藤 加菜－菊池 朋美

東 北 福 祉 大 学０００００００：０
東京女子体育大学０２２００１ｘ：５

［北］●工藤 遥・永谷 真衣－三浦 愛佳

［京］○久本 美波・柳橋 里奈・佐々木さくら

－比護奈保子

▼２回戦（７月８日）

東海大学０００００００：０
城西大学０００１０１ｘ：２

［東］●矢作 実緒－渡邉 真央

(三)最上 奈菜

［城］○遠藤 光姫－江口 菜摘

(三)三浦 万季 (二)山北 萌香

早稲田大学００２０３００：５
富 士 大 学０２００１００：３

［早］伊藤 貴世美・○増田 侑希－加藤 千陽

・手塚麻菜美
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(本)落合 未稀

(二)落合 未稀・手塚 麻菜美

［富］●苅込 千波－相馬 里砂

(三)鑓水 ゆう

淑 徳 大 学０３１００２０：６
順天堂大学３０１００００：４

［淑］朝倉 莉奈・○寺田 愛友－小澤 陽

(三)金子 千夏

［順］佐藤 有紗・●荒巻 佑香－佐藤 奈緒

(二)髙橋 美穂・佐藤 奈緒・高澤 光歩

東京国際大学０５７９ ：21
慶應義塾大学００００ ：４

［東］○千葉 彩香・高鷹 秋桜音－大塚 あすか

・中村 仰

(本)佐藤 芽衣

(三)三部あゆみ・横山 蒼

(二)三部あゆみ・芝 奏・千葉 栞菜

［慶］●馬場 暁子・吉田 星来－岩本 美紅

東京富士大学１２００２１０：６
城西国際大学０００００００：０

［東］○黒木 美紀・上原 彩瑛－田立 梨子

(三)鶴見 栞奈・岡崎 里彩

(二)田立 梨子

［城］●粟生 裕衣・小野塚 菜奈－石井麻璃乃

関東学園大学００００ ：０
松 本 大 学５０６ｘ ：11

［関］●長瀬あか里－白井 栞

［松］○多田 春菜・高須 涼音－寺田 優花

(三)石田 真央・甲田のどか

(二)下島由賀里

山梨学院大学３１５５ ：14
仙 台 大 学００００ ：０

［山］●長瀬あか里－白井 栞

［仙］○多田 春菜・高須 涼音－寺田 優花

(三)石田 真央・甲田のどか

(二)下島由賀里

東京女子体育大学００１００１０：２
日 本 体 育 大 学１２００２０ｘ：５

［東］●久本 美波・柳橋 里奈・佐々木さくら

－比護奈保子

(二)比護奈保子・兼平 真咲・古谷 祐花

［日］○浅井 茉琳・鈴木 杏佳－安川 裕美

(本)長谷部陽香

(二)竹中 真海・本間 睦

▼準々決勝戦（７月８日）

城 西 大 学００１０１００：２
早稲田大学３００００００：３

［早］○廣瀬 夏季・伊藤 貴世美・増田 侑希

－手塚麻菜美・加藤 千陽

(二)落合 未稀・川崎 楽舞

［城］●遠藤 光姫－江口 菜摘

東京国際大学０１０００００１０：２
淑 徳 大 学００１００００１1x：３

［東］●千葉 彩香－大塚 あすか

(二)大國 結華

［淑］寺田 愛友・○朝倉 莉奈－小澤 陽

(二)比内 美波

東京富士大学４０００００１：５
松 本 大 学０００００００：０

［東］○黒木 美紀・上原 彩瑛－田立 梨子

(二)西 愛美

［松］●大西 由美・多田 春菜－寺田 優花

日本体育大学０００２０００：２
山梨学院大学０００００００：０

［日］○中山 日菜子－安川 裕美

(本)飯田 瑞稀 (二)亀田 栞里

［山］●太田 百香－菊池 朋美
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▼準決勝戦（７月９日）

淑 徳 大 学００００００１：１
早稲田大学０００４０１ｘ：５

［淑］●朝倉 莉奈－小澤 陽

(二)金子 千夏

［早］○廣瀬 夏季・川崎 楽舞－手塚麻菜美

(二)神 樹里乃

東京富士大学０００００００：０
日本体育大学１００５００ｘ：６

［東］●黒木 美紀・上原 彩瑛－田立 梨子・

西山しずく

(二)松島 加奈

［日］○浅井 茉琳・白井 桃佳・橋口 紫織－

安川 裕美

(本)竹中 真海・長谷部 陽香

(二)田沼 華乃・竹中 真海

▼決勝戦（７月９日）

日本体育大学５０１０３ ：９
早 稲 田 大 学０００００ ：０

［日］○中山日菜子・新田 茜・鈴木 杏佳－

安川 裕美

(本)安川 裕美

(三)飯田 瑞稀・鳥羽真紀子

(二)亀田 栞里・須藤麻里子

［早］●伊藤貴世美－加藤 千陽
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第50回西日本大学(男子)ソフトボール選手権大会

会期：平成30年７月６日(金)～９日(月)

会場：高知県高知市／高知県立春野総合運動公園

７月７日 ７月８日 ７月９日

１．環 太 平 洋 大 学

２．大 分 大 学

３．香 川 大 学

４．大 阪 体 育 大 学

５．広 島 国 際 学 院 大 学

６．四 天 王 寺 大 学

７．中 京 大 学

８．京 都 産 業 大 学

９．京 都 大 学

10．徳 島 大 学

11．九 州 産 業 大 学

12．立 命 館 大 学

13．中 京 学 院 大 学

14．熊 本 学 園 大 学

15．同 志 社 大 学

16．愛 知 学 院 大 学 ３日間にわたる悪天候の

17．龍 谷 大 学 ため大会は中止となる。

18．日 本 福 祉 大 学

19．南 山 大 学

20．宮 崎 大 学

21．大 阪 府 立 大 学

22．高 知 工 科 大 学

23．関 西 大 学

24．福 岡 大 学

25．大 阪 教 育 子 大 学

26．第 一 工 業 大 学

27．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学

28．九 州 共 立 大 学

29．広 島 大 学

30．大 阪 経 済 大 学

31．広 島 修 道 大 学

32．神 戸 学 院 大 学
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第50回西日本大学(女子)ソフトボール選手権大会

会期：平成30年８月３日(金)～６日(月)

会場：徳島県徳島市／徳島市民吉野川北岸運動広場ソフトボール場

８月４日 ８月５日 ８月６日

１．園 田 学 園 女 子 大 学 15
８

２．安 田 女 子 大 学 ０
２

３．岐 阜 聖 徳 学 園 大 学 ３
１

４．太 成 学 院 大 学 ４
１

５．中 京 学 院 大 学 12
８

６．京 都 産 業 大 学 ５
０

７．びわこ成蹊スポーツ大学 10
１

８．四 国 大 学 ０
９

９．日 本 文 理 大 学 ４
３

10．関 西 大 学 ２
０

11．龍 谷 大 学 １
０

12．至 学 館 大 学 ０
０

13．武 庫 川 女 子 大 学 ４
２ 中京大学

14．I P U ･ 環 太平洋大学 ６
７

15．大 阪 青 山 大 学 １
８ 優勝

16．中 京 大 学 ７
園田学園女子大学

17．大 阪 大 谷 大 学 ４
７ (３年連続18回目)

18．美 作 大 学 ０
13

19．神 戸 親 和 女 子 大 学 １
０ 大阪大谷大学

20．岐 阜 経 済 大 学 ３
０

21．星 城 大 学 ０
５

22．大 阪 国 際 大 学 ５
５

23．立 命 館 大 学 ４
１

24．福 岡 大 学 ８
６

25．環太平洋大学短期大学部 ３
２ 東海学園大学

26．天 理 大 学 ４
３

27．日 本 福 祉 大 学 ５
７

28．大 阪 体 育 大 学 １
３

29．中 国 学 園 大 学 １
１

30．奈 良 学 園 大 学 10
10

31．九 州 共 立 大 学 ０
８

32．東 海 学 園 大 学 ７
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試合結果

▼１回戦（８月４日）

安田女子大学 ０００ ：０
園田学園女子大学12２1x ：15

［安］●田中 京香・平川佳奈実－中井 あい

［園］○根本 七海・横谷 瑞希－椛山 奈々

(本)中村 優花・下山 絵理

(三)中村 優花・園部真里茶②・安田 胡桃

・加藤 亜実

(二)椛山 奈々②

岐阜聖徳学園大学０００００３０：３
大成学院大学 ２２００００ｘ：４

［岐］●新實えりか・伊藤 紗季－若森ゆずき

(二)伊藤 紗季

［大］○岡 真里流・中居 奈緒・松本 香那－

金橋 郁美

京都産業大学１０２２００ ：５
中京学院大学３００３０6x ：12

［京］宮本 菜那・●黒野 陽子－西沢 祐香・

松村 普子

(本)橋本 侑佳・松村 普子

(二)西沢 祐香

［中］柴本 知穂・○細川 優－瀬戸 裕菜

(二)竹井 朱美・中村 南海

四 国 大 学００００ ：０
びわこ成蹊スポーツ大学３５１1x ：10

［四］●田中亜希帆－大地 葵

［び］○山口 りこ－児玉茉奈美

(三)藤村 優香・松下 桃奈

(二)安藝 澄怜

関 西 大 学０００２０００：２
日本文理大学０１００３０ｘ：４

［関］●髙井 菜々・杉本 樹菜－日吉 里香

［日］阿南 恵子・○今村みなみ－森田 京

(二)分藤 柚葉

至学館大学０００００００：０
龍 谷 大 学０００００１ｘ：１

［至］●藤井 杏奈－太田 萌絵

(二)松葉 寧々

［龍］○井戸 渚－奥 実里

(三)峰 サアヤ (二)林 杏奈

武庫川女子大学０２００２００：４

環太平洋大学１１０１２１ｘ：６

［武］脇山 朱音・●久保田菜々香－福元 美紗

(本)福元 美紗

［環］○吉井 朝香－米倉 綾香

(二)米倉 綾香・徳嶺 法子

中 京 大 学３０００３０１：７
大阪青山大学０００１０００：１

［中］○丹羽 萌・村田 未幸・寺澤小百合－

高山美蓉子・安山 涼香

(三)川口 茉菜 (二)杉本 梨緒

［大］●川添 恵・沖島 由奈－長井みなみ

(二)長井みなみ

大阪大谷大学２１０１０００：４
美 作 大 学０００００００：０

［大］○吉崎菜々海・藤原 朱里－殿井 綾

(三)森山 春奈 (二)東郷 佑実

［美］●貴田妃紗菜－荻野 真鈴

神戸親和女子大学００００００１：１
岐 阜 経 済 大 学０２００１０ｘ：３

［神］●平良 優花－山口 歩

(二)小嶋那奈美・東田 海愛・今津 由貴・

大久保奈穂

［岐］○鈴木 彩芽－藤原 穂香

大阪国際大学０５０００００：５
星 城 大 学０００００００：０

［大］○石川 千尋－梶原ゆりな

(三)佐藤 静香・梶原ゆりな

［星］中村 瑠伽・●松岡 里歩・山宿 稔梨－

榊原 桜
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福 岡 大 学０１０００２０００１４：８
立命館大学０１１００１０００１０：４

［福］○増本 亜美－片山 瑠奈

(本)野村美沙希 (二)川浪 美月

［立］●山口 希－日吉野乃子

(三)日吉野乃子

(二)日吉野乃子・鈴木 麻未

環太平洋大学短期大学０３０００００：３
天 理 大 学０１１１００1x：４

［環］浅井 夏海・●横山菜々子－久高 亜美

(三)松岡 有紗 (二)村岡 香菜

［天］○田口 明純－北風 舞

(三)上川 奏

(二)深川 結衣・本村 愛美

大阪体育大学００００００１：１
日本福祉大学１１１００２ｘ：５

［大］●大工原愛美・中妻 由依・鈴木 亜美－

岩城 南美・山内 紅里

(二)内田 実奈

［日］○松崎 恭子・北原 椿・石原 鮎美－

黒田 朋美

(二)田中 優菜・藤井 杏朱・大﨑 小夏

中谷日向子②

中国学園大学１００００ ：１
奈良学園大学２２０６ｘ ：10

［中］●吉川実衣菜－原田 佳美

［奈］○山中 美来・尾髙 杏花－堀 あかね

(三)岩波 冴果②

(二)窪田 夢真・鎌田 七海・上村 彩乃

九州共立大学０００００ ：０
東海学園大学０７００ｘ ：７

［九］●渡邊 葵美・西村こころ－寺田 彩香

［東］○竹田 早希・高橋 由依－棚町 佳奈

(本)棚町 佳奈

(二)飛彈 優里・吉田 彩夏

▼２回戦（８月５日）

太 成 学 院 大 学０１０００ ：１
園田学園女子大学２０００6x ：８

［太］●岡 真里流－金橋 郁美

［園］○小西 彩未－服部 洋代・椛山 奈々

(本)椛山 奈々・下山 絵理

(三)下村 歩実 (二)石川 恭子

びわこ成蹊スポーツ大学００１００ ：１
中 京 学 院 大 学０２１５ｘ ：８

［び］●荒川 花涼－児玉 茉奈美

［中］○柴本 知穂・藤田 朱莉－瀬戸 裕菜

(二)稲垣可奈子

日本文理大学１０００００２：３
龍 谷 大 学０００００００：０

［日］○藤田 莉子－森田 京

(二)堀口 佳乃

［龍］●緒方 雛乃・井戸 渚・田原 奈愛－

奥 実里・平田 優依

環太平洋大学１０１００００：２
中 京 大 学３２０２０１ｘ：８

［環］●後藤明日香・上村 紗輝－米倉 綾香

(二)米倉 綾香

［中］○金丸侑志帆・村田 未幸－高山美蓉子

(二)佐藤 果歩・山元 綾乃

大阪大谷大学１０１０３２ ：７
岐阜経済大学００００００ ：０

［大］○吉崎菜々海・藤原 朱里－殿井 綾

(二)鈴木友美恵・東郷 佑実②・殿井 綾②

［岐］●山下 葵・鈴木 彩芽・山本 佳奈－

藤原 穂香

福 岡 大 学０００００１０：１
大阪国際大学２０２００１ｘ：５

［福］●増本 亜美－片山 瑠奈

(二)田川 茉理・相川 理沙

［大］○石川 千尋・前田 康江－梶原ゆりな・

礒村 百夏

(三)前田 佳穂
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天 理 大 学０２０００００：２
日本福祉大学００３００４ｘ：７

［天］●筒井 南帆－北風 舞

(二)筒井 南帆

［日］○松崎 恭子・勝 ちひろ・宮田 奈於－

黒田 朋美

(二)中谷日向子・村上 純菜

奈良学園大学００００１ ：１
東海学園大学２０３３ｘ ：８

［奈］●山中 美来・馬本 実侑－堀 あかね

［東］○竹田 早希・原内 智香－棚町 佳奈

(本)棚町 佳奈②

▼準々決勝回戦（８月５日）

園田学園女子大学００００００２：２
中 京 学 院 大 学０００００００：０

［園］○三原 千空－椛山 奈々

(本)秋豆 朱音 (二)中村 優花

中 京 大 学００１１３０２：７
日本文理大学００２１１００：４

［中］金丸侑志帆・○村田 未幸・丹羽 萌－

高山 美蓉子

(本)杉本 梨緒② (三)佐藤 果歩

［日］●阿南 恵子・今村みなみ－森田 京

(三)松瀬 清夏②

大阪大谷大学４０４０３０２：13
大阪国際大学０１４００００：５

［谷］○吉崎菜々海－殿井 綾

(本)山根 志帆

(二)東郷 佑実・殿井 綾・田中 愛夏

［国］●石川 千尋・前田 康江－梶原ゆりな・

礒村 百夏

(二)前田 佳穂・奥村 愛梨

日本福祉大学２００１００ ：３
東海学園大学０１１７０1x ：10

［日］●松崎 恭子・北原 椿・勝 ちひろ・

高山智慧子－黒田 朋美

(本)大﨑 小夏

［東］○竹田 早希・山田 玲菜－棚町 佳奈

(本)吉田 彩夏② (三)久米 晶

▼準決勝回戦（８月６日）

中 京 大 学０００００００：０
園田学園女子大学１０００００ｘ：１

［中］●金丸侑志帆－高山美蓉子

［園］○三原 千空－椛山 奈々

大阪大谷大学０００００００：０
東海学園大学０１０１０１ｘ：３

［大］●吉崎菜々海－殿井 綾

(二)東郷 佑実

［東］○山田 玲菜－棚町 佳奈

(三)梅野 結菜・飛彈 優里

▼決勝回戦（８月６日）

園田学園女子大学００２００３４：９
東 海 学 園 大 学００１０５００：６

［園］秋豆 朱音・三原 千空・○小西 彩未－

椛山 奈々

(本)石川 恭子② (二)下村 歩実

［東］竹田 早希・●山田 玲菜－棚町 佳奈

(二)久米 晶

個人表彰

最優秀賞：石川 恭子（園田学園女子大学）、 敢 闘 賞：梅野 結菜（東海学園大学）



第19回 「峠のまち」Matsuida Cup 男・女大学ソフトボール強化大会

会期：４月21日(土)～22日(日)

会場：群馬県安中市／五料運動場・坂本スポーツ広場・久芳スポーツ広場

【男子】

横川LEAG 城 西 千 葉 高経Ａ 東高Ｂ 順 碓氷LEAG 信 州 津留文 関 学 城西Ｂ 順

○ ○ ● ● ● ●
城 西 Ａ ２ 信 州 ４

９－０ ７－０ ２－３ １－９ １－９ ０－15

● △ ● ○ ○ ●
千 葉 ３ 都留文科 １

０－９ ４－４ ４－６ ９－１ ６－１ ３－４

● △ ● ○ ● ○
高 経 Ａ ４ 関東学園 ２

０－７ ４－４ ５－10 ９－１ １－６ ７－０

東 海 ○ ○ ○ ○ ○ ●
１ 城 西 Ｂ ３

高 経 Ｂ ３－２ ６－４ 10－５ 15－０ ４－３ ０－７

※３～４位は大会規定による。 １～３位は大会規定による。
順位決定戦

◇１～２位：東海／高経Ｂ１－７都留文科大学 ◇３～４位：城 西 大 学 Ａ５－７関東学園大学

◆５～６位：千 葉 大 学６－７城西大学Ｂ ◆７～８位：高崎経済大Ａ13－５信 州 大 学

【女子】

ＢLEAG 東海Ａ 関 学 白 鴎 東 福 順 ＤLEAG 松 本 富 士 新 島 東海Ｂ 順

○ ○ ○ △ ○ ●
東 海 Ａ １ 松 本 ３

12－２ 14－０ ６－２ ２－２ ６－３ １－２

● ○ ● △ ○ ○
関東学園 ３ 富 士 １

２－12 11－４ １－５ ２－２ 10－０ ５－２

● ● ● ● ● ●
白 鴎 ４ 新島短大 ４

０－14 ４－11 １－５ ３－６ ０－10 ３－８

● ○ ○ ○ ● ○
東北福祉 ２ 東 海 Ｂ ２

２－６ ５－１ ５－２ ２－１ ２－５ ８－３

順位決定戦

◇１～２位：東 海 大 学 Ａ０－３富士大学 ◇３～４位：東北福祉大学６－１東海大学Ｂ

◆５～６位：関東学園大学８－９松本大学 ◆７～８位：白 鴎 大 学５－５新島短期大学

【最終結果】（男子／女子※７～８位は大会規定による。）

優 勝：津留文科大学／富 士 大 学 第５位：城 西 大 学 Ｂ／松 本 大 学

準優勝：東海／高経Ｂ／東 海 大 学 Ａ 第６位：千 葉 大 学／関東学園大学

第３位：関東学園大学／東北福祉大学 第７位：高崎経済大Ａ／新島短期大学

第４位：城 西 大 学 Ａ／東 海 大 学 Ｂ 第８位：信 州 大 学／白 鴎 大 学
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第15回 北信越大学オープンソフトボール大会

会期：７月７日(土)・８日(日)

会場：新潟県長岡市／ニュータウン運動公園ソフトボール場

【男子】

１．福井県立大学Ａ ３

14

２．諏訪東京理科大学 １

１

３．長 岡 大 学 ４

４

４．高 崎 経 済 大 学 17

優勝 富山大学（２年連続７回目）

５．福 井 大 学 ３

12

６．富 山 大 学 ７

10

７．福井県立大学Ｂ ０

４

８．信 州 大 学 ６

交流戦： 諏訪東京理科大学 ８－３ 長岡大学、福井大学６－３福井県立大学Ｂ

【女子】

１．日 本 福 祉 大 学 14

２．信 州 大 学 ２ ３

０

３．兵 庫 教 育 大 学 ５ 優勝 日本福祉大学（初優勝）

４．松 本 大 学 ４

１

５．大 阪 国 際 大 学 ３

交流戦：兵庫教育大学 ３－17 大阪国際大学、信州大学 ０－11 大阪国際大学
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第10回 HAKUBA CUP大学女子ソフトボール大会

会期：８月21日(火)～23日(木)
会場：長野県白馬村／村営北部Ｇ、切久保南Ｇ、のだいらパノラマコート

予選リーグ戦

岩岳リーグ 大阪青山 中京学院 仙 台 東 海 岐阜経済 大阪体育 勝 分 敗 点 失率 順

大阪青山 ○３－０ ○９－２ ○３－１ ○１－０ ４ ０ ０ 16 - １

中京学院 ●０－３ ○16－０ ●０－８ ○２－１ ２ ０ ２ ８ 0.52 ５

仙 台 ●２－９ ●０－16 ●０－12 ●１－13 ０ ０ ４ ０ - ６

東 海 ●１－３ ○８－０ ○７－０ ●０－１ ２ ０ ２ ８ 0.17 ３

岐阜経済 ●０－１ ○12－０ ●０－７ ○１－０ ２ ０ ２ ８ 0.33 ４

大阪体育 ●１－２ ○13－１ ○１－０ ●０－１ ２ ０ ２ ８ 0.15 ２

五竜リーグ 日本福祉 淑 徳 金沢学院 天 理 東京学芸 星 城 勝 分 敗 点 失率 順

日本福祉 ●０－７ ●４－５ ○５－１ ○12－２ ２ ０ ２ ８ - ３

淑 徳 ○７－０ ○４－３ ○２－０ ○３－２ ４ ０ ０ 16 - １

金沢学院 ○５－４ ●３－４ ○10－６ ○１－０ ３ ０ １ 12 - ２

天 理 ●１－５ ●０－２ ○７－４ ●３－７ １ ０ ３ ４ 0.67 ５

東京学芸 ●２－12 ●６－10 ●４－７ ○４－２ １ ０ ３ ４ 1.24 ６

星 城 ●２－３ ●０－１ ○７－３ ●２－４ １ ０ ３ ４ 0.41 ４

八方リーグ 大阪国際 東京国際 至 学 館 松 本 新島学園 奈良学園 勝 分 敗 点 失率 順

大阪国際 ○３－２ ○６－３ ○３－２ ○７－１ ４ ０ ０ 16 - １

東京国際 ●２－３ ○３－０ ○３－２ ○５－４ ３ ０ １ 12 - ２

至 学 館 ●３－６ ●０－３ ○２－１ ●１－８ １ ０ ３ ４ - ５

松 本 ●２－３ ●２－３ ○７－０ ○６－２ ２ ０ ２ ８ - ３

新島学園 ●１－７ ●１－２ ●０－７ ●０－９ ０ ０ ４ ０ - ６

奈良学園 ●４－５ ○８－１ ●２－６ ○９－０ ２ ０ ２ ８ - ４

※勝点が同じ場合は直接対戦の結果と全試合の失点率（総失点÷総守備回数）による。
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順位決定リーグ戦

１～３位決定リーグ 大阪青山 大阪国際 淑 徳 勝 分 敗 点 順 位

岩岳１位 大阪青山大学 ●１－３ ●１－３ ０ ０ ２ ０ ３位

八方１位 大阪国際大学 ○３－１ ●０－１ １ ０ １ ５ ２位

五竜１位 淑 徳 大 学 ○３－１ ○１－０ ２ ０ ０ ７ 優勝

４～６位決定リーグ 大阪体育 東京国際 金沢学院 勝 分 敗 点 順 位

岩岳２位 大阪体育大学 ●３－12 ●１－４ ０ ０ ２ ０ ６位

八方２位 東京国際大学 ○12－３ ●２－６ １ ０ １ ４ ５位

五竜２位 金沢学院大学 ○４－１ ○６－２ ２ ０ ０ ８ 4位

７～９位決定リーグ 東 海 松 本 日本福祉 勝 分 敗 点 順 位

岩岳３位 東 海 大 学 ○２－１ ○９－１ ２ ０ ０ ８ ７位

八方３位 松 本 大 学 ●１－２ ●２－５ ０ ０ ２ ０ ９位

五竜３位 日本福祉大学 ●１－９ ○５－２ １ ０ １ ４ ８位

10～12位決定リーグ 岐阜経済 奈良学園 星 城 勝 分 敗 点 順 位

岩岳４位 岐阜経済大学 ●４－５ ○４－３ １ ０ １ ３ 11位

八方４位 奈良学園大学 ○５－４ ○３－１ ２ ０ ０ ７ 10位

五竜４位 星 城 大 学 ●３－４ ●１－３ ０ ０ ２ １ 12位

13～15位決定リーグ 中京学院 至 学 館 天 理 勝 分 敗 点 順 位

岩岳５位 中京学院大学 ○２－５ ●１－４ １ ０ １ ４ 14位

八方５位 至学館大学 ●５－２ ●０－４ ０ ０ ２ ０ 15位

五竜５位 天 理 大 学 ○４－１ ○４－０ ２ ０ ０ ８ 13位

16～18位決定リーグ 仙 台 新島学園 東京学芸 勝 分 敗 点 順 位

岩岳６位 仙 台 大 学 ●２－９ ●９－16 ０ ０ ２ ０ 18位

八方６位 新島学園短大 ○９－２ ●１－18 １ ０ １ ４ 17位

五竜６位 東京学芸大学 ○16－９ ○18－１ ２ ０ ２ ８ 16位

優
勝

淑
徳
大
学
（
初
）

最
優
秀
選
手
賞

朝
倉

莉
奈
（
淑
徳
大
学
３
年
生
）

74

平成30年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌



75

ウインドミルNo.22

第49回 関東大学男女ソフトボール選手権大会

会期：10月27日(土)～29日(月)

会場：栃木県足利市／渡良瀬運動場 他

【男子】

１ 日 本 体 育 大 学 ７

２ 城 西 大 学 15 ７
３

３ 立 教 大 学 ５
６

４ 千 葉 大 学 ４
６

５ 東 京 学 芸 大 学 10 ０

６ 高 崎 経 済 大 学 ３
８

７ 桜 美 林 大 学 ３

８ 東 京 国 際 大 学 ４ 11
８

９ 慶 應 義 塾 大 学 ２
０

10 東 京 理 科 大 学 １
２

11 学 習 院 大 学 ３ ６

（

日 ２
12 筑 波 大 学 10 本 年

優 体 連
13 東 京 大 学 ４ 育 続

０ 勝 大 28
14 文 教 大 学 ９ 学 回

２ 目
15 日 本 大 学 ５

）

７
16 津 留 文 科 大 学 ８

９
17 早 稲 田 大 学 12

12
18 埼 玉 大 学 ２ 11

19 明 治 大 学 ５
１

20 東 海 大 学 ７

21 中 央 大 学 11 ０
11

22 茨 城 大 学 ３
４

23 明 星 大 学 ０
４

24 国 際 武 道 大 学 12 ２

25 国 士 舘 大 学 ２
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【女子】

１ 日 本 体 育 大 学 ６

２ 城 国 際 西 大 学 ５ ７

１

３ 学 習 院 大 学 ０

９

４ 関 東 学 園 大 学 14

２

５ 慶 應 義 塾 大 学 ２ ３

６ 山 梨 学 院 大 学 ８

７

７ 東 京 国 際 大 学 ４

８ 早 稲 田 大 学 ７ 13

７

９ 文 教 大 学 ０

１

10 日本女子体育大学 ７

２

11 国 際 武 道 大 学 ０ ０

（

日 ３

12 白 鴎 大 学 ０ 本 年

優 体 連

13 東 京 学 芸 大 学 １ 育 続

２ 勝 大 19

14 東 海 大 学 ８ 学 回

10 目

15 東 京 富 士 大 学 21

）

７

16 埼 玉 大 学 ０

０

17 桜 美 林 大 学 １

５

18 順 天 堂 大 学 ９ ２

19 筑 波 大 学 １

０

20 国 士 舘 大 学 ４

21 城 西 大 学 13 ２

８

22 明 治 大 学 ０

３

23 清 和 大 学 ０

３

24 東京女子体育大学 ３ ３

25 淑 徳 大 学 ４
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藤原初男杯第10回全国大学・実業団対抗選抜女子ソフトボール大会

会期：11月24日(土)・25日(日)

会場：愛知県豊田市／運動公園ソフトボール場 他

Ａグループ 織 機 東 福 大 谷 星 城 理 化 山 学 園 田 東 学 勝 分 敗 順

○ ○ ○ ○ ２
豊田織機 ４ ０ ０

７－０ 10－０ ８－２ ５－０ 位

● ● ● ●
東北福祉 ０ ０ ４ -

０－７ ２－３ １－６ １－７

● ○ ● ●
大阪大谷 １ ０ ３ -

０－10 ６－２ ３－４ ３－10

○ ● ● ●
星 城 １ ０ ３ -

３－２ ２－６ ０－４ ４－５

○ ○ ○ ●
東海理化 ３ ０ １ -

６－１ ４－３ ２－１ １－３

● ○ ● ○
山梨学院 ２ ０ ２ -

２－８ ４－０ １－２ ４－０

● ○ ○ ○
園田学園 ３ ０ １ -

０－５ ５－４ ３－１ ２－０

○ ○ ● ●
東海学園 ２ ０ ２ -

７－１ 10－３ ０－４ ０－２

Ｂグループ ＮＥＣ 富 士 国 際 中 京 DENSO 城 西 ＩＰＵ 日 福 勝 分 敗 順

● ○ ○ ●
Ｎ Ｅ Ｃ ２ ０ ２ -

５－７ ８－１ ３－２ ４－８

○ ● ● ○
富 士 ２ ０ ２ -

７－５ ０－２ ２－５ ８－２

● ● ● ○
大阪国際 １ ０ ３ -

１－８ ０－７ ０－７ ８－６

○ ○ ○ ○ 優
中 京 ４ ０ ０

２－０ ７－０ １－０ ７－０ 勝

○ ○ ○ ○
デンソー ４ ０ ０ -

５－２ ８－１ ４－３ ４－０

● ● ● ○
城 西 １ ０ ３ -

２－３ ０－１ ３－４ ７－２

○ ● ● ●
環太平洋 １ ０ ３ -

８－４ ０－７ ０－４ １－２

● ● ● ○
日本福祉 １ ０ ３ -

２－８ ６－８ ２－７ ２－１

※優勝と２位は勝ち数と失点率によって決定 全勝チームの失点率 中京大学0.00、豊田自動織機0.54、デンソー1.48



第64回全日本総合男子選手権大会

会期：平成30年９月15日(土)～18日(日) ※降雨により１日順延

会場：京都府福知山市／三段池公園多目的グラウンド

１．平 林 金 属 男 子 Ｓ Ｂ Ｃ (岡 山） ４
11

２．関 西 大 学 (大 阪) １
３

３．環 太 平 洋 大 学 (岡 山） ２
３

４．豊 田 自 動 織 機 Ｃ (神奈川） １
１

５．岩手ソフトボールクラブ (岩 手） ２
３

６．旭 化 成 (宮 崎) ７
４

７．高知パシフィックウェーブＳＣ (高 知） ８
２

８．Ｆ Ｓ Ｃ 石 橋 建 材 (福 井） ６
０

９．原 巽 ジ ャ ガ ー ズ (埼 玉) ３
４

10 愛 媛 ウ エ ス ト (愛 媛） ２
１

11．ＹＡＭＡＧＡＴＡＣＬＵＢ (山 形） １
６

12．日 本 エ コ シ ス テ ム (岐 阜） 12
３

13．未 来 都 Ｈ ・ Ｃ (大 阪） ５
１

14．日 新 製 鋼 (広 島） １ 日
４

（

15．福 岡 大 学（福 岡) ０ 本
９ 初

16．ト ヨ タ 自 動 車（愛 知) ２ 体
優

17．三 菱 重 工 名 古 屋 (愛 知） ３ 育
０ 勝

18．ジ ェ イ テ ク ト (徳 島） ２ 大
５

）

19．デ ン ソ ー (愛 知） １ 学
４

20．下 関 長 州 Ｓ Ｂ (山 口） ０
０

21．花 王 コ ス メ 小 田 原 (神奈川） ０
５

22．大 阪 桃 次 郎 (大 阪） １
２

23．京都サンファニークラブ (京 都） ２
０

24．Ｎ ｅ ｏ 長 崎 (長 崎） ０
６

25．宇 部 興 産 株 式 会 社（山 口） ０
１

26．ダ イ ワ ア ク ト (佐 賀） ４
３

27．日 本 体 育 大 学 (東 京） ２
２

28．Ｙ Ｋ Ｋ (富 山) ０
２

29．ホンダエンジニアリング (栃 木） ５
３

30．三 菱 重 工 長 崎（長 崎） ２
２

31．姫 路 ク ラ ブ（兵 庫) ５
１

32．高 崎 市 役 所（群 馬） ８
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第70回全日本総合女子選手権大会

会期：平成30年９月15日（土）～18日（火）※降雨により１日順延

会場：福井県／敦賀市・越前市・福井市・永平寺町

１．トヨタ自動車レッドテリアーズ(愛 知) ８
８

２．出口医院ペパーミントエンジェルス(長 崎) ０
３

３．ＶＯＮＤＳ市原ソフトボールクラブ(千 葉) ０
０

４．富 士 大 学(岩 手) １
０

５．シオノギ製薬ポポンギャルズ(兵 庫) ６
５

６．ウ ェ ン ト ス(茨 城) １
０

７．デ ン ソ ー ブ ラ イ ト ベ ガ サ ス(愛 知) ４
６

８．園 田 学 園 女 子 大 学(兵 庫) ２
５

９．山 梨 学 院 大 学(山 梨) ２
３

10 SGホールディングスギャラクシースターズ(京 都) 11
０

11．中 京 大 学(愛 知) 10
２

12．立 命 館 大 学(京 都) ０
１

13．平 林 金 属 株 式 会 社(岡 山) ０ ビ
４ ッ

14．ビックカメラ高崎 B E E Q U E E N(群 馬) ９ ク
１ カ

（

15．城 西 大 学(埼 玉) ０ メ ２
３ ラ 年

16．伊 予 銀 行 Ｖ Ｅ Ｒ Ｔ Ｚ(愛 媛) ９ 高 ぶ
崎 り

17．福 井 フ ェ ニ ッ ク ス(福 井) ０ Ｂ ２
３ Ｅ 回

18．戸田中央総合病院Ｍeｄｉｃｓ(栃 木) ２ Ｅ 目
７ Ｑ

）

19．Ｈｏｎｄａ Ｒｅｖｅｒｔａ(長 崎) ４ Ｕ
１ Ｅ

20．静 甲 株 式 会 社(静 岡) １ Ｅ
２ Ｎ

21．東 北 福 祉 大 学(宮 城) ０
１

22．大垣ミナモソフトボールクラブ(岐 阜) ２
０

23．ｔａｋａｇｉ北九州ＷａｔｅｒＷａｖｅ(福 岡) ７
４

24．日 本 体 育 大 学(東 京) ６
２

25．日 立 サ ン デ ィ ー バ(神奈川) ４
３

26．Ｙ Ｋ Ｋ(富 山) ０
２

27．ＮＥＣプラットフォームズＲｅｄＦａｌｃｏｎｓ(静 岡) ５
１

28．太 陽 誘 電 ソ ル フ ィ ー ユ(群 馬) ２
１

29．Ｉ Ｐ Ｕ ・ 環 太 平 洋 大 学(岡 山) １
０

30．日本精工Ｂｒａｖｅ Ｂｅｒｉｅｓ(滋 賀) ３
４

31．環 太 平 洋 大 学 短 期 大 学 部(愛 媛) ０
５

32．豊田自動織機シャイニングベガ(愛 知) ６



【北海道東北地区】

平成30度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（男子）

会期：４月21日(土)～29日(日)

会場：宮城県シリーズ／阿武隈川運動場、岩手県シリーズ／一関総合運動公園

チーム 北海道 弘 前 八戸工 盛 岡 東 北 宮 教 仙 台 福 島 日大工 勝分負 順

○ △ ○ ○
北 海 道 ＊ ＊ ＊ ＊ ３１０ ６

５－２ ９－９ 19－４ 14－３

● ● ● ●
弘 前 ＊ ＊ ＊ ＊ ００４ ９

２－５ ０－７ ４－10 １－13

○ ● ● ●
八戸工業 ＊ ＊ ＊ ＊ １０３ ７

７－０ ７－11 ３－29 ７－21

○ ○ ● ○ ● ○ ○
盛 岡 ＊ ５０２ ２

10－４ 11－７ １－14 13－６ ８－９ 10－３ 13－３

○ ○ ○ ● ○ ○
東 北 ＊ ＊ ＊ ５０１ ３

29－３ 14－１ 13－４ ９－10 ４－３ ６－１

△ ○ ● ● ● ○
宮城教育 ＊ ＊ ２１３ ４

９－９ 13－１ ６－13 ４－13 ８－10 18－８

● ○ ○ ○ ○ △ ○
仙 台 ＊ ５１１ １

４－19 21－７ ９－８ 10－９ 10－８ 11－11 ９－２

● ● ● ● △ ○
福 島 ＊ ＊ １１４ ５

３－14 ３－10 ３－４ ８－18 1１ 11 16－３

● ● ● ●
日大工学 ＊ ＊ ＊ ＊ ００４ ８

３－13 １－６ ２－９ ３－16

※順位の決定：①勝数の多いチーム ②試合数の多いチーム ③総得点の多いチーム ④総失点の少ないチーム

平成30年度北海道・東北地区大学ソフトボール春季大会（女子）

会期：４月29・30日

会場：宮城県蔵王町／蔵王町総合運動公園多目的グラウンド

１ 部 リ ー グ 東北福祉大学Ａ ６－７ 富 士 大 学

２ 部 リ ー グ 仙 台 大 学 ３－７ 東北福祉大学Ｂ 仙 台 大 学 ８－０ 盛 岡 大 学

東北福祉大学Ｂ 19－０ 盛 岡 大 学

上位順位決定戦 東北福祉大学Ａ ８－１ 東北福祉大学Ｂ 富 士 大 学 ６－３ 東北福祉大学Ａ

下位順位決定戦 仙 台 大 学 ６－３ 盛 岡 大 学

最 終 順 位 ①富士大学 ②東北福祉大学Ａ ③東北福祉大学Ｂ ④仙台大学 ⑤盛岡大学
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第39回 北海道・東北地区大学ソフトボール選手権大会

兼、第53回全日本大学ソフトボール選手権大会北海道・東北地区予選会

会期：５月12日(土)・13日(日)

会場：山形県／南陽市向山公園ソフトボール場、西置賜郡白鷹町ソフトボール場

【男子】

１．仙 台 大 学 ６

９

２．東 北 大 学 １

12

３．福 島 大 学 ５

11

４．北 海 道 大 学 ４

５．弘 前 大 学 ２ 優勝 盛岡大学

６．宮 城 教 育 大 学 ５ ５

12

７．日本大学工学部 10 13

８．八 戸 工 業 大 学 ３

12 ※男子インカレ出場：盛岡大学(６年ぶり12回目）

９．盛 岡 大 学 ５ 福島大学(２年連続17回目）

【女子】

１．富 士 大 学 ５

優勝

２．仙 台 大 学 ０ 富士大学（２年連続６回目）

０

３．東 北 福 祉 大 学 ７

※女子インカレ出場：富士大学(14年連続14回目)

東北福祉大学(15年連続15回目)
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平成30年度北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会（男子）

会期：10月６日(土)・７日(日)

会場：岩手県／八幡平市松尾総合運動公園多目的広場

トーナメント戦
リーグ戦 盛 岡 福 島 仙 台 順位

17 北海道大学 ５
○ ●

盛 岡 ２ ４
５－３ ６－13 宮城教育大学 12

抽
● ● 選

福 島 ３ 東 北 大 学 17
３－５ ２－６ ４

○ ○ ５ 八戸工業大学 ８
仙 台 １

11－６ ６－２

１．リ ー グ 戦 １ 位 仙 台 大 学 ４

２．トーナメント戦４位 八戸工業大学 1

１

３．トーナメント戦２位 東 北 大 学 14

４．リ ー グ 戦 ３ 位 福 島 大 学 ７

10

５．トーナメント戦３位 北海道大学 ８

６．トーナメント戦１位 宮城教育大学 ９

４

７．リ ー グ 戦 ２ 位 盛 岡 大 学 ２

※交流戦としたため、最終順位無しとした。

平成30年度北海道・東北地区大学ソフトボール秋季大会（女子）

会期：10月20日(土)・21日(日)

会場：宮城県／蔵王町総合運動公園

１部リーグ 東北福祉大学 ０－２ 富 士 大 学

２部リーグ 仙 台 大 学 17－５ 宮城教育大学 仙 台 大学 24－４ 盛 岡 大 学

宮城教育大学 ９－６ 盛 岡 大 学

順位決定戦 宮城教育大学 ７－15 盛 岡 大 学 東北福祉大学 ７－０ 仙 台 大 学

富 士 大 学 ５－１ 東北福祉大学

最 終 順 位 ①富士大学 ②東北福祉大学 ③仙台大学 ⑤盛岡大学 ⑤宮城教育大学
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【関東地区】 第13回 関東学生男子ソフトボール春季リーグ戦

会期：５月３日(木)・４日(金)・５日(土)

会場：群馬県藤岡市／烏川緑地スポーツ広場

Ⅰ部リーグ

チーム 東京理科 国際武道 関東学園 城 西 高崎経済 都留文科 勝 分 敗 順 位

東京理科 ○11－１ ○17－５ ○８－１ ○８－３ ○６－１ ５ ０ ０ １位

国際武道 ●１－11 ○14－０ ○６－１ ○８－１ ●３－４ ３ ０ ２ ２位

関東学園 ●５－17 ●０－14 ●３－12 ●３－４ ●１－２ ０ ０ ５ ６位

城 西 ●１－８ ●１－６ ○12－３ ○５－４ ○11－４ ３ ０ ２ ３位

高崎経済 ●３－８ ●１－８ ○４－３ ●４－５ ○10－８ ２ ０ ３ ４位

都留文科 ●１－６ ○４－３ ○２－１ ●４－11 ●８－10 ２ ０ ３ ５位

※勝ち点同数の２位と３位、４位と５位の順位は大会規定により決定

Ⅱ部リーグ

チーム 東 海 埼 玉 東京国際 千 葉 茨 城 筑 波 勝 分 敗 順 位

東 海 △９－９ ●５－17 ○９－５ ○８－０ ○８－５ ３ １ １ ２位

埼 玉 △９－９ ●０－７ ●６－８ ○13－９ ●４－８ １ １ ３ ５位

東京国際 ○17－５ ○７－０ ○13－１ ○10－１ ○８－２ ５ ０ ０ １位

千 葉 ●５－９ ○８－６ ●１－13 ●６－８ ○８－６ ２ ０ ３ ３位

茨 城 ●０－８ ●９－13 ●１－10 ○８－６ ●２－17 １ ０ ４ ６位

筑 波 ●５－８ ○８－４ ●２－８ ●６－８ ○17－２ ２ ０ ３ ４位

※勝ち点同数の３位と４位の順位は大会規定により決定

Ⅲ部リーグ

チーム 日大生資 日大生工 文 教 山梨学院 中央学院 芝浦工業 勝 分 敗 順 位

日大生資 ○16－０ ●０－７ ●５－７ ○16－０ ○８－１ ３ ０ ２ ３位

日大生工 ●０－16 ●５－16 ●５－20 ●16－17 ○12－８ １ ０ ４ ４位

文 教 ○７－０ ○16－５ ○８－６ ○12－３ ○７－０ ５ ０ ０ １位

山梨学院 ○７－５ ○20－５ ●６－８ ○13－６ ○19－７ ４ ０ １ ２位

中央学院 ●０－16 ○17－16 ●３－12 ●６－13 ●７－12 １ ０ ４ ６位

芝浦工業 ●１－８ ●８－12 ●０－７ ●７－19 ○12－７ １ ０ ４ ５位

※勝ち点同数の４位～６位の順位は大会規定により決定

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 関東学園大学(Ⅰ部６位)０－７(棄権)東京国際大学(Ⅱ部１位) ※東京国際大学はⅠ部昇格

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 茨城大学(Ⅱ部６位) 13－20 文教大学(Ⅲ部１位) ※文教大学はⅡ部昇格



第13回 関東学生女子ソフトボール春季リーグ戦

会期：５月３日(木)・４日(金)・５日(土)

会場：埼玉県毛呂山町／大類ソフトボールパーク、坂戸市／総合運動公園 他

Ⅰ部リーグ

チーム 山梨学院 城 西 淑 徳 東京国際 東 海 清 和 勝 分 敗 順 位

山梨学院 ○１－０ ○４－２ ○８－１ ○６－０ ○６－４ ５ ０ ０ １位

城 西 ●０－１ ●２－４ △１－１ ○３－２ ○５－３ ２ １ ２ ４位

淑 徳 ●２－４ ○４－２ ○９－５ ●１－３ ○１－０ ３ ０ ２ ３位

東京国際 ●１－８ △１－１ ●５－９ ●３－５ △０－０ ０ ２ ３ ５位

東 海 ●０－６ ●２－３ ○３－１ ○５－３ ○９－０ ３ ０ ２ ２位

清 和 ●４－６ ●３－５ ●０－１ △０－０ ●０－９ ０ １ ４ ６位

※２位～３位の順位は大会規定により決定

Ⅱ部リーグ

チーム 順 天 堂 関東学園 文 教 順 天 堂 筑 波 新島学園 勝 分 敗 順 位

順 天 堂 ○５－２ ○８－０ ○１－０ ○３－２ ○２－１ ５ ０ ０ １位

関東学園 ●２－５ ○10－３ ●３－10 ●６－13 ●７－10 １ ０ ４ ５位

文 教 ●０－８ ●３－10 ●３－11 ●２－９ ●２－７ ０ ０ ５ ６位

城西国際 ●０－１ ○10－３ ○11－３ ○６－３ ○５－１ ４ ０ １ ２位

筑 波 ●２－３ ○13－６ ○９－２ ●３－６ ●４－５ ２ ０ ３ ４位

新島学園 ●１－２ ○10－７ ○７－２ ●１－５ ○５－４ ３ ０ ２ ３位

Ⅲ部リーグ

チーム 白 鷗 茨 城 埼 玉 国際武道 日大生資 千 葉 勝 分 敗 順 位

白 鷗 ○16－２ ○21－２ ○17－１ ○21－２ ○28－３ ５ ０ ０ １位

茨 城 ●２－16 ○９－８ ○９－６ ●２－９ ○10－５ ３ ０ ２ ２位

埼 玉 ●２－21 ●８－９ ●５－12 ●６－11 ●４－15 ０ ０ ５ ６位

国際武道 ●１－17 ●６－９ ○12－５ ○10－７ ●２－11 ２ ０ ３ ４位

日大生資 ●２－21 ○９－２ ○11－６ ●７－10 ●６－９ ２ ０ ３ ５位

千 葉 ●３－28 ●５－10 ○15－４ ○11－２ ○９－６ ３ ０ ２ ３位

※２～３位、４～５位の順位は大会規定により決定

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 清和大学(Ⅰ部６位) ０－３ 順天堂大学(Ⅱ部１位) ※順天堂大学はⅠ部昇格

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 文教大学(Ⅱ部６位) 15－４ 白鴎大学(Ⅲ部１位) ※文教大学はⅡ部残留
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第26回 関東学生男子ソフトボール選手権大会

兼 第53回全日本大学ソフトボール選手権大会関東地区予選会

会期：５月19日(土)・20日(日)

会場：埼玉県深谷市／利根川河川敷グランド中瀬ソフトボール場 他

【関東学生春季リーグ戦の結果】 優 勝 東京理科大学（第１シード）

準優勝 国際武道大学（第２シード）

第３位 城 西 大 学（第３シード）

第４位 高崎経済大学（第４シード）

※上記４チームがそれぞれのブロックに分かれ、関東学生選手権大会で代表権を争う。

１ 東京理科大学 16 代表権

２ 茨 城 大 学 10 ４
０

３ 文 教 大 学 ８

４ 千 葉 大 学 ９ ２
８

５ 関東学園大学 11
７

６ 日本大学生資 ２ 代表権
10

７ 高崎経済大学 15
優勝 国際武道大学

８ 城 西 大 学 15
３

９ 筑 波 大 学 ９ 代表権
３

10 東 海 大 学 14
12

11 埼 玉 大 学 ２ ７

12 東京国際大学 ７
０

13 都留文科大学 ５ ４

14 国際武道大学 12 代表権

３位決定戦 東海大学 17－14 東京理科大学

インカレ出場権獲得校

国際武道大学（２年連続24回目）高崎経済大学（２年ぶり31回目）、東京理科大学（３年連続17回目）、東海大学（７年連続44回目）
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第26回 関東学生女子ソフトボール選手権大会

兼 第53回全日本大学ソフトボール選手権大会関東地区予選会

会期：５月19日(土)・20日(日)

会場：埼玉県戸田市／道満グリーンパークソフトボール球場

１ 山梨学院大学 ５

２ 城 西 大 学 ９

３ 筑 波 大 学 ０ 15 ３
０

４ 清 和 大 学 ３
２

５ 相模女子大学 ０
５

６ 城西国際大学 24 １

７ 東京国際大学 ４
優勝 山梨学院大学

８ 順天堂大学 ５
８

９ 千 葉 大 学 ２
１

10 文 教 大 学 ３
０

11 新島学園短大 10
２

12 白 鴎 大 学 10
０

13 埼 玉 大 学 ０ ４ １

14 淑 徳 大 学 ９

14 東 海 大 学 ３

敗者復活戦及び第５・６代表決定戦

順天堂大学 １ 新島学園短大 ４
第６代表 ２

清 和 大 学 ３ 東京国際大学 白 鴎 大 学 ７ 第５代表
２ 白 鴎 大 学

東京国際大学 ４ 城西国際大学 １

３位決定戦 城西大学 ７－１ 淑徳大学

インカレ出場権獲得校

山梨学院大学（４年連続７回目の優勝、10年連続10回目）、東海大学（２年連続30回目）、淑徳大学（２年連続24回目）、

城西大学（16年連続16回目）、白鴎大学（初出場）、東京国際大学（２年ぶり７回目）、
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第18回 関東学生男子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：９月24日(土)～10月９日(月)

会場：群馬県館林市／高根運動場 他

Ⅰ部リーグ

チーム 東京理科 国際武道 城 西 高崎経済 都留文科 東京国際 勝 分 敗 順 位

東京理科 ●６－７ ○６－４ ○７－３ ○６－３ ○７－５ ４ ０ １ １位

国際武道 ○７－６ ●１－３ ○６－０ ○５－０ ○５－１ ４ ０ １ ３位

城 西 ●４－６ ○３－１ ○９－２ ○４－０ ○４－１ ４ ０ １ ２位

高崎経済 ●３－７ ●０－６ ●２－９ ●４－17 ●４－８ ０ ０ ５ ６位

都留文科 ●３－６ ●０－５ ●０－４ ○17－４ ●６－13 １ ０ ４ ５位

東京国際 ●５－７ ●１－５ ●１－４ ○８－４ ○13－６ ２ ０ ３ ４位

※１～３位は当該間の得失点差による。
Ⅱ部リーグ

チーム 関東学園 東 海 千 葉 筑 波 埼 玉 文 教 勝 分 敗 順 位

関東学園 ○７－６ ○22－17 ○８－４ ○12－４ ○10－４ ５ ０ ０ １位

東 海 ●６－７ ○９－２ ●５－６ ○14－０ ●３－５ ２ ０ ３ ３位

千 葉 ●17－22 ●２－９ ●２－７ ○２－０ ○５－４ ２ ０ ３ ４位

筑 波 ●４－８ ○６－５ ○７－２ ●９－13 ○８－７ ３ ０ ２ ２位

埼 玉 ●４－12 ●０－14 ●０－２ ○13－９ ○８－０ ２ ０ ３ ５位

文 教 ●４－10 ○５－３ ●４－５ ●７－８ ●０－８ １ ０ ４ ６位

※３～５位は当該チーム間の直接対戦の結果による。
Ⅲ部リーグ

チーム 茨 城 山梨学院 日大生資 日大生産 芝浦工業 中央学院 勝 分 敗 順 位

茨 城 ○10－４ △６－６ ○７－０ ○24－７ ●10－15 ３ １ １ ２位

山梨学院 ●４－10 ○７－０ ○７－０ ○10－７ ○14－４ ４ ０ １ １位

日大生資 △６－６ ●０－７ ○７－０ ●11－12 ○９－２ ２ １ ２ ４位

日大生産 ●０－７ ●０－７ ●０－７ ●０－７ ●０－７ ０ ０ ５ ６位

芝浦工業 ●７－24 ●７－10 ○12－11 ○７－０ △15－15 ２ １ ２ ３位

中央学院 ○15－10 ●４－14 ●２－９ ○７－０ △15－15 ２ １ ２ ５位

※３～５位は当該チーム間の勝ち点差による。
入替戦

Ⅰ部～Ⅱ部 高崎経済大学(Ⅰ部６位) ８－０ 関東学園大学(Ⅱ部１位) ※高崎経済大学はⅠ部残留

Ⅱ部～Ⅲ部 文 教 大 学(Ⅱ部６位) １－８ 山梨学院大学(Ⅲ部１位) ※山梨学院大学はⅡ部昇格
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第18回 関東学生女子ソフトボール秋季リーグ戦

会期：10月６日(土)・７日(日)・８日(月)

会場：埼玉県毛呂山町／大類ソフトボールパーク・東松山市／駒形公園ソフトボール場 他

Ⅰ部リーグ

チーム 山梨学院 東 海 淑 徳 城 西 東京国際 順 天 堂 勝 分 敗 順 位

山梨学院 ○２－１ ○７－０ ○２－１ ○９－４ ○９－２ ５ ０ ０ １位

東 海 ●１－２ ○２－１ ●１－２ ○３－１ ○４－１ ３ ０ ２ ３位

淑 徳 ●０－７ ●１－２ ○１－０ ●１－２ ○１－０ ２ ０ ３ ５位

城 西 ●１－２ ○２－１ ●０－１ ○３－１ ○１－０ ３ ０ ２ ２位

東京国際 ●４－９ ●１－３ ○２－１ ●１－３ ○４－３ ２ ０ ３ ４位

順 天 堂 ●２－９ ●１－４ ●０－１ ●０－１ ●３－４ ０ ０ ５ ６位

※勝ち点同数の２～３位、４～５位の順位決定は大会規定よる。
Ⅱ部リーグ

チーム 清 和 城西国際 新島学園 筑 波 関東学園 文 教 勝 分 敗 順 位

清 和 ●３－５ ○６－１ ○７－０ ○２－１ ○６－２ ４ ０ １ ２位

城西国際 ○５－３ ●２－３ ○17－３ ○５－３ ○７－０ ４ ０ １ １位

新島学園 ●１－６ ○３－２ ○15－３ ●０－８ ○４－３ ３ ０ ２ ３位

筑 波 ●０－７ ●３－17 ●３－15 ●３－６ ●９－11 ０ ０ ５ ６位

関東学園 ●１－２ ●３－５ ○８－０ ○６－３ △８－８ ２ １ ２ ４位

文 教 ●２－６ ●０－７ ●３－４ ○11－９ △８－８ １ １ ３ ５位

※勝ち点同数の１～２位の順位決定は大会規定よる。
Ⅲ部リーグ

チーム 白 鷗 千 葉 茨 城 日大生資 埼 玉 勝 分 敗 順 位

白 鷗 ○12－１ ○７－０ ○22－０ ○７－０ ４ ０ ０ １位

千 葉 ●１－12 ●２－３ ○22－１ ○19－０ ２ ０ ２ ３位

茨 城 ●０－７ ○３－２ ○15－10 ○13－２ ３ ０ １ ２位

日大生資 ●０－22 ●１－22 ●10－15 ○16－９ １ ０ ３ ４位

埼 玉 ●０－７ ●０－19 ●２－13 ●９－16 ０ ０ ５ ５位

Ⅰ部Ⅱ部入替戦 順天堂大学(Ⅰ部６位) ３－１ 城西国際大学(Ⅱ部１位) ※順天堂大学はⅠ部残留

Ⅱ部Ⅲ部入替戦 筑波大学(Ⅱ部６位) １－９ 白鷗大学(Ⅲ部１位) ※白鷗大学大はⅡ部昇格

最優秀選手賞

Ⅰ部：信田沙南(山梨学院大投手) Ⅱ部：小野塚菜奈(城西国際大投手) Ⅲ部：井野口茉由(白鷗大投手)
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【北信越地区】

第25回 北信越地区大学男子・女子ソフトボール選手権大会

（兼、文部科学大臣杯第53回全日本大学ソフトボール選手権大会予選会）

会 期：５月26日(土)・27日(日)

会 場：石川県小松市／スカイパークこまつ翼

男子トーナメント戦 男子第２代表決定戦

福 井 県 立 大 学 15 富 山 大 学 12

諏訪東京理科大学 ８ 12 諏訪東京理科大学 ０ 15
０ 福 10

長 岡 大 学 13 井 福 井 大 学 10 ９
県

富 山 大 学 ６ 立 金 沢 大 学 29 富
１ 大 ０ 山

福 井 大 学 ４ 長 岡 大 学 25 大
１

金 沢 大 学 １ 信 州 大 学 １
３

信 州 大 学 12

※インカレ出場権獲得校：福井県立大学（３年連続７回目）、富山大学（２年連続15回目）

女子予選リーグ

女子Ａ 松 本 金 沢 新 潟 勝 敗 順 女子Ｂ 富 山 信 州 金 学 勝 敗 順

○ ○ ● ●
松 本 ２ ０ １ 富 山 ０ ２ ３

37－０ ９－０ ３－22 ０－50

● ● ○ ●
金 沢 ０ ２ ３ 。 信 州 １ １ ２

０－37 ３－24 22－３ ０－13

新 潟 ● ○ ○ ○
１ １ ２ 金沢学院 ２ ０ １

医療福祉 ０－９ 24－０ 50－０ 13－０

女子決勝トーナメント

松 本 大 学 18

５

信 州 大 学 ６

松本大学

金 沢 学 院 大 学 11

４ ※インカレ出場権獲得校：松本大学（13年連続13回目）

新潟医療福祉大学 ０
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第25回 北信越大学男女新人ソフトボール選手権大会

会期：10月27日(土)・28日(日)

会場：長野県高山村／北部運動広場、須坂市／北部体育館グラウンド 他

【男子】

富 山 大 学 ６ 信 州 大 学 11

金 沢 大 学 ８ ３ 金 沢 大 学 １ 11 ３
17 優 ４ 位

福 井 大 学 ９ 勝 福井県立大学 11 信
福 州

福 井 県 立 大 学 ４ 井 長 岡 大 学 ４ 大
７ 大 １ 学

諏訪東京理科大学 10 学 富 山 大 学 12

長 岡 大 学 ３ １ 。

信 州 大 学 ０

11

【女子予選リーグ】 【女子決勝トーナメント】

チーム 信 州 松 本 金 学 勝 敗 順 金沢学院大学 ７

● ● 松 本 大 学 12
信 州 ０ ２ ３ ４

０－10 ０－15 信 州 大 学 ２

○ ●
松 本 １ １ ２

10－０ ２－９ 優勝：金沢学院大学

○ ○ ２位：松本大学
金沢学院 ０ ２ ３

15－０ ９－２ ３位：信州大学
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【東京地区】 平成30年度第50回 東京都大学ソフトボール春季リーグ戦

会期：平成30年４月７日～５月６日

会場：早稲田大学・大類ソフトパーク・東京富士大学 他

【Men's Division １】

チーム 国 士 舘 日本体育 早 稲 田 中 央 東京学芸 東 京 勝 分 敗 順 位

国 士 舘 ●８－９ ○８－４ ○５－０ ○14－３ ○５－４ ４ ０ １ ２位

日本体育 ○９－８ ○６－２ ○９－０ ○４－０ ○12－０ ５ ０ ０ １位

早 稲 田 ●４－８ ●２－６ ●２－４ ○16－０ ○２－０ ２ ０ ３ ４位

中 央 ●０－５ ●０－９ ○４－２ ○８－１ ○６－１ ３ ０ ２ ３位

東京学芸 ●３－14 ●０－４ ●０－16 ●１－８ ○10－３ １ ０ ４ ５位

東 京 ●４－５ ●０－12 ●０－２ ●１－６ ●３－10 ０ ０ ５ ６位

【Men's Division ２】

チーム 慶應義塾 明 治 学 習 院 日 本 立 教 東 洋 勝 分 敗 順 位

慶應義塾 ●６－17 ●２－９ ●０－16 ●３－７ ○10－８ １ ０ ４ ６位

明 治 ○17－６ ●６－７ ●４－７ ○13－３ ○18－２ ３ ０ ２ ３位

学 習 院 ○９－２ ○７－６ ●３－17 ○10－４ ○８－０ ４ ０ １ ２位

日 本 ○16－０ ○７－４ ○17－３ ○21－12 ○14－４ ５ ０ ０ １位

立 教 ○７－３ ●３－13 ●４－10 ●12－21 ●２－９ １ ０ ４ ５位

東 洋 ●８－10 ●２－18 ●０－８ ●４－14 ○９－２ １ ０ ４ ４位

【Men's Division ３】

チーム 文 教 帝 京 専 修 明 星 桜美林 成 蹊 東 農 勝 分 敗 順 位

● ○ ● ● ● ○
文教湘南 ２ ０ ４ ５位

０－７ 16－１ ０－12 10－14 ２－14 ７－０
○ ○ ○ ○ ○ ○

帝 京 ６ ０ ０ １位
７－０ 17－１ ８－１ ８－４ 12－３ ７－７
● ● ● ● ○ ○

専 修 ２ ０ ４ ６位
１－16 １－17 ４－16 ０－13 28－11 ７－０
○ ● ○ ● ● ○

明 星 ３ ０ ３ ３位
12－０ １－８ 16－４ ０－15 ３－５ ７－０
○ ● ○ ○ ○ ○

桜 美 林 ５ ０ １ ２位
14－10 ４－８ 13－０ 15－０ ４－２ ７－０
○ ● ● ○ ● ○

成 蹊 ３ ０ ３ ４位
14－２ ３－12 11－28 ５－３ ２－４ ７－０
● ● ● ● ● ●

東京農業 ０ ０ ６ ７位
０－７ ０－７ ０－７ ０－７ ０－７ ０－７
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【 Women's Division １】

チーム 東 女 体 日本体育 早 稲 田 東京富士 国 士 舘 日 女 体 勝 分 敗 順 位

東 女 体 ●３－10 ●３－５ ●１－４ ○６－０ ●２－４ １ ０ ４ ４位

日本体育 ○10－３ ○７－０ ○５－２ ○３－１ ○１－０ ５ ０ ０ １位

早 稲 田 ○５－３ ●０－７ ●０－１ ○６－３ ○９－１ ３ ０ ２ ３位

東京富士 ○４－１ ●２－５ ○１－０ ○３－０ ○３－１ ４ ０ １ ２位

国 士 舘 ●０－６ ●１－３ ●３－６ ●０－３ ○５－３ １ ０ ４ ６位

日 女 体 ○４－２ ●０－１ ●１－９ ●１－３ ●３－５ １ ０ ４ ５位

【 Women's Division ２】

チーム 東京学芸 学 習 院 桜 美 林 中 央 明 治 慶應義塾 勝 分 敗 順 位

東京学芸 ○３－０ ○15－０ ○12－５ ○16－０ ○13－２ ５ ０ ０ １位

学 習 院 ●０－３ ○15－５ ○４－３ ○９－１ ○８－１ ４ ０ １ ２位

桜 美 林 ●０－15 ●５－15 ●４－８ ●３－10 ●０－８ ０ ０ ５ ６位

中 央 ●５－12 ●３－４ ○８－４ ○５－１ ○11－10 ３ ０ ２ ３位

明 治 ●０－16 ●１－９ ○10－３ ●１－５ ●２－11 １ ０ ４ ５位

慶應義塾 ●２－13 ●１－８ ○８－０ ●10－11 ○11－２ ２ ０ ３ ４位

【 Women's Division ３】

チーム 東 洋 実践女子 日 本 成 蹊 専 修 文教湘南 勝 分 敗 順 位

東 洋 ○20－４ ○９－４ ○11－７ ３ ０ ０ １位

実践女子 ●４－20 ●５－12 ●７－９ ０ ０ ３ ４位

日 本 ●７－11 ○12－５ ○10－５ ２ ０ １ ２位

成 蹊 ●７－11 ○９－７ ●５－10 １ ０ ２ ３位

専 修

文教湘南

※勝敗が同じ場合の順位決定は、各リーグ戦とも失点率による。
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第53回全日本大学選手権大会出場枠決定特別ページシステム

男子１部 女子１部

会場：福生球場 会場：早稲田大学所沢グラウンド

会期：５月３日(日) 会期：４月22日(日)・４月28日(土)

日

１位 日本体育大学 ９本 １位 日 本 体 育 大 学 ５

体 ① ７

２位 国士舘大学 ３ 育 ２位 東 京 富 士 大 学 ２

２大 日

３位 早稲田大学 １ 学 ３位 早 稲 田 大 学 ８ 本

② ０ 体

６位 国 士 舘 大 学 ０ 育

６ 大

４位 東京女子体育大学 ３ 学

③ ２ ０

５位 日本女子体育大学 ２

①敗者東 京 富 士 大 学 ２

国 士 舘 大 学 ３

（②敗者） ５位

日本女子体育大学 １

（③敗者）

【男子１部最終順位】 【女子１部最終順位】

優 勝：日 本 体 育 大 学 優 勝：日 本 体 育 大 学

準優勝：国 士 舘 大 学 準優勝：東京女子体育大学

３ 位：中 央 大 学 ３ 位：東 京 富 士 大 学

４ 位：早 稲 田 大 学 ４ 位：早 稲 田 大 学

５ 位：東 京 学 芸 大 学 ５ 位：国 士 舘 大 学

６ 位：東 京 大 学 ６ 位：日本女子体育大学

男子入れ替え戦

１部－２部 東京大学(１部６位) ３－２ 日本大学(２部１位) 東京大学は１部残留

２部－３部 慶應義塾大学(２部６位) ９－７ 帝京大学(３部１位) 慶應大学は２部残留

女子入れ替え戦

１部－２部 日本女子体育大学(１部６位)７－０東京学芸大学(２部１位) 日本女子体育大学は１部残留

２部－３部 桜美林大学(２部６位)７－11東洋大学(３部１位) 桜美林大学は３部降格、東洋大学は２部昇格
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文部科学大臣杯第53回全日本大学ソフトボール選手権大会東京都２次予選

会場：大類ソフトボールパークＡ 会場：西戸グラウンドＡ

会期：５月６日(土) 会期：５月６日(土)

男子 女子

１．早稲田大学 ９ １．国士舘大学 15

14 ５

２．学習院大学 ２ ２．中 央 大 学 １

早稲田大学 国士舘大学

３．東 洋 大 学 １ ３．学習院大学 １

０ ２

４．帝 京 大 学 ９ ４．東京学芸大学 10

会場：大類ソフトボールパークＢ 会場：西戸グラウンドＢ

会期：５月６日(土) 会期：５月６日(土)

５．東京学芸大学 ４ ５．日本女子体育大学 17

６ 15

６．明 治 大 学 ５ ６．明 治 大 学 １

東京大学 日本女子体育大

７．東 京 大 学 ９ ７．東 洋 大 学 11

13 ３

８．日 本 大 学 ３ ８．慶應義塾大学 １

第53回全日本大学選手権大会の東京地区代表校

男子：日本体育大学(53年連続53回目) 女子：日本体育大学(53年連続53回目)

国士舘大学(53年連続53回目) 東京女子体育大学(53年連続53回目)

中央大学(７年連続29回目) 東京富士大学(７年連続７回目)

早稲田大学(52年連続52目) 早稲田大学(14年連続15回目)

東京大学(12年ぶり19回目) 国士舘大学(８年連続24回目)

日本女子体育大学(６年連続49回目)
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平成30年度第50回 東京都大学ソフトボール秋季リーグ戦

会期：９月８日～10月20日

会場：江戸川球場・大類ソフトボールパーク 他

【Men's Division １】

チーム 国 士 舘 日本体育 早 稲 田 中 央 東京学芸 東 京 勝 分 敗 順 位

国 士 舘 ●１－４ ○８－０ ○４－２ ○10－０ ○11－１ ４ ０ １ ２位

日本体育 ○４－１ ●４－11 ○１－０ ○５－０ ○３－１ ４ ０ １ １位

早 稲 田 ●０－８ ○11－４ ●１－11 ○26－７ ○７－２ ３ ０ ２ ４位

中 央 ●２－４ ●０－１ ○11－１ ○８－３ ○４－３ ３ ０ ２ ３位

東京学芸 ●０－10 ●０－５ ●７－26 ●３－８ ●11－12 ０ ０ ５ ６位

東 京 ●１－11 ●１－３ ●２－７ ●３－４ ○12－11 １ ０ ４ ５位

【Men's Division ２】

チーム 慶應義塾 明 治 学 習 院 日 本 立 教 東 洋 勝 分 敗 順 位

慶應義塾 ○16－５ ○７－２ ○14－４ ○10－５ ○６－４ ５ ０ ０ １位

明 治 ●５－16 ○12－０ ●２－13 ●８－９ ○15－５ ２ ０ ３ ３位

学 習 院 ●２－７ ●０－12 ●８－９ ○４－３ ○７－０ ２ ０ ３ ５位

日 本 ●４－14 ○13－２ ○９－８ ○４－２ ○９－８ ４ ０ １ ２位

立 教 ●５－10 ○９－８ ●３－４ ●２－４ ○10－８ ２ ０ ３ ４位

東 洋 ●４－６ ●５－15 ●０－７ ●８－９ ●８－10 ０ ０ ５ ６位

【Men's Division ３】

チーム 文 教 帝 京 明 星 桜美林 成 蹊 専 修 東 農 勝 分 敗 順 位

○ ○ ● ●
文教湘南 ２ ０ ２ ３位

17－２ 10－６ ０－12 １－７
● ● ● ●

帝 京 ０ ０ ４ ５位
２－17 ２－17 ４－25 ２－17
● ○ ● ●

専 修 １ ０ ３ ４位
６－10 17－２ ０－７ 11－12
○ ○ ○ ○

桜 美 林 ４ ０ ０ １位
12－０ 25－４ ７－０ ８－５
○ ○ ○ ●

成 蹊 ３ ０ １ ２位
７－１ 17－２ 12－11 ５－８

専 修

東京農業

男子入れ替え戦

１部－２部 東京学芸大学(６位) ９－６ 慶應義塾大学(１位) 東京学芸大学は１部残留

２部－３部 東洋大学(６位) ６－９ 桜美林大学(１位) 東洋大学は３部降格、桜美林大学は２部昇格
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【 Women's Division １】

チーム 東 女 体 日本体育 早 稲 田 東京富士 国 士 舘 日 女 体 勝 分 敗 順 位

東 女 体 ●０－７ ○４－０ ●０－１ ○７－３ ○５－２ ３ ０ ２ ３位

日本体育 ○７－０ ○７－１ ○５－３ ○４－３ ○３－０ ５ ０ ０ １位

早 稲 田 ●０－４ ●１－７ ●１－11 ○５－０ ○８－２ ２ ０ ３ ４位

東京富士 ○１－０ ●３－５ ○11－１ ○３－０ ○３－０ ４ ０ １ ２位

国 士 舘 ●３－７ ●３－４ ●０－５ ●０－３ ●２－10 ０ ０ ５ ６位

日 女 体 ●２－５ ●０－３ ●２－８ ●０－３ ○10－２ １ ０ ４ ５位

【 Women's Division ２】

チーム 東京学芸 学 習 院 慶應義塾 中 央 明 治 東 洋 勝 分 敗 順 位

東京学芸 ○２－０ ○17－０ ○16－０ ○17－２ ○８－１ ５ ０ ０ １位

学 習 院 ●０－２ ○６－０ ○２－１ ○11－０ ●７－９ ３ ０ ２ ３位

慶應義塾 ●０－17 ●０－６ ●０－６ ○８－７ ●10－20 １ ０ ４ ５位

中 央 ●０－16 ●１－２ ○６－０ ○10－０ ○12－４ ３ ０ ２ ２位

明 治 ●２－17 ●０－11 ●７－８ ●０－10 ●３－12 ０ ０ ５ ６位

東 洋 ●１－８ ○９－７ ○20－10 ●４－12 ○12－３ ３ ０ ２ ４位

【 Women's Division ３】

チーム 桜 美 林 実践女子 日 本 成 蹊 専 修 文教教湘 勝 分 敗 順 位

桜 美 林 ●７－８ ●２－20 ○15－11 １ ０ ２ ４位

実践女子 ○８－７ ●６－13 ●３－４ １ ０ ２ ２位

日 本 ○20－２ ○13－６ ○14－５ ３ ０ ０ １位

成 蹊 ●11－15 ○４－３ ●５－14 １ ０ ２ ３位

専 修

文教湘南

※勝敗が同じ場合の順位決定は、各リーグ戦とも失点率による。

女子入れ替え戦

１部－２部 国士舘大学(１部６位) ８－５ 東京学芸大学(２部１位) 国士舘大学は１部残留

２部－３部 明 治大学(２部６位) ４－10 日本大学 (３部１位) 日本大学は２部昇格



【東海地区】 中京テレビ杯

平成30年度春季第82回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第53回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第50回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：４月22日、５月４・５・６・12日

会場：愛知県刈谷市／亀城公園運動場

Ⅰ部リーグ戦

チーム 中 京 中京学院 日本福祉 愛知学院 愛 知 岐阜聖徳 勝 分 敗 順位

中 京 ○３－０ ○９－４ ○10－５ ○７－２ ○14－３ ５ ０ ０ 優勝

中京学院 ●０－３ ○３－０ ○11－１ ○９－０ ○10－１ ４ ０ １ ２位

日本福祉 ●４－９ ●０－３ ○10－０ ○８－０ ○12－０ ３ ０ ２ ３位

愛知学院 ●５－10 ●１－11 ●０－10 ●８－15 ○12－５ １ ０ ４ ５位

愛 知 ●２－７ ●０－９ ●０－８ ○15－８ ●２－12 １ ０ ４ ６位

岐阜聖徳 ●３－14 ●１－10 ●０－12 ●５－12 ○12－２ １ ０ ４ ４位

※４～６位は当該チーム間の失点率による。

Ⅱ部リーグ戦

予選Ａｇ 常 葉 愛知教育 名 古 屋 東海学園 勝 分 敗 順位

常 葉 ●８－９ ○11－４ ○13－１ ２ ０ １ ２位

愛知教育 ○９－８ ●５－８ ○７－０ ２ ０ １ １位

名 古 屋 ●４－11 ○８－５ ●３－６ １ ０ ２ ４位

東海学園 ●１－13 ●０－７ ○６－３ １ ０ ２ ３位

※１～２、３～４位は当該チーム間の失点率による。

予選Ｂｇ 名 城 南 山 中 部 静 岡 勝 分 敗 順位

名 城 ●７－13 ○14－９ ○12－４ ２ ０ １ ２位

南 山 ○13－７ ○16－６ ○11－４ ３ ０ ０ １位

中 部 ●９－14 ●６－16 ●４－14 ０ ０ ３ ４位

静 岡 ●４－12 ●４－11 ○14－４ １ ０ ２ ３位

順位決定予備戦

常 葉 大 学(予選Ａ２位) ５－２ 名 城 大 学(予選Ｂ２位)

東海学園大学(予選Ａ３位) ４－16 静 岡 大 学(予選Ｂ３位)
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順位決定戦

１ 位 決 定 戦：愛知教育大学(予選Ａ１位) ５－10 南 山 大 学(予選Ｂ１位)

２・３位決定戦：常 葉 大 学(予備戦勝者) ４－５ 愛知教育大学(１位決定戦敗者)

４・５位決定戦：静 岡 大 学(予備戦勝者) 12－５ 名 城 大 学(予備戦敗者)

６・７位決定戦：東海学園大学(予備戦敗者) ３－13 名 古 屋 大 学(８位決定戦勝者)

８ 位 決 定 戦：名 古 屋 大 学(予選Ａ４位) ９－５ 中 部 大 学(予選Ｂ４位)

Ⅰ部×Ⅱ部入れ替え戦

愛知学院大学(５位)８－３愛知教育大学(２位)

愛知大学(６位)５－15南山大学(１位)

※愛知学院大学Ⅰ部残留、南山大学Ⅰ部昇格

代表

第15回東海地域大学ソフトボール選手権大会（第

53回インカレ最終予選）：

中京大学・中京学院大学・日本福祉大学・

岐阜聖徳学園大学・愛知学院大学・南山大学・

愛知大学・愛知教育大学

第50回西日本大学ソフトボール選手権大会：

中京大学・中京学院大学・日本福祉大学・

岐阜聖徳学園大学・愛知学院大学・南山大学

個人表彰選手

●Ⅰ部リーグ

最 優 秀 選 手 賞：関口 幸輝(中京大学)

首 位 打 者 賞：菊川 智己(中京大学)

記録５割７分１厘

打 点 賞：湊 裕哉(中京学院大学)

記録 ９

本 塁 打 賞：菊川 智己(中京大学)

記録 ３

盗 塁 賞：小島 直也（愛知大学）

記録 ４

最 優 秀 防 御 率 賞：関口 幸輝(中京大学)

記録 ０.００

ベ ス ト テ ン

投 手：関口 幸輝 (中京大学)

捕 手：久保 朋也（愛知学院大学）

一 塁 手：山河 洋平（岐阜聖徳学園大学）

二 塁 手：松山 和貴（日本福祉大学）

三 塁 手：湊 裕哉（中京学院大学）

遊 撃 手：桶師 凌 （中京学院大学）

外 野 手：菊川 智己（中京大学）

外 野 手：近藤 大嗣（中京大学）

外 野 手：池端 謙太（中京学院大学）

ＤＰ・ＦＰ：加島 佳明（日本福祉大学）

●Ⅱ部リーグ

優 秀 選 手 賞：加藤 優作(南山大学)

ベストプレイヤー賞

南 山 大 学：鮫島 里騎

愛 知 教 育 大 学：河合隆太朗

常 葉 大 学：外山 大友

静 岡 大 学：松之木克哉

名 城 大 学：新貝 恭平

名 古 屋 大 学：堀 夏英

東 海 学 園 大 学：北村 勇輝

中 部 大 学：沼倉 辰弥

●Ⅰ部・Ⅱ部共通

ベストマネジメント賞：稲垣 咲良(愛知学院大学)

ベストマーケティング賞：鈴木 莉奈(静岡大学)

ベストスコアラー賞：太田 和希（中京大学）

講評 Ⅰ部は中京大と中京学院大の２強が

全勝対決で中京大が２季連続の優勝を手にした。

また、下位３チームは全敗がなく失点率で順位が

決定するという混戦であったが、上位３チームと

の投手力を中心とする守備力の差が目立った。

Ⅱ部も上位チームは混戦となったが、南山大が

全勝で勝ち上がり、その勢いでⅠ部昇格も果たし

た。二桁得点の試合が多く、投手力の強化が喫緊

の課題である。Ⅱ部降格の愛知大とⅡ部低迷の常

葉大の両古豪に奮起を期待したい。（東海学連事

務局長:水谷 博)



中京テレビ杯

平成30年度春季第71回 東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

－兼、第53回全日本大学ソフトボール選手権大会一次予選－

－兼、第50回西日本大学ソフトボール選手権大会予選－

会期：４月８・15・28・30日、５月３・４・５日

会場：愛知県東海市／新宝緑地運動公園、豊田市／運動公園ソフトボール場

Ⅰ部リーグ戦結果

チーム 東海学園 中 京 岐阜経済 星 城 日本福祉 中京学院 勝 分 敗 率 順

●０－１ ○８－０ ○４－０ ○３－０ ○７－０
東海学園 ８ １ １ ２位

△４－４ ○７－０ ○１－０ ○４－０ ○10－０

○１－０ ○９－０ ○７－０ ○５－２ ○３－２
中 京 ９ １ ０ 優勝

△４－４ ○９－０ ○３－０ ○５－０ ○４－２

●０－８ ●０－９ ●１－２ ○３－１ ○８－１
岐阜経済 ３ ０ ７ ５位

●０－７ ●０－９ ●１－２ ●１－３ ○４－０

●０－４ ●０－７ ○２－１ ●３－８ ○５－２
星 城 ５ ０ ５ ３位

●０－１ ●０－３ ○２－１ ○９－５ ○７－１

●０－３ ●２－５ ●１－３ ○８－３ ○３－２
日本福祉 ４ ０ ６ ４位

●０－４ ●０－５ ○３－１ ●５－９ ○３－１

●０－７ ●２－３ ●１－８ ●２－５ ●２－３
中京学院 ０ ０ 10 ６位

●０－10 ●２－４ ●０－４ ●１－７ ●１－３

Ⅱ部リーグ戦結果

Ａ 常 葉 至 学 館 静 岡 岐阜聖徳 愛知教育 中学名大 勝 分 敗 順位

常 葉 ●１－10 ○７－０ ●１－２ ○６－２ ○16－０ ３ ０ ２ ３位

至 学 館 ○10－１ ○11－０ ○６－０ ○13－０ ○８－０ ５ ０ ０ １位

静 岡 ●０－７ ●０－11 ●４－５ ●０－８ ●５－16 ０ ０ ５ ６位

岐阜聖徳 ○２－１ ●０－６ ○５－４ ○６－４ ○10－０ ４ ０ １ ２位

愛知教育 ●２－６ ●０－13 ○８－０ ●４－６ ○８－６ ２ ０ ３ ４位

中学名大 ●０－16 ●０－８ ○16－５ ●０－10 ●６－８ １ ０ ４ ５位

Ⅰ部×Ⅱ部入れ替え戦

岐阜経済大学(５位)３－５岐阜聖徳学園葉大学

(２位)

※岐阜聖徳学園大学はⅠ部昇格

中京学院大学(６位)０－３至学館大学(１位)

※至学館大学はⅠ部昇格

代表

第15回東海地域大学選手権大会（第53回インカレ

最終予選）・第50回西日本大学選手権大会：

中京大学・東海学園大学・星城大学・

日本福祉大学・至学館大学・岐阜聖徳学園大学
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岐阜経済大学・中京学院大学（以上８校）

個人表彰選手

●Ⅰ部リーグ

最 優 秀 選 手 賞：高山美蓉子(中京大学)

首 位 打 者 賞：藤井 杏朱(日本福祉大学)

記録４割７分４厘

打 点 賞：佐藤 友香(中京大学)

記録12

本 塁 打 賞：該当者なし

盗 塁 賞：佐藤 友香(中京大学)

記録６

最 優 秀 防 御 率 賞：竹田 早希(東海学園大学

記録０．６９

ベ ス ト テ ン：

投 手：金丸侑志帆（中京大学)

捕 手 棚町 佳奈（東海学園大学）

一 塁 手：藤原 量子（星城大学）

二 塁 手：杉本 梨緒（中京大学）

三 塁 手：細川 香恋（東海学園大学）

遊 撃 手：吉田 彩夏（東海学園大学）

外 野 手：佐藤 果歩（中京大学）

外 野 手：佐藤 友香（中京大学）

外 野 手：沖中由梨花（東海学園大学）

ＤＰＦＰ：大崎 小夏（日本福祉大学）

●Ⅱ部リーグ

優 秀 選 手 賞：木下 那夕(至学館大学)

ベストプレイヤー賞：

至 学 館 大 学：山崎真梨音

岐阜聖徳学園大学：齊木 千聡

常 葉 大 学：鈴木 絢子

愛 知 教 育 大 学：水口 莉沙

静 岡 大 学：江口 優子

中部学院・名古屋：古田 雪乃

●Ⅰ部・Ⅱ部共通

Ｍ Ｉ Ｐ 賞：竹田 早希(東海学園大学)

ベストマネジメント賞：藤本 莉加(南山大学)

ベストマーケッティング賞：渡邉みこと(東海学園大学)

講評 ４月8・14・28日の三日間、愛知県東海

市協会のご尽力のもと新宝緑地公園にて、４月30

日、５月３～５日の四日間、同県豊田市協会のご

尽力のもと豊田市運動公園において、Ⅱ部も含め

た全47試合が行われた。

前季、第70回秋季リーグ戦では、東海学園大が

圧倒的な力を示し、全勝優勝を果たした。その実

力を背景に、今季も独壇場となるかに思われた。

しかしその前に立ちはだかったのは、二強の一角

中京大であった。第１クールのエース対決は、両

者譲らずタイブレイクの末１－０で中京大が逃げ

切った。お互いに勝ち星を重ね第２クール最終日

の決戦でも両エースが登板。この試合は点の取り

合いとなり４－４の同点のまま７回終了。２時間

の時間切れで、引き分けとなり中京大学が無敗の

まま三季振り38回目の優勝を果たした。三位に

は、５勝５敗で星城大、４位には４勝６敗で日本

福祉大が入った。岐阜経済大は第１クールを３位

と好発進を果たしたものの第２クールで失速、３

勝７敗で５位に終わった。中京学院大は、第１ク

ールの初戦、優勝した中京大をタイブレイクまで

持ち込むも一歩及ばず、その後は精彩を欠き、勝

利を上げれず６位となった。

Ⅱ部では、至学館大がわずか１失点のまま全勝

優勝を果たした。２位には岐阜聖徳学園大が入

り、入れ替え戦へ駒を進めた。入れ替え戦では、

至学館大がリーグの勢いそのまま、中京学院大を

寄せ付けず３－０で勝利、岐阜聖徳学園大は岐阜

経済大に序盤３点のリードを奪われるも４回に逆

転、その後ダメ押し５－３で勝利、創部以来初の

Ⅰ部昇格を果たした。近年の２校同時入れ替え

は、第65回会大会以来６大会振りのことである。

中京テレビ最優秀賞には、優勝した中京大の主

将の高山美蓉子が選ばれた。昨季から三塁手から

捕手にコンバートされ、主将も勤める中での活躍

は見事であった。本リーグ戦、上位３チームには

第53回全日本インカレの出場権が与えられる。５

月末に行われる東海選手権で最後の一校を決め、

いよいよ夏の大一番に向けて各チームが凌ぎを削

っていく。 （理事長 二瓶雄樹）



第15回東海地域大学男女ソフトボール選手権大会

－兼、第53回全日本大学(男・女)ソフトボール選手権大会東海地区最終予選会－

期日：５月26日(土)、27日(日)

会場：岐阜県恵那市／岩村町総合グラウンド・山岡町グラウンド

【男子】

1.中 京 大 学(予選１位) ４
８中

2.中 京 学 院 大 学(予選２位) ２ 京
大

3.日 本 福 祉 大 学(予選３位) ４ 学（

4.南 山 大 学(予選６位) 11 ９ ５
３ 年

5.愛 知 教 育 大 学(予選８位) １ 連
11 続

6.愛 知 学 院 大 学(予選５位) ９ ８
８ 回

7.愛 知 大 学(予選７位) ５ １ １目）

8.岐阜聖徳学園大学(予選４位) ４

12

※男子インカレ出場権獲得校：中京大学（11年連続48回目）・中京学院大学（14年連続15回目）・

日本福祉大学（４年連続７回目）

【女子】

1.中 京 大 学(予選１位) ６

2.至 学 館 大 学(予選５位) ５ 中
０ 京

3.中 京 学 院 大 学(予選８位) １ ４大
１ 学

4.岐阜聖徳学園大学(予選６位) １

（

１ ０ ３
5.岐 阜 経 済 大 学(予選７位) ２ 年

連
6.日 本 福 祉 大 学(予選４位) ０ 続

９
7.星 城 大 学(予選３位) ５ 回

０目
8.東 海 学 園 大 学(予選２位) ３

）

岐阜経済大学 ０
３位

東海学園大学 ７

※女子インカレ出場権獲得校：中京大学（34年連続43回目）・星城大学（２年連続２回目）・

東海学園大学（11年連続17回目）・岐阜経済大学（２年ぶり３回目）
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中京テレビ杯

平成30年度秋季第83回 東海地区大学(男子)ソフトボールリーグ戦

会期：10月13・14・20・21日

会場：愛知県名古屋市／船見緑地公園ソフトボール場

Ⅰ部リーグ戦

チーム 中 京 中京学院 日本福祉 岐阜聖徳 愛知学院 南 山 勝 分 敗 順 位

中 京 ○９－１ ○12－４ ○９－０ ●５－６ ○13－４ ４ ０ １ 優勝

中京学院 ●１－９ ●４－13 ○15－１ ○16－２ ○16－２ ３ ０ ２ ３位

日本福祉 ●４－12 ○13－４ ○12－７ ○７－０ ○８－６ ４ ０ １ ２位

岐阜聖徳 ●０－９ ●１－15 ●７－12 ●３－８ ○13－６ １ ０ ４ ５位

愛知学院 ○６－５ ●２－16 ●０－７ ○８－３ ○13－11 ３ ０ ２ ４位

南 山 ●４－13 ●２－16 ●６－８ ●６－13 ●11－13 ０ ０ ５ ６位

※１～２位、３～４位は直接対戦の結果による。

Ⅱ部リーグ戦

予選Ａｇ 愛 知 静 岡 名 城 中 部 名 商 勝 分 敗 失点率 順位

愛 知 ●８－９ ●15－16 ○17－７ ○20－５ ２ ０ ２ 12.71 ４位

静 岡 ○９－８ ○９－４ ○10－７ ○11－０ ４ ０ ０ - １位

名 城 ○16－15 ●４－９ ●６－７ ○13－３ ２ ０ ２ 11.55 ２位

中 部 ●７－17 ●７－10 ○７－６ ○17－１ ２ ０ ２ 12.38 ３位

名古屋商 ●５－20 ●０－11 ●３－13 ●１－17 ０ ０ ４ - ５位

※２～４位は失点率による。

予選Ｂｇ 愛知教育 常 葉 名 古 屋 東海学園 勝 分 敗 順位

愛知教育 ○５－４ ●５－６ ○10－２ ２ ０ １ ２位

常 葉 ●４－５ ●２－９ ○８－５ １ ０ ２ ３位

名 古 屋 ○６－５ ○９－２ ○12－５ ３ ０ ０ １位

東海学園 ●２－10 ●５－８ ●５－12 ０ ０ ３ ４位

順位決定予備戦

名 城 大 学(予選Ａ２位) 17－16 愛知教育大学(予選Ｂ２位)

中 部 大 学(予選Ａ３位) 13－２ 常 葉 大 学(予選Ｂ３位)

愛 知 大 学(予選Ａ４位) 11－１ 東海学園大学(予選Ｂ４位)
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順位決定戦

１ 位 決 定 戦：静 岡 大 学(予選Ａ１位) ４－５ 名 古 屋 大 学(予選Ｂ１位)

２・３位決定戦：静 岡 大 学(１位決定戦敗者) ５－14 名 城 大 学(予備戦勝者)

４・５位決定戦：愛知教育大学(予備戦勝者) ７－６ 中 部 大 学(予備戦敗者)

６・７位決定戦：愛 知 大 学(予備戦勝者) ９－８ 常 葉 大 学(予備戦敗者)

８・９位決定戦：東海学園大学(予備戦敗者) 17－９ 名古屋商科大学(予選Ａ５位)

Ⅰ・Ⅱ部入れ替え戦

岐阜聖徳学園大学(Ⅰ部５位) 10－２ 名城大学(Ⅱ部２位) ※両大とも原部に残留

南山大学(Ⅰ部６位) 15－８ 名古屋大学(Ⅱ部１位) ※両大とも原部に残留

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：久本 廉 （中京大）

首 位 打 者 賞：久本 廉 （中京大）

記録：７割１分４厘

打 点 賞：久本 廉 （中京大）

記録：12

本 塁 打 賞：久本 廉 （中京大）

記録：７ ※リーグ新記録

盗 塁 賞：該当者なし

最 優 秀 防 御 率 賞：湯浅彰一郞（中京大）

記録：１.３４

優 秀 選 手 賞：堀 夏英（名古屋大）

ベストマネジメント賞：稲垣咲良(愛知学院大)

ベストマーケティング賞：太田 和希（中京大）

ベストスコアラー賞：中田 愛菜（名城大）

Ⅰ 部 ベ ス ト テ ン

投 手：湯浅彰一郞（中京大）

捕 手：寺地 宏平（日本福祉大）

一 塁 手：岸園 優希（中京大）

二 塁 手：吉川 泰史（日本福祉大）

三 塁 手：花井 大輔 (愛知学院大）

遊 撃 手：池端 謙太（中京学院大）

遊 撃 手：森川 凱貴（日本福祉大）

外 野 手：南村 海斗（中京学院大）

外 野 手：高木 頌太（中京学院大）

外 野 手：奥村 大地（南山大）

ＤＰＦＰ：久本 廉 （中京大）

Ⅱ部ベストプレイヤー

名 古 屋 大 学：江崎 智哉

名 城 大 学：飯田 友樹

静 岡 大 学：窪田 朝希

愛 知 教 育 大 学：市川 皓大

中 部 大 学：牧野誉志己

愛 知 大 学：永井 優希

常 葉 大 学：小川勇太郎

東 海 学 園 大 学：藤田 遼一

名古屋商科大学：新美 大揮

講評 秋季リーグ戦は名古屋市協会のお世話

になり、船見緑地グラウンドでは初の開催であっ

た。関係各位にまずもって御礼申し上げます。

Ⅰ部リーグ戦は新チームになっても中京大学の

独走が続くのかが注目されたが、初日に愛知学院

大学に敗れて波乱の展開になるかと思われた。し

かし、その後は順調に勝ち星を重ねるとともに、

最終日にそれまで全勝の日本福祉大学を撃破し、

中京大学が余裕の３季連続49回目の優勝でリーグ

戦は幕を閉じた。

Ⅱ部リーグ戦は、１位決定戦が名古屋大学と静

岡大学というこれまでになかった国立大学同士の

対戦になり、１点差で名古屋大学が勝利した。ま

た、古豪の愛知大学や常葉大学が６～７位決定戦

を戦うという意外な展開であった。

完封試合はⅠ部Ⅱ部とも１試合しかなく、打高

投低のリーグ戦であった。中京大学・久本選手の

リーグ新記録となる７本塁打は賞賛されるが、10

点以上で勝敗をを争う試合が多く、投手力の強化

が切に望まれる。(事務局長 水谷 博)
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中京テレビ杯

平成30年度秋季第72回東海地区大学(女子)ソフトボールリーグ戦

会期：平成30年10月７・13・20・27日

会場：愛知県高浜市／碧海グラウンド・流作グラウンド

Ⅰ部リーグ戦

チーム 中 京 東海学園 星 城 日本福祉 至 学 館 岐阜聖徳 勝 分 敗 順 位

中 京 ●１－２ ○15－２ ○９－１ ○12－０ ○５－０ ４ ０ １ ２位

東海学園 ○２－１ ○５－３ ○５－０ ○６－１ ○11－０ ５ ０ ０ 優勝

星 城 ●２－15 ●３－５ ●１－２ ○８－１ ○９－０ ２ ０ ３ ３位

日本福祉 ●１－９ ●０－５ ○２－１ ●７－12 ○２－０ ２ ０ ３ ４位

至 学 館 ●０－12 ●１－６ ●１－８ ○12－７ ○１－０ ２ ０ ３ ５位

岐阜聖徳 ●０－５ ●０－11 ●０－９ ●０－２ ●０－１ ０ ０ ５ ６位

※３～５位は失点率による。

Ⅱ部リーグ戦

チーム 岐阜経済 中京学院 常 葉 愛知教育 名 古 屋 静 岡 勝 分 敗 順 位

岐阜経済 △０－０ ○９－８ ○９－０ ○13－０ ○11－０ ４ １ ０ ２位

中京学院 △０－０ ○11－０ ○７－０ ○10－０ ○30－０ ４ １ ０ 優勝

常 葉 ●８－９ ●０－11 ●０－７ ○12－１ ○11－１ ２ ０ ３ ４位

愛知教育 ●０－９ ●０－７ ○７－０ ○12－４ ○13－２ ３ ０ ２ ３位

名 古 屋 ●０－13 ●０－10 ●１－12 ●４－12 ○13－10 １ ０ ４ ５位

静 岡 ●０－11 ●０－30 ●１－11 ●２－13 ●10－13 ０ ０ ５ ６位

※１～２位は失点率による。

Ⅰ・Ⅱ部入れ替え戦

至学館大学(Ⅰ部５位)１－４岐阜経済大学(Ⅱ部２位) ※岐経大はⅠ部昇格、至学館大はⅡ部降格

岐阜聖徳学園大学(Ⅰ部６位)２－７中京学院大学(Ⅱ部１位) ※中院大はⅠ部昇格、聖徳大はⅡ部降格

個人表彰選手

最 優 秀 選 手 賞：山田 玲菜 (東海学園大）

Ⅰ 部 首 位 打 者 賞：高瀬 沙羅（中京大）

記録６割６分７厘

Ⅰ 部 打 点 賞：高瀬 沙羅 (中京大)

記録６

Ⅰ 部 本 塁 打 点 賞：該当者なし

Ⅰ 部 盗 塁 賞：該当者なし

Ⅰ部最優秀防御率賞：丹羽 萌 (中京大）

記録０．００

Ⅱ 部 優 秀 選 手 賞：柴本 知穂（中京学院大)

ベストマネジメント賞：杉山あず美（南山大）
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ベストマーケティング賞：鈴村 陽子（名古屋大）

ベストスコアラー賞：水谷八重乃（岐阜経済大）

Ⅰ 部 ベ ス ト １ ０：

投 手 山田 玲菜（東海学園大）

捕 手 藤井 杏寿（日本福祉大）

一 塁 手 大塚 初菜（星城大）

二 塁 手 杉本 梨緒（中京大）

三 塁 手 伊藤梨里花（東海学園大）

遊 撃 手 高瀬 沙羅（中京大）

外 野 手 昆野 藍加（東海学園大）

外 野 手 川口 茉菜（中京大）

外 野 手 山岡 瑞季（至学館大）

ＤＰＦＰ 藤原 量子（星城大）

Ⅱ部ベストプレイヤー賞：

中 京 学 院 大 学：中村 南海

岐 阜 経 済 大 学：赤池 麗奈

愛 知 教 育 大 学：山田 芽唯

常 葉 大 学：中野 未姫

名 古 屋 大 学：鈴村 陽子

静 岡 大 学：藤原奈々香

講評 ２週連続の台風に見舞われ雨にたたられた

リーグ戦となりました。１ヶ月にわたるリーグ戦

でしたが、予定になかった会場のご提供等、開催

にご尽力いただいた高浜市並びに高浜連盟をはじ

めとする関係各位にまずもって御礼申し上げま

す。

今季は、来年からの安城におけるインカレに向

けてのスタートラインであった。東海地区の底上

げには、Ⅰ部リーグ戦２強の中京大学と東海学園

大学をいかに他チームが崩してより高いレベルに

到達できるか、また２強がより高い壁になるのか

が重要な注目点であった。しかし、結果は残念な

ものであった。最終日まで２強は全く隙を見せ

ず、完封もしくは最少失点で勝ち星をを積み上げ

ていった。唯一健闘したのは春の東海インカレで

２位に食い込んだ星城大学だけであったが、２強

の壁に跳ね返された。その星城大学も、最終日に

日本福祉大学に敗れて至学館大学とともに２勝３

敗で３チームが並んだ。結果、失点率で星城大学

３位、日本福祉大学４位、至学館大学５位となっ

た。

２強に食い込むべき３チームの星のつぶし合い

と余裕を持って３チームを下してきた２強の優勝

決定戦は、１点差ゲームとなった。３回表に中京

大学が２つの敵失を生かして先制したが、東海学

園大学は４回に三塁打と内野ゴロで追いつき、続

く５回には犠打を挟んだ２本の単打で逆転した。

これが決勝点となり、２季ぶり15回目の優勝を飾

った。なお、今季初めてⅠ部で戦うことになった

岐阜聖徳学園大学は、厚い壁に阻まれて得点を挙

げることができず、全敗で最下位に甘んじた。

Ⅱ部リーグ戦は、春季に降格となった中京学院

大学と岐阜経済大学が圧倒的な強さを見せ、最終

日に無敗で優勝決定戦に臨んだ。この試合も両者

譲らず７回０－０の時間切れとなったが、全試合

の失点率で中京学院大学のⅡ部優勝となった。な

お、中京学院大学は５試合無失点という記録を残

した。

Ⅰ部Ⅱ部入れ替え戦は、Ⅱ部の中京学院大学と

岐阜経済大学２チームが、無敗の勢いに乗ってⅠ

部の至学館大学と岐阜聖徳学園大学を撃破し、１

季でⅠ部に返り咲いた。

リーグ戦を終えて、各チームにはそれぞれに課

題が浮き彫りにされたが、来年のインカレを見据

えてこの冬のトレーニングに励んでもらいたい。

投手力や打撃力の向上は言うまでもないことであ

るが、このリーグで特に目立ったのは送球のミス

である。外野手から内野手・捕手へ、内野手間の

送球の速さと正確性・判断力の向上に励んでもら

いたい。(理事長 二瓶 雄樹)
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【近畿地区】

平成30年度 第50回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：４月14日〜

会場：大阪府泉南市／サザンスタジアム・なみはやグランド、大阪市／柴島スポーツグラウンド

１部リーグ戦

チーム 神戸学院 立 命 館 関 西 京都産業 大阪教育 四天王寺 勝 分 敗 順 位

神戸学院 ○５－０ ○３－１ ○６－０ ○７－０ ○６－０ ５ ０ ０ １位

立 命 館 ●０－５ ○２－１ ○15－１ ○10－０ ○６－５ ４ ０ １ ２位

関 西 ●１－３ ●１－２ ○９－０ ○10－１ ○８－５ ３ ０ ２ ３位

京都産業 ●０－６ ●１－15 ●０－９ ○12－２ ○11－２ ２ ０ ３ ４位

大阪教育 ●０－７ ●０－10 ●１－10 ●２－12 ○４－３ １ ０ ４ ５位

四天王寺 ●０－６ ●５－６ ●５－８ ●２－11 ●３－４ ０ ０ ５ ６位

☆神戸学院大学は３季連続12回目の優勝！★四天王寺大学は２部に自動降格

２部リーグ戦

２部Ａ 大阪府立 大阪体育 京 都 大阪市立 神 戸 勝 分 敗 点 順 位

大阪府立 ○５－１ ○５－１ ○６－１ ○11－３ ４ ０ ０ 12 １位

大阪体育 ●１－５ ○４－９ ○８－３ ○10－２ ３ ０ １ ９ ２位

京 都 ●１－５ ●４－９ ○３－２ ○９－８ ２ ０ ２ ６ ３位

大阪市立 ●１－６ ●３－８ ●２－３ ○６－２ １ ０ ３ ３ ４位

神 戸 ●３－11 ●２－10 ●８－９ ●２－６ ０ ０ ４ ０ ５位

２部Ｂ 同 志 社 大阪経済 龍 谷 大 阪 大阪経法 勝 分 敗 点 順 位

同 志 社 ○８－０ ○12－１ ○７－３ ○３－１ ４ ０ ０ 12 １位

大阪経済 ●０－８ ○４－３ ○４－２ ○４－１ ３ ０ １ ９ ２位

龍 谷 ●１－12 ●３－４ ○８－３ ○６－３ ２ ０ ２ ６ ３位

大 阪 ●３－７ ●２－４ ●３－８ ○５－０ １ ０ ３ ３ ４位

大阪経法 ●１－３ ●１－４ ●３－６ ●０－５ ０ ０ ４ ０ ５位

◎２部ブロック決勝 大阪府立大学４－０同志社大学 ☆大阪府立大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 神戸大学２－14大阪経法大学 ★神戸大学は３部に自動降格



107

ウインドミル№22

３部リーグ戦

３部Ａ 兵庫県立 関西学院 大阪工業 甲 南 奈良教育 勝 分 敗 点 順 位

兵庫県立 ○７－６ ○６－４ ○12－８ ○７－０ ４ ０ ０ 12 １位

関西学院 ●６－７ ○８－７ ○８－１ ○７－０ ３ ０ １ ９ ２位

大阪工業 ●４－６ ●７－８ ○11－９ ○７－０ ２ ０ ２ ６ ３位

甲 南 ●８－12 ●１－８ ●９－11 ○７－０ １ ０ ３ ３ ４位

奈良教育 ●０－７ ●０－７ ●０－７ ●０－７ ０ ０ ４ ０ ５位

３部Ｂ 近 畿 佛 教 大阪産業 摂 南 勝 分 敗 点 順 位

近 畿 ○８－３ ○16－０ ○14－４ ３ ０ ０ ９ １位

佛 教 ●３－８ ○13－０ ○19－11 ２ ０ １ ６ ２位

大阪産業 ●０－16 ●０－13 ○15－２ １ ０ ２ ３ ３位

摂 南 ●４－14 ●11－19 ●２－15 ０ ０ ３ ０ ４位

３部Ｃ 兵庫教育 京都学園 和 歌 山 流通科学 勝 分 敗 点 順 位

兵庫教育 ○７－３ ○13－７ ○６－４ ３ ０ ０ ９ １位

京都学園 ●３－７ ○６－２ ○３－２ ２ ０ １ ６ ２位

和 歌 山 ●７－13 ●２－６ ○12－０ １ ０ ２ ３ ３位

流通科学 ●４－６ ●２－３ ●０－12 ０ ０ ３ ０ ４位

◎３部ブロック決勝 兵庫県立大学３－４近畿大学 近畿大学６－５兵庫教育大学

兵庫県立大学６－３兵庫教育大学 ☆近畿大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 大阪教育大学３－４同志社大学 ☆同志社大学は１部昇格、大阪教育大学２部降格

２部・３部 大阪経済法科大学13－７兵庫県立大学 ☆大阪経済法科大学、兵庫県立大学は原部残留

◇西日本インカレ出場チーム（リーグ戦結果の上位12大学）

神戸学院大学、立命館大学、関西大学、京都産業大学、大阪教育大学、四天王寺大学

大阪府立大学、同志社大学、大阪体育大学、大阪経済大学、京都大学、龍谷大学

◇全日本インカレ出場チーム（１部１・２位、及びインカレ予選により決定）

神戸学院大学、立命館大学、関西大学、京都産業大学、大阪教育大学、大阪体育大学、同志社大学

【総評】 関西リーグ50周年記念年となる春季

１部は、昨年度２季連続で１部を制した神戸学院

大学の牙城を他チームが崩すことができるかが焦

点であった。しかしながら、追随すべき立命館大

学と関西大学に対しても神戸学院大学は危なげな

く勝利し、全勝で３季連続優勝を果たした。特筆

すべきは５試合で１失点というスコアであり、素

晴らしい成績であった。
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また、２部は濱口投手を擁する大阪府立大学が

１部常連校の同志社大学とのブロック決勝を制

し、念願の１部昇格を果たした。その対戦に破れ

はしたものの、同志社大学は入れ替え戦で勝利

し、１部復帰となり、秋リーグは１部と２部の２

チームずつが入れ替わる形で行われることとなっ

た。

一方、３部は各ブロックを全勝で勝ち上がった

近畿大学、兵庫県立大学、兵庫教育大学によるブ

ロック決勝となった。３対戦ともに接戦となった

が、近畿大学が２勝をし、２部に自動昇格となっ

た。

ここ数年に共通することであるが、安定した投

手を抱えるチームが一歩抜ける結果となってい

る。一にも二にも投手の養成に尽きることを改め

て実感した。 （理事長 森田啓之）

平成29年度 第49回春季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：４月８・14・21・22・28・29・30日、５月３日

会場：武庫川女子大学・大阪大谷大学・四天王寺大学・摂南大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 大阪大谷 武 庫 川 大阪青山 立 命 館 奈良学園 関 西 神戸親和

園田学園 ○１－０ ○３－１ ○１－０ ○２－０ ○７－２ ○４－０ ○７－０

大阪大谷 ●０－１ ○６－０ ○３－１ ○９－０ ○７－０ ○３－０ ○３－０

武 庫 川 ●１－３ ●０－６ ●１－２ ●０－２ ○５－０ ○２－１ ○１－０

大阪青山 ●０－１ ●１－３ ○２－１ ○２－１ ○２－１ ●１－２ ○３－０

立 命 館 ●０－２ ●０－９ ○２－０ ●１－２ ○３－０ ●２－３ ○３－２

奈良学園 ●２－７ ●０－７ ●０－５ ●１－２ ●０－３ ○６－０ ●４－10

関 西 ●０－４ ●０－３ ●１－２ ○２－１ ○３－２ ●０－６ ○３－２

神戸親和 ●０－７ ●０－３ ●０－１ ●０－３ ●２－３ ○10－４ ●２－３

※４～６位は当該チームの失点差により順位決定。７・８位は当該チームの直接対戦により順位決定。

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （７勝０分０敗）

２位 大 阪 大 谷 大 学 （６勝０分１敗）

３位 大 阪 青 山 大 学 （４勝０分３敗）

４位 立 命 館 大 学 （３勝０分４敗）

５位 武 庫 川 女 子 大 学 （３勝０分４敗）

６位 関 西 大 学 （３勝０分４敗）

７位 神戸親和女子大学 （１勝０分６敗）

８位 奈 良 学 園 大 学 （１勝０分６敗）

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 東郷 佑実 大阪大谷大学 0.483



109

ウインドミル№22

２位 相本 真琴 武庫川女子大学 0.435

３位 福元 美紗 武庫川女子大学 0.410

４位 森山 春奈 大阪大谷大学 0.385

５位 井口莉加子 立命館大学 0.381

５位 原田有芽乃 神戸親和女子大学 0.381

７位 今橋このみ 関西大学 0.360

８位 山根 志帆 大阪大谷大学 0.333

８位 田中 美涼 大阪大谷大学 0.333

８位 下山 絵理 園田学園女子大学 0.333

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 三原 千空 園田学園女子大学 0.00

２位 木戸口紗英 立命館大学 0.26

３位 川添 恵 大阪青山大学 0.56

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 下山 絵理 三塁手

大阪大谷大学 吉崎菜々海 投 手

武庫川女子大学 脇山 朱音 投 手

大阪青山大学 川添 恵 投 手

立命館大学 山口 希 投 手

奈良学園大学 尾高 杏花 投 手

関西大学 石橋 美奈 投 手

神戸親和女子大学 畑垣 結女 左翼手

ホームラン賞：下山 絵理 園田学園女子大学

日吉野乃子 立命館大学

記録２

盗塁賞：山本麻莉絵 関西大学 記録６

２部リーグ戦対戦成績

チーム 同 志 社 大阪国際 太成学院 龍 谷 大阪体育 京都産業 勝 分 敗 順 位

同 志 社 ○６－３ ●６－７ ●４－５ ○４－１ ○８－６ ３ ０ ２ ３位

大阪国際 ●３－６ ●０－１ ●３－５ ○４－３ ○６－０ ２ ０ ３ ４位

太成学院 ○７－６ ○１－０ ○２－０ ●１－４ ○５－０ ４ ０ １ １位

龍 谷 ○５－４ ○５－３ ●０－２ ○３－０ ○６－２ ４ ０ １ ２位

大阪体育 ●１－４ ●３－４ ○４－１ ●０－３ ○６－３ ２ ０ ３ ５位

京都産業 ●６－８ ●０－６ ●０－５ ●２－６ ●３－６ ０ ０ ５ ６位

※１・２位、４・５位は、当該チームの直接対戦により順位決定。

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 石井はるか 大阪体育大学 0.590

２位 峰 サアヤ 龍谷大学 0.565

３位 石田 美保 大阪国際大学 0.500

３位 野表 明歩 同志社大学 0.500

３位 大田あすか 大阪体育大学 0.500

６位 石川 妃悠 同志社大学 0.470

７位 安食 優花 大阪体育大学 0.444

８位 橋本 芽衣 同志社大学 0.437

８位 佐野 志乃 龍谷大学 0.437

10位 前田 佳穂 大阪国際大学 0.400

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 岡 真里流 太成学院大学 0.62

２位 立迫 由樹 同志社大学 0.70

３位 大工原愛美 大阪体育大学 1.56
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ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

太成学院大学 岡 真理流 投 手

龍谷大学 奥 実里 捕 手

同志社大学 石川 妃悠 二塁手

大阪国際大学 梶原ゆりな 捕 手

大阪体育大学 大田あすか 遊撃手

京都産業大学 宮本 菜那 投 手

ホームラン賞：松村 普子 京都産業大学 記録２

盗塁賞：安部 志織 太成学院大学 記録３

３部順位決定リーグ対戦成績表（１位～３位）

チーム び わ こ 羽衣国際 天 理 勝 分 負 順 位

び わ こ ○７－０ ●９－10 １ ０ １ ２位

羽衣国際 ●０－７ ●１－10 ０ ０ ２ ３位

天 理 ○10－９ ○10－１ ２ ０ ０ １位

３部順位決定リーグ対戦成績表（４位～６位）

チーム 大阪教育 経・京 兵 教 勝 分 負 順 位

大阪教育 ●５－２ ●４－11 ０ ０ ２ ６位

経・京 ○12－５ ●４－14 １ ０ １ ５位

兵 教 ○11－４ ○14－４ ２ ０ ０ ４位

３部順位決定リーグ対戦成績表（７位～９位）

チーム 京都女子 府･四･摂 佛 教 勝 分 負 順 位

京都女子 ●５－７ ○13－６ １ ０ １ ７位

府･四･摂 ○７－５ ●11－12 １ ０ １ ８位

佛 教 ●６－13 ○12－11 １ ０ １ ９位 ※７～９位は当該チームの失点差に

より順位決定。

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 前川 夏海 天理大学 0.813

２位 松下 桃奈 びわこ成蹊スポーツ大学 0.733

３位 児玉芙奈美 びわこ成蹊スポーツ大学 0.615

４位 山田 智香 大阪経済法科大学 0.563

５位 難波 芽衣 大阪教育大学 0.545

６位 中田 真帆 びわこ成蹊スポーツ大学 0.538

６位 吉岡 麗 京都女子大学 0.538

８位 筒井 南帆 天理大学 0.533

９位 松本 優花 京都女子大学 0.500

10位 板越 愛美 羽衣国際大学 0.476

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 荒川 花涼 びわこ成蹊スポーツ大学 1.05

２位 前川 夏海 天理大学 5.44

３位 吉岡 麗 京都女子大学 7.95



111

ウインドミル№22

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

天理大学 前川 夏海 投 手

びわこ成蹊スポーツ大学 荒川 花涼 投 手

羽衣国際大学 板越 愛美 捕 手

兵庫教育大学 片山 実優 投 手

大阪経済法科・京都学園大学 山田 智香 投 手

大阪教育大学 毛利真侑子 投 手

京都女子大学 吉岡 麗 投 手

大阪府立・四天王寺・摂南大学

山本 ひかる 投 手

佛教大学 藤田 美咲 捕 手

ホームラン賞：名取 裕美 摂南大学 記録12

盗塁賞：山田 智香 大阪経済法科大学 記録８

平成30年度 第50回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（男子）

会期：９月９日〜

会場：大阪府泉南市／サザンスタジアム・なみはやグランド、大阪市／柴島スポーツグラウンド

１部リーグ戦

チーム 神戸学院 立 命 館 関 西 京都産業 大阪府立 同 志 社 勝 分 敗 順 位

神戸学院 ○８－１ ●０－３ ○４－０ ○５－１ ○２－０ ４ ０ １ １位

立 命 館 ●１－８ ○３－１ ●１－２ ○７－１ ○10－３ ３ ０ ２ ２位

関 西 ○３－０ ●１－３ △２－２ △０－０ ○８－１ ２ ２ １ ３位

京都産業 ●０－４ ○２－１ △２－２ ●２－５ ○15－５ ２ １ ２ ４位

大阪府立 ●１－５ ●１－７ △０－０ ○５－２ ●２－４ １ １ ３ ５位

同 志 社 ●０－２ ●３－10 ●１－８ ●５－15 ○４－２ １ ０ ４ ６位

☆神戸学院大学は４季連続12回目の優勝！★同志社大学は２部に自動降格

２部リーグ戦

２部Ａ 大 阪 大阪教育 京 都 大阪市立 大阪経済 勝 分 敗 点 順 位

大 阪 ○７－２ ○６－１ ○２－０ ○10－６ ４ ０ ０ 12 １位

大阪教育 ●２－７ ○６－５ ○５－１ ○７－２ ３ ０ １ ９ ２位

京 都 ●１－６ ●５－６ ●１－２ ○11－４ １ ０ ３ ３ ３位

大阪市立 ●０－２ ●１－５ ○２－１ ●０－６ ２ ０ ２ ３ ４位

大阪経済 ●６－10 ●２－７ ●４－11 ○７－３ １ ０ ３ ３ ５位

☆１～２位は得失点差規定により決定。
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２部Ｂ 大阪体育 四天王寺 龍 谷 大阪経法 近 畿 勝 分 敗 点 順 位

大阪体育 ○12－３ ○９－６ ●７－８ ○18－１ ３ ０ １ ９ １位

四天王寺 ●３－12 ○４－０ ○６－１ ○７－１ ３ ０ １ ９ ２位

龍 谷 ●６－９ ●０－４ ○５－０ ○８－０ ２ ０ ２ ６ ３位

大阪経法 ○８－７ ●１－６ ●０－５ △２－２ １ １ ２ ４ ４位

近 畿 ●１－18 ●１－７ ●０－８ △２－２ ０ １ ３ １ ５位

☆３～５位は当該チーム間勝ち点規定により決定。

◎２部ブロック決勝 大阪大学６－２大阪体育大学 ☆大阪大学は１部に自動昇格

◎２部最下位決定戦 大阪経済大学９－２近畿大学 ★近畿大学は３部に自動降格

３部リーグ戦

３部Ａ 佛 教 関西学院 和 歌 山 京都学園 勝 分 敗 点 順 位

佛 教 ○９－４ ○７－２ ●０－７ ２ ０ １ ６ １位

関西学院 ●４－９ ○11－０ ○15－８ ２ ０ １ ６ ２位

和 歌 山 ●２－７ ●０－11 ○５－２ １ ０ ２ ３ ３位

京都学園 ○７－０ ●８－15 ●２－５ １ ０ ２ ３ ４位

※１～２位、３～４位は該当チーム間勝ち点規定により決定。

３部Ｂ 兵庫県立 甲 南 流通科学 勝 分 敗 点 順 位

兵庫県立 ○７－０ ○７－０ ２ ０ ０ ６ １位

甲 南 ●０－７ ○７－０ １ ０ １ ３ ２位

流通科学 ●０－７ ●０－７ ０ ０ ２ ０ ３位

３部Ｃ 神 戸 兵庫教育 大阪工業 摂 南 勝 分 敗 点 順 位

神 戸 ○10－０ ○11－０ ○７－０ ３ ０ ０ ９ １位

兵庫教育 ●０－10 ○20－４ ○７－０ ２ ０ １ ６ ２位

大阪工業 ●０－11 ●４－20 ○７－０ １ ０ ２ ３ ３位

摂 南 ●０－７ ●０－７ ●０－７ ０ ０ ３ ０ ４位

◎３部ブロック決勝 佛教大学６－２兵庫県立大学 兵庫県立大学３－10神戸大学

佛教大学０－７神戸大学 ☆神戸大学は２部に自動昇格

◎入れ替え戦

１部・２部 大阪府立大学12－０大阪体育大学 ☆大阪府立大学、大阪体育大学は原部に残留

２部・３部 大阪経済大学10－３佛教大学 ☆大阪経済大学、佛教大学は原部に残留
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【総評】 昨年の秋も雨に悩まされたリーグ戦

であったことを記憶しているが、今リーグ戦はそ

れ以上の大変な状態となった。関西国際空港に甚

大な被害をもたらした台風と大雨は、リーグ戦主

会場である「泉南市サザンスタジアム・なみはや

グランド」にも襲いかかった。その関係で会場及

び日程変更を余儀なくされ、さらに数回による雨

天順延もあったりと、リーグ戦終了は当初予定か

ら約１ヶ月後となった。

そのような状況の中で行われたリーグ戦、１部

はほとんどの４年生が引退し新チーム体制による

対戦であった。最終的には神戸学院大学が４勝１

敗で４季連続12回目の優勝となったが、最後まで

上位がもつれる展開であった。また、上位４チー

ムは神戸学院、立命館、関西、京都産業と春リー

グと同じ順位となっている。夏の全日本インカレ

における関西チームの芳しくない結果を見るにつ

け、１部もっと言うならば関西リーグ全体に活性

化が必要と考えるのは私だけだろうか。特に、こ

の上位４チームの来春の新戦力に期待してみた

い。

その中で来季に向けて更なる飛躍を期待したい

のが、１部５位に踏みとどまった大阪府立大学、

そして２部優勝を果たして１部に昇格する大阪大

学である。１部６チームに国公立大学が２チーム

入るというのは記憶にあまりない。国公立大学の

場合は計算できる新戦力の加入というのはほとん

どないだろうが、まずは次の春リーグに向けて、

１季ごと上位４チームと対戦する中で、確実に力

をつけていってほしい。

また、この報告を作成している中で、来季は奈

良教育大学と流通科学大学が登録しないだろうと

いう話を耳にした。２チームの撤退は寂しいが、

３部チームも互いに刺激し合いながら、リーグ戦

を盛り上げていってほしい。

最後に、ここ数年の関西リーグ全体の低迷を脱却

する一つの策として、関西リーグ50周年記念事業

と銘打って「関西リーグ男子選抜チーム強化遠

征」を実施することを決めた。

３月30・31日に平林金属さんのご好意で合同練

習、練習試合をしていただくこととなったのであ

る。希望する全加盟チームから１名程度の選手を

選んで、２チーム総勢30名で岡山県に向かう。有

意義な経験となるよう期待したい。

（理事長 森田啓之）
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平成30年度 第50回秋季関西学生ソフトボールリーグ戦（女子）

会期：９月15・16・17・23日、10月７・８・13・14・20・21・28日

会場：武庫川女子大学・大阪大谷大学・大阪青山大学・奈良学園大学・天理大学

四天王寺大学・大阪府立大学

１部リーグ戦成績

チーム 園田学園 大阪大谷 神戸親和 太成学院 奈良学園 大阪青山 龍 谷 立 命 館

園田学園 ○２－０ ○６－２ ○８－３ ○１－０ ○２－１ ○７－０ ○３－０

大阪大谷 ●０－２ ○５－３ ○10－０ ○２－０ ○１－０ ○２－０ ●１－２

神戸親和 ●２－６ ●３－５ ●１－４ △３－３ ○３－１ ○３－１ ●１－３

太成学院 ●３－８ ●０－10 ○４－１ ○３－２ ●２－３ ○５－４ ○３－２

奈良学園 ●０－１ ●０－２ △３－３ ●２－３ ○２－１ ○２－０ ○７－４

大阪青山 ●１－２ ●０－１ ●１－３ ○３－２ ●１－２ ○２－１ ●１－４

龍 谷 ●０－７ ●０－２ ●１－３ ●４－５ ●０－２ ●１－２ ○３－２

立 命 館 ●０－３ ○２－１ ○３－１ ●２－３ ●４－７ ○４－１ ●２－３

１部最終成績

優勝 園田学園女子大学 （７勝０分０敗）

２位 大阪大谷大学 （５勝０分２敗）

３位 太成学院大学 （４勝０分３敗）

４位 奈良学園大学 （３勝１分３敗）

５位 立命館大学 （３勝０分４敗）

６位 神戸親和女子大学 (２勝１分４敗）

７位 大阪青山大学 （２勝０分５敗）

８位 龍谷大学 （１勝０分６敗）

１部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 串崎めぐみ 太成学院大学 0.556

２位 鈴木 麻未 立命館大学 0.538

３位 石川 恭子 園田学園女子大学 0.476

４位 鎌田 七海 奈良学園大学 0.471

５位 林 杏奈 龍谷大学 0.455

６位 宮本 咲希 大阪青山大学 0.444

７位 中村 優花 園田学園女子大学 0.423

８位 田中 愛夏 大阪大谷大学 0.412

９位 田中 美涼 大阪大谷大学 0.375

10位 中村 奈央 立命館大学 0.350

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 三原 千空 園田学園女子大学 0.00

２位 吉崎奈々海 大阪大谷大学 1.18

３位 有元 茜 神戸親和女子大学 1.37

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

園田学園女子大学 下山 絵理 三塁手

大阪大谷大学 森山 春奈 遊撃手

太成学院大学 岡 真理流 投 手

奈良学園大学 山中 美来 投 手
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立命館大学 日吉野乃子 捕 手

神戸親和女子大学 中西 沙弥 遊撃手

大阪青山大学 川添 恵 投 手

龍谷大学 林 杏奈 左翼手

盗塁賞：串崎めぐみ 太成学院大学 記録７

ホームラン賞：該当者なし

２部リーグ戦対戦成績

チーム 武 庫 川 関 西 大阪国際 同 志 社 天 理 羽衣国際 勝 分 敗 順 位

武 庫 川 ○４－０ ○２－０ ●２－３ ●１－３ ○５－０ ３ ０ ２ ２位

関 西 ●０－４ ○２－１ ●０－10 ○７－０ ○５－０ ３ ０ ２ ３位

大阪国際 ●０－２ ●１－２ △４－４ ●３－９ ○５－０ １ １ ３ ５位

同 志 社 ○３－２ ○10－０ △４－４ ○８－０ ○６－０ ４ １ ０ １位

天 理 ○３－１ ●０－７ ○９－３ ●０－８ ○６－４ ３ ０ ２ ４位

羽衣国際 ●０－５ ●０－５ ●０－５ ●０－６ ●４－６ ０ ０ ５ ６位

※２～４位は、当該チームでの失点差により順位決定。

２部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打 率

１位 前田 玲央 武庫川女子大学 0.500

１位 鎌塚 玲美 関西大学 0.500

３位 上川 奏 天理大学 0.429

４位 橋本 芽衣 同志社大学 0.400

５位 田平 優佳 関西大学 0.385

５位 石橋 美奈 関西大学 0.385

７位 小森菜穂美 大阪国際大学 0.357

７位 福元 美紗 武庫川女子大学 0.357

９位 岩本 成未 同志社大学 0.333

９位 吉井穂乃佳 羽衣国際大学 0.333

９位 奥村 愛梨 大阪国際大学 0.333

９位 山元麻莉絵 関西大学 0.333

９位 辻 楓 関西大学 0.333

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 脇山 朱音 武庫川女子大学 0.37

２位 石橋 未奈 関西大学 1.00

３位 石川 千尋 大阪国際大学 1.08

ベストプレイ賞

大 学 氏 名 守備位置

同志社大学 石川 妃悠 二塁手

武庫川女子大学 後藤 愛佳 一塁手

関西大学 山元麻莉絵 中堅手

天理大学 米原 千尋 遊撃手

大阪国際大学 前田 佳穂 三塁手

羽衣国際大学 吉井穂乃佳 右翼手

盗塁賞：橋本 芽衣 同志社大学 記録４

ホームラン賞：該当者なし
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３部Ａリーグ対戦成績表

チーム 京都産業 大阪体育 兵庫教育 び わ こ 経済・京学 大阪教育 勝 分 敗 順 位

京都産業 ●０－７ ○９－１ ●０－８ ○６－３ ○７－０ ３ ０ ２ ３位

大阪体育 ○７－０ ○14－０ ○２－１ ○17－０ ○17－２ ５ ０ ０ １位

兵庫教育 ●１－９ ●０－14 ●０－12 ○７－６ ○16－２ ２ ０ ３ ４位

び わ こ ○８－０ ●１－２ ○12－０ ○16－１ ○16－０ ４ ０ １ ２位

経済・京学 ●３－６ ●０－17 ●６－７ ●１－16 △３－３ ０ １ ４ ５位

大阪教育 ●０－７ ●２－17 ●２－16 ●０－16 △３－３ ０ １ ４ ６位

※５・６位は、総失点差により順位決定。

３部Ｂリーグ対戦成績表

チーム 大阪府立 四天・摂南 佛 教 京都女子 大阪産業 勝 分 敗 順 位

大阪府立 ●２－９ ○７－０ ●５－６ ○10－８ ２ ０ ２ ９位

四天・摂南 ○９－２ ○12－１ ○３－１ ○８－０ ４ ０ ０ ７位

佛 教 ●０－７ ●１－12 ●０－７ ●０－７ ０ ０ ４ 11位

京都女子 ○６－５ ●１－３ ○７－０ ○７－０ ２ ０ ２ ８位

大阪産業 ●８－10 ●０－８ ○７－０ ●０－７ １ ０ ３ 10位

３部個人表彰

打撃成績

順位 氏 名 大 学 打率

１位 大江佳奈子 大阪府立大学 0.636

１位 松下 桃奈 びわこ成蹊スポーツ大学 0.636

３位 中田 真帆 びわこ成蹊スポーツ大学 0.600

４位 米川 千尋 びわこ成蹊スポーツ大学 0.500

４位 石井はるか 大阪体育大学 0.500

６位 山下 春香 大阪産業大学 0.461

７位 楠野 愛紗 大阪体育大学 0.454

８位 坂口芙里菜 大阪教育大学 0.428

９位 高山侑菜子 大阪体育大学 0.400

９位 吉岡 麗 京都女子大学 0.400

９位 児玉菜奈美 びわこ成蹊スポーツ大学 0.400

９位 山田 智香 大阪経済法科大学 0.400

投手成績

順位 氏 名 大 学 防御率

１位 荒川 花涼 びわこ成蹊スポーツ大学 0.50

２位 下山 真由 京都産業大学 3.82

３位 松本 優花 京都女子大学 5.25

ベストプレー賞

大 学 氏 名 守備位置

大阪体育大学 池本 果歩 二塁手

びわこ成蹊スポーツ大学 荒川 花涼 投 手

京都産業大学 下村 真由 投 手

兵庫教育大学 富田 杏 二塁手

大阪経済法科・京都学園大学

山田 智香 投 手

大阪教育大学 難波 芽衣 中堅手

四天王寺・摂南大学 本田真理子 投 手
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京都女子大学 吉岡 麗 投 手

大阪府立大学 時田 萌香 投 手

大阪産業大学 山下 春香 中堅手

佛教大学 藤本 真優 投 手

盗塁賞：大江佳奈子 大阪府立大学 記録５

ホームラン賞：山田 智香 大阪経済法科大学

時田 萌香 大阪府立大学

難波 芽衣 大阪教育大学

記録２

【中国地区】

第53回全日本大学・第50回西日本大学ソフトボール選手権大会中国地区予選会

会期：５月19日(土)・20日(日)

会場：鳥取県米子市／市営淀江球場、どらドラパーク米子スポーツ広場 他

男子Ａゾーン

環 太 平 洋 大 学 ８ 広 島 修 道 大 学 14
13 広島修道大学

近畿大学工学部 １ 島 根 大 学 ５
０

広 島 修 道 大 学 15 環太平洋大学 近畿大学工学部 ７
５ ８

広 島 経 済 大 学 ５ ０ 広島国際学院大学 ８
６

広島国際学院大学 ４ 鳥 取 大 学 11
０

男子Ｂゾーン 広 島 工 業 大 学 ７
島 根 大 学 10

島 根 大 学 ４
鳥 取 大 学 ７ ４

０ 全日本大学選手権大会出場権獲得大学：

岡 山 理 科 大 学 ２ 環太平洋大学(12年連続12回目)

16 広島大学 広島修道大学(２年連続28回目)

広 島 広 業 大 学 １ 広島大学(５年連続18回目)

０
岡 山 大 学 ０ ９ 西日本大学選手権大会出場権獲得大学：

上記３校に加えて広島国際学院大学

広 島 大 学 ７

女子

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 美 作 鳥 取 広島 順 Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 環太平洋 中国学園 安田女子 順

美 作 ○13－０ ○７－３ １ 環太平洋 ○21－０ ○21－１ １

鳥 取 ●０－13 ○11－０ ２ 中国学園 ●０－21 ○11－10 ２

広 島 ●３－７ ●０－11 ３ 安田女子 ●１－21 ●10－11 ３



118

平成30年度全日本大学ソフトボール連盟機関誌

美 作 大 学 11 全日本大学選手権大会出場権獲得大学：

美 作 大 学 IPU環太平洋大学(12年連続12回目)・
中 国 学 園 大 学 ８

１ 美作大学(５年連続５回目)・

広 島 大 学 ０

西日本大学選手権大会出場権獲得大学：

安 田 女 子 大 学 １
０ 上記２校に加えて中国学園大学・鳥取大学

鳥 取 大 学 ０
IPU環太平洋大学

IPU環太平洋大学

第18回 中国地区大学ソフトボール選手権大会

会期：11月３日・４日

会場：岡山県赤磐市／Ｂ&Ｇ海洋センター）

【男子】

10 広 島 修 道 大 学

７

広 島 大 学 ２ ９ 島 根 大 学

環太平 ０

岡 山 理 科 大 学 ２ ３ 洋大学 ７ 近畿大学工学部

５ ０ ７ ０

岡 山 大 学 ５ ５ 鳥 取 大 学

広 島 工 業 大 学 ２ ０ 広 島 経 済 大 学

０ ７

広島国際学院大学 13 21 環 太 平 洋 大 学

【男子個人賞】最優秀選手賞：吉永 文太（環太平洋大学） 優秀選手賞：仲田 悠人（岡山大学）

【女子】

チーム 環太平洋 美 作 広 島 広島修道 鳥 取 勝 分 敗 勝点 順 位

環太平洋 ●４－10 ○６－０ ○４－０ ○30－０ ３ ０ １ ６ ２位

美 作 ○10－４ ○８－１ ○７－０ ○８－１ ４ ０ ０ ６ １位

広 島 ●０－６ ●１－８ ●４－10 ○５－２ １ ０ ３ ３ ４位

広島修道 ●０－４ ●０－７ ○10－４ ●２－３ １ ０ ３ ３ ３位

鳥 取 ●３－30 ●１－８ ●２－５ ○３－２ １ ０ ３ ３ ５位

※順位は、勝ち点、直接対決、得失点差で決定。

【女子個人賞】最優秀選手：本田 紗菜（美作大学) 優秀選手：武田 彩香（IPU･環太平洋大学）
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【四国地区】平成30年度四国地区大学(男子)ソフトボール春季大会

会期：４月21日(土)・22日(日)

会場：徳島県徳島市／吉野川北岸ソフトボール場

男 子 松 山 香 川 徳 島 高知工科 勝 分 敗 得失点差 順 位

松 山 ●15－17 ●１－14 △１－１ ０ １ ２ －15 ４位

香 川 ○17－15 △５－５ ●２－５ １ １ １ －１ ３位

徳 島 ○14－１ △５－５ ●０－１ １ １ １ 12 ２位

高知工科 △１－１ ○５－２ ○１－０ ２ １ ０ ４ １位

会期：４月15日(土)・16日(日)

会場：徳島県徳島市／吉野川北岸ソフトボール場

男 子 高知工科 徳 島 松 山 香 川 愛 媛 勝 分 敗 順 位

高知工科 ○３－０ ○７－０ ●０－１ ○９－０ ３ ０ １ ２位

徳 島 ●０－３ ●３－10 ●２－９ ●４－11 ０ ０ ４ ５位

松 山 ●０－７ ○10－３ ●４－８ ○３－０ ２ ０ ２ ３位

香 川 ○１－０ ○９－２ ○８－４ ○６－４ ０ ０ ５ １位

愛 媛 ●０－９ ○11－４ ●０－３ ●４－６ １ ０ ３ ４位

第53回 全日本大学(男･女)ソフトボール選手権大会四国予選会

－兼、第50回西日本大学ソフトボール選手権大会四国予選会－

会期：５月19日(土)・20日(日)

会場：香川県坂出市／総社グラウンド

【男子】

高知工科大学 ３ 高工 １ 四 国 大 学

５ ４ ５

徳 島 大 学 10 11 香 川 大 学

２

愛 媛 大 学 ０ １ 松 山 大 学

３位決定戦：徳島大学 10－３ 松山大学

全日本大学選手権出場権獲得校：高知工科大学（４年連続６回目）・香川大学(２年ぶり15回目) ・
西日本大学選手権出場権獲得校：高知工科大学・香川大学・徳島大学
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【女子】

チーム 環 太 香 川 四 国 勝 敗 順位

環太平洋 ○ ○ 全日本大学選手権出場権獲得校：
大学短期 ２ ０ １位
大学部 15－０ 15－０ 環太平洋大学短期大学部(21年連続21回目)

● ● 西日本大学選手権出場権獲得校：
香川大学 ０ ２ ３位

０－15 ５－10 環太平洋大学短期大学部、四国大学

● ○
四国大学 １ １ ３位

０－15 10－５

平成30年度 四国地区大学(男・女)ソフトボール秋季大会

会期：10月６日(土)・７日(日)

会場：香川県坂出市／総社グラウンド

【男子】

チーム 愛 媛 香 川 徳 島 四 国 高知工科 勝 分 敗 順 位

愛 媛 ●２－17 ●０－７ ●４－11 ●２－９ ０ ０ ４ ５位

香 川 ○17－２ ●０－３ ○11－８ ●０－７ ２ ０ ２ ３位

徳 島 ○７－０ ○３－０ ○15－６ ●２－３ ３ ０ １ ２位

四 国 ○11－４ ●８－11 ●６－15 ●３－13 １ ０ ３ ４位

高知工科 ○９－２ ○７－０ ○３－２ ○13－３ ４ ０ ０ １位

【女子】

チーム 香 川 四 国 ＩＰＵ 勝 分 敗 順位

環太平洋短大 ○12－０ ○11－１ ２ ０ ０ １位

香 川 ●０－12 ●０－16 ０ ０ ２ ３位

四 国 ●１－11 ○16－０ １ ０ １ ２位
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【九州地区】第37回九州地区大学（男子・女子）ソフトボール春季大会

（兼、第53回全日本大学(男子・女子)ソフトボール選手権大会予選会）

会期：５月18日(金)～20日(日)

会場：鹿児島県南九州市知覧町／平和公園多目的球場 他

【男子】

１．福 岡 大 学 ９
３

２．名 桜 大 学 ２
５

３．長 崎 県 立 大 学 ０
２

４．第 一 工 業 大 学 ７
３

５．九 州 大 学 10
２

６．沖 縄 国 際 大 学 11
１

７．九 州 産 業 大 学 10

８．宮 崎 大 学 ８ 優勝 熊本学園大学
５

９．福 岡 工 業 大 学 ３
１

10．佐 賀 大 学 ３
３

11．九 州 共 立 大 学 ５
５

12．長 崎 国 際 大 学 ２
０

13．大 分 大 学 ９
３

14．鹿 児 島 国 際 大 学 ０
10

15．熊 本 学 園 大 学 ７

※第53回全日本大学選手権大会出場校：熊本学園大学・福岡大学

九州産業大学・宮崎大学

【女子】

１．福 岡 大 学 14 福 岡 大 学 ５

２ 日 福

２．名 桜 大 学 ０ 本 熊本学園大学 ５ 岡

文 １ 大

３．熊本学園大学 ０ 理 名 桜 大 学 ０ ４ 学

０ 大

４．九州共立大学 ２ ５ 学 九州共立大学 ５

５．日本文理大学 ８

※第53回全日本大学選手権大会出場校：日本文理大学

福岡大学は北信越地区２位との決定戦へ
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第18回 九州地区大学男子ソフトボール秋季大会

会期：11月10日(土)～11日(日)

会場：鹿児島県南九州市知覧町／平和公園多目的球場 他

【男子】

Ａグループ Ｃグループ

１．熊 本 学 園 大 学 13 １．福 岡 大 学 ８
９ 14

２．佐 賀 大 学 ２ ２．名 桜 大 学 ０

３．長 崎 県 立 大 学 ４ ３．鹿 児 島 国 際 大 学 ８
１ ０

４．第 一 工 業 大 学 ３ ４．九 州 共 立 大 学 ４

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 沖縄国際 長崎国際 九州産業 順 Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 大 分 九 州 宮 崎 順

沖縄国際 ●４－８ ●０－14 ３ 大 分 ●０－２ ○８－０ ２

長崎国際 ○８－４ ●１－８ ２ 九 州 ○２－０ ○５－２ １

九州産業 ○14－０ ○８－１ １ 宮 崎 ●０－８ ●２－５ ３

D1．九 州 大 学 ０
５

C1．福 岡 大 学 ７
優勝 福岡大学

B1．九 州 産 業 大 学 11
３

A1．熊 本 学 園 大 学 ２

【女子】

１．九州共立大学 １ 九州共立大学 ８

４ 日 ３

２．日本文理大学 ７ 本 名 桜 大 学 ０

文

３．熊本学園大学 ６ 理 熊本学園大学 １

２ 大

４．名 桜 大 学 ３ ２ 学

５．福 岡 大 学 ５



機関誌ウインドミルの原稿並びに研究企画などの募集

来年度以降も、内容をいっそう充実・発展させていくために、どしどし原稿を

お願いします。論説、提言から研究報告、あるいは情報の提供に至るまで、多様

なものを期待しています。とともに、こんな研究内容や企画をしてほしい！とい

うようなものがあれば、併せて連絡をくださいますようお願いします。特に学生

の皆さんから。なお、毎年11月末日が原稿の〆切となりますが、随時受付ており

ますので、下記までお問い合わせください。

森 田 啓 之

〒673-1494 兵庫県加東郡社町下久米９４２－１ 兵庫教育大学

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：（０７９５)４４－２２２７

E-mail:hmorita@hyogo-u.ac.jp

【調査研究部会】

投 稿 規 程

平成11年７月30日交付

１．投稿資格

原稿を投稿できる者は、全日本大学ソフトボー

ル連盟に登録された者（理事、監督、コーチ、選

手等）に限る。調査・研究委員会が特に必要と認

めた者については、この限りではない。

２．投稿内容

内容はソフトボールに関したものとし、巻頭

言、提言、総説、論文（含．抄録）、実践研究、

事例報告、卒・修論、その他などとする。原稿

は、原則として一編につき本誌４ページ以内（巻

頭言、提言の場合は１ページ以内）とするが、調

査・研究委員会が必要と認めた場合はこの限りで

はない。なお、未刊行のものが望ましいが、既刊

のものであってもよい。

３．投稿原稿の審査

原則として投稿されたものはすべて受理・採択

する。

なお、書式等に問題がある場合は、調査・研究

委員会名で修正を求める場合がある。

４．原稿の提出

原稿は所定の執筆要項に準拠して作成し、総

説、論文などの別を指定して、調査・研究委員会

へ書留郵便で送付する。投稿の締め切りは特に設

けないが、毎年11月30日で区切るものとする。

執 筆 要 項

原稿の執筆にあたっては、以下の事項を厳守さ

れたい。

投稿原稿をそのままオフセット印刷するので、

原稿を作成する場合は、Ａ４版縦置き横書き、本

文は全角22字×40行の２段組（上下余白20mm・左

右余白20mm・段間10mm）、文字サイズは10ポイン

ト・和文フォントは明朝体を基本とする。ワープ

ロソフトは、「Word」もしくは「一太郎」とし

（「Excel」は認められない。)、C D - Rなどのメ

ディアとともに提出すること。
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平成30・31年度

全日本大学ソフトボール連盟役員名簿

職 名 氏 名 所 属 氏 名 所 属

会 長 中 野 元 熊本学園大学 －

丸 山 悟 日本福祉大学 高 橋 伸 次 高崎経済大学

副 会 長

住 吉 廣 行 松本大学 －

角 田 真一郎 早稲田大学名誉教授 水 野 信 義 ＷＳＭ教育研究所

斎 藤 滋 雄 学習院大学名誉教授 大 内 敬 哉 中京大学名誉教授

顧 問

中 野 紀 明 国士舘大学名誉教授 末 井 健 作 兵庫県立大学名誉教授

武 藤 幸 政 城西大学名誉教授 小 嶋 高 良 八戸工業大学名誉教授

理 事 長 久保田 豊 司 大阪国際大学 －

副理事長 岩 間 英 明 松本大学 清 水 正 山梨学院大学

森 田 啓 之 兵庫教育大学（事務局長）hmorita@hyogo-u.ac.jp

舟 山 健 一 東北福祉大学 柳 田 信 也 東京理科大学

常任理事 高 橋 流 星 日本体育大学 二 瓶 雄 樹 中京大学

西 村 信 紀 環太平洋大学 伊 勢 幸 広 高知工科大学

濱 貴 一 熊本学園大学 －

大 塚 健 樹 盛岡大学 高 橋 知 美 富士大学

長 澤 淑 恵 城西大学 高 橋 光 平 城西国際大学

増 淵 まり子 淑徳大学 近 藤 弘 康 長岡大学

理 事

筒 井 崇 護 日本体育大学 佐 藤 理 恵 東京女子体育大学

松 井 慎 一 国士舘大学 川 﨑 千 明 岐阜経済大学

大 矢 隆 二 常葉大学 東 美 幸 東海学園大学
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和 田 正 志 中京学院大学 板 谷 昭 彦 園田学園女子大学

鈴 木 正 明 四天王寺大学 児 玉 公 正 大阪大谷大学

理 事 辻 井 美恵子 びわこ成蹊スポーツ大学 土 谷 文 乃 美作大学学

竹 下 俊 一 第一工業大学 吉 末 和 也 関西大学

水 谷 博 至学館大学名誉教授 富 田 国 興 （広島修道大学）

森 英 寿 富士大学 金井塚 和 希 高崎経済大学

田 浦 定 一 清和大学 多 田 邦 宏 金沢学院大学

林 弓 美 日本体育大学 萱 野 貴 広 静岡大学

宮 澤 千 尋 南山大学 古宇田 佳 愛 日本福祉大学

但 尾 哲 哉 神戸親和女子大学 大 島 新 司 大阪工業大学

評 議 員

服 部 イツ子 大阪青山大学 小 林 朝 子 羽衣国際大学

河 内 満 広島修道大学 宮 尾 直 美 環太平洋短期大学

山 中 卓 鹿児島国際大学 井 上 博 司 熊本学園大学

長 澤 桂 子 日本文理大学 －

監 事 細 田 きみ子 東京女子体育大学 平 野 義 明 関西大学

事 務 局 〒570-855 大阪府守口市藤田町6-21-57 大阪国際大学 kubota@.oiu.ac.jp

学 生 委 員 長 末 吉 紗 希 日本体育大学 ※学生委員は30年度のみ

学生副委員長 小 林 勇 斗 東京理科大学 浦 山 葉 月 日本体育大学

日 下 真 希 山梨学院大学 田 代 航 太 日本体育大学

新 堀 潮 早稲田大学 鈴 木 真 帆 東京女子体育大学

学 生 委 員 太 田 和 希 中京大学 久 保 潤 平 関西大学

泉 元 一 喜 関西大学 荻 真 子 園田学園女子大学

東 愛 莉 園田学園女子大学 園 部 真理茶 園田学園女子大学
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平成30年度 男子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ９ 仙台大学 東北大学 日本大学工学部 八戸工業大学 弘前大学

福島大学 北海道大学 宮城教育大学 盛岡大学

関 東 18 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 芝浦工業大学 城西大学

高崎経済大学 千葉大学 筑波大学 中央学院大学 都留文科大学

東海大学 東京国際大学 東京理科大学 日本大学生物資源科学部

日本大学生産工学部 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ７ 金沢大学 信州大学 諏訪東京理科大学 富山大学 長岡大学 福井大学

福井県立大学

東 京 19 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 専修大学 成蹊大学

中央大学 帝京大学 東京大学 東京学芸大学 東京農業大学 東洋大学

日本大学 日本体育大学 文教大学湘南 明治大学 明星大学 立教大学

早稲田大学

東 海 15 愛知大学 愛知学院大学 愛知教育大学 岐阜聖徳学園大学 静岡大学

中京大学 中京学院大学 中部大学 東海学園大学 常葉大学 名古屋大学

名古屋商科大学 南山大学 日本福祉大学 名城大学

近 畿 29 大阪大学 大阪経済大学 大阪経済法科大学 大阪工業大学 大阪産業大学

大阪市立大学 大阪教育大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学

関西学院大学 京都大学 京都学園大学 京都産業大学 近畿大学 神戸大学

神戸学院大学 甲南大学 四天王寺大学 摂南大学 同志社大学

奈良教育大学 兵庫教育大学 兵庫県立大学 佛教大学 立命館大学

龍谷大学 流通科学大学 和歌山大学

中 国 11 岡山大学 岡山理科大学 環太平洋大学 近畿大学工学部 島根大学

鳥取大学 広島大学 広島経済大学 広島工業大学 広島修道大学

広島国際大学

四 国 ６ 愛媛大学 香川大学 高知工科大学 四国大学 徳島大学 松山大学

九 州 15 大分大学 沖縄国際大学 鹿児島国際大学 九州大学 九州共立大学 九州産

業大学 熊本学園大学 佐賀大学 第一工業大学 長崎県立大学

長崎国際大学 福岡大学 福岡工業大学 宮崎大学 名桜大学
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平成30年度 女子加盟大学一覧

全日本大学ソフトボ－ル連盟

地 区 数 加 盟 大 学 名

北海道・東北 ７ 仙台大学 東北福祉大学 弘前大学 富士大学 北翔大学 宮城教育大学

宮城学院女子大学

関 東 20 茨城大学 関東学園大学 国際武道大学 埼玉大学 相模女子大学 淑徳大学

順天堂大学 城西大学 城西国際大学 清和大学 千葉大学 中央学院大学

筑波大学 東海大学 東京国際大学 日本大学生物資源科学部

新島学園短期大学 白鷗大学 文教大学 山梨学院大学

北 信 越 ６ 金沢大学 金沢学院大学 信州大学 富山大学 新潟医療福祉大学 松本大学

東 京 17 桜美林大学 学習院大学 慶應義塾大学 国士舘大学 実践女子大学

専修大学 成蹊大学 中央大学 東京学芸大学 東京女子体育大学

東京富士大学 東洋大学 日本大学 日本女子体育大学 日本体育大学

明治大学 早稲田大学

東 海 13 愛知教育大学 岐阜経済大学 岐阜聖徳学園大学 至学館大学 静岡大学

星城大学 中京大学 中京学院大学 中部学院大学 東海学園大学 常葉大学

名古屋大学 日本福祉大学

近 畿 27 大阪青山大学 大阪大谷大学 大阪教育大学 大阪経済法科大学

大阪国際大学 大阪産業大学 大阪体育大学 大阪府立大学 関西大学

京都学園大学 京都女子大学 京都産業大学 神戸親和女子大学

四天王寺大学 摂南大学 園田学園女子大学 太成学院大学 天理大学

同志社大学 奈良学園大学 兵庫教育大学 羽衣国際大学

びわこ成蹊スポーツ大学 佛教大学 武庫川女子大学 立命館大学 龍谷大学

中 国 ７ 環太平洋大学 中国学園大学 鳥取大学 広島大学 広島修道大学 美作大学

安田女子大学

四 国 ３ 環太平洋大学短期大学 香川大学 四国大学

九 州 ５ 九州共立大学 熊本学園大学 日本文理大学 福岡大学 名桜大学

男 子 129大学 2,581名

女 子 105大学 2,313名

合 計 234大学 4,894名 平成30年12月25日現在
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